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※学校の位置と名称は 2011年当時のものです。



　2011年3 月 11日に発生した東日
本大震災と福島第一原子力発電所の
事故は、被災地域の生活や環境を大
きく変えました。中でも、福島第一
原子力発電所が立地している福島県
双葉郡は、全 8 町村が避難を余儀な
くされ、学校教育もまた大きな変化
を強いられました。8 町村はそれぞれ
の避難先で教育活動の在り方を検討
し、子ども達の教育環境の整備に奔
走。避難先で仮校舎や仮設校舎を設
置する町村や、避難先の地域の学校
への区域外就学を促す町村など、各々
が未曽有の状況下での最善策を模索
してきました。
　あれから 10 年の月日が流れ、双
葉郡では多くの町村が元の地域への
帰還を果たし、段階的に学校が再開
されてきました。震災の経験は教育
現場にも反映され、「震災で子ども
達が得た経験を、生きる力に」とい
う思いから、地域を題材にした双葉
郡独自の探究学習が始まりました。
その探求学習が、2014年に双葉郡
の公立学校で始まった「ふるさと創
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東日本大震災発生・原発事故により避難指示発令

大熊町立熊町、大野小学校、大熊中学校が避難先の会津若松市で再開 
川内村立川内小学校、川内中学校が避難先の郡山市で再開

浪江町立浪江小学校、浪江中学校が避難先の二本松市で再開 
広野町立広野小学校が避難先のいわき市で再開

富岡町立富岡第一、富岡第二小学校、富岡第一、富岡第二中学校が避難先の三春町で再開

広野町立広野中学校が避難先のいわき市で再開

川内町立川内小学校、川内中学校が村内で再開 
楢葉町立楢葉南、楢葉北小学校、楢葉中学校が避難先のいわき市で再開

広野町立広野小学校、広野中学校が町内で再開

葛尾町立葛尾小学校、葛尾中学校が避難先の三春町で再開

双葉町立双葉南、双葉北小学校、双葉中学校が避難先のいわき市で再開

広野町に福島県立ふたば未来学園高等学校が開校

浪江町立津島小学校が避難先の二本松市で再開

楢葉町立楢葉南、楢葉北小学校、楢葉中学校が町内で再開

浪江町立なみえ創成小学校・中学校が町内で開校 
葛尾町立葛尾小学校、葛尾中学校が村内で再開 
富岡町立富岡第一小学校、富岡第二小学校、
富岡第一中学校・富岡第二中学校が町内で再開（三春校は継続）

浪江町立幾世橋小学校、請戸小学校、大堀小学校、苅野小学校、
浪江東中学校、津島中学校、浪江中学校が休校

広野町に福島県立ふたば未来学園中学校が開校し、中高一貫校になる

浪江町立浪江小学校が休校

浪江町立津島小学校が休校
川内町立川内小学校、川内中学校が閉校

川内町立川内小中学園が開校

富岡町立富岡第一小学校、富岡第二小学校、
富岡第一中学校、富岡第二中学校が閉校（三春校も閉所） 
大熊町立大野小学校、熊町小学校、大熊中学校が避難先の会津若松市で閉校
楢葉町立楢葉南小学校、楢葉北小学校が閉校

富岡町立富岡小学校、富岡中学校が開校
大熊町立学び舎ゆめの森が避難先の会津若松市で開校
楢葉町立楢葉小学校が開校

造学」です。
　私達は、ふるさと創造学の活動を
通じて、「小中学校の子ども達と、メ
ディアコンテンツを制作する取組み」
を行ってきました。その過程では、
地域住民はもちろんのこと、保護者
や学校の先生達にも取材をさせてい
ただく機会がありました。そうした際
に、先生達が子ども達の取材に答え
る内容が、あまりにも新鮮だと感じる
と同時に、「先生達の体験や想いが、
報道や研究対象として取り上げられ
る機会が少なかったのではないか」
という疑問を抱くようになりました。
　震災と原発事故から 10 年が経っ
た 2020 年、新型コロナウィルスの
感染拡大によって、世界は激変しま
した。国内においては、感染拡大防
止の措置として学校が休校になるな
ど、子ども達や学校を取り巻く環境
にも大きく影響がありました。
　私達の世界では、災害や戦争は常
に起こりうる状況にあります。2011
年以降に福島県の先生達が体験した
ことや想いを記録していくことは、こ

れからの教育を考える上で、大切な
財産になるのではないでしょうか。
　こうした背景から、双葉郡の教育
に携わった先生達へのインタビュー
を通じて、震災以降の体験や想いを
記録する本企画がスタートしました。
今回、15 人の先生達にインタビュー
を行いましたが、決して、この先生
達がそれぞれの地域や学校を代表す
る証言をしたということではありませ
ん。あくまでも、一人の人間として、
あの災害とどのように向き合ったの
か。また教員として、どのような体験
や想いを持っていたのかという、個人
のケースとしてのインタビューを行い
ました。
　また、10 年を超えての振り返りを
依頼したため、記 憶が曖昧な点など
についても、詳細を確認しない方針
を取り、先生達には自由に語ってい
ただきました。事実と異なる点も多々
あるかもしれませんが、編者の責任
においてご了承いただけますと幸い
です。

は
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表

一般財団法人リテラシー・ラボ
代表理事

千葉 偉才也
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双葉郡８町村の位置

震災後の双葉郡内の小中学校年表

はじめに

目次

広野町

　柴口正 武  先生

楢葉町

　菅野知加子  先生

富岡町

　鈴木 博 先生

　小野美佳子 先生

　武内雅之 先生

　志賀 仁 先生

川内村

　渡邊智幸 先生

大熊町

　落合志保 先生

　小林正和 先生

双葉町

　佐藤大志 先生

　松本涼一 先生

浪江町

　門馬 貞 先生

　荒 寿子 先生 

葛尾村

　日下 雄一郎 先生

　佐藤 武 先生

 

刊行に寄せて

　福島県立博物館

　主任学芸員　筑波匡介

おわりに

3.11から10年
ー福島県双葉郡の先生へのインタビュー
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3.11から10年
--- 福島県双葉郡の先生へのインタビュー

ーまず は、2011年の 3月11日の
地 震発生時、何をして いたか教 え
てください。

柴口　当時は広野中学校 1 学年の
学年主任でした。担当教科は数学で

す。広野中は全校生徒が約 230 人
の学校で、1 学年は 70人程でした。
地震 発 生 時は、卒業式が終わって
皆でお昼ご飯を食べて、「体育館の
片付けをそろそろ」と思いながら、職
員 室 で休んでいた頃です。子ども達
は、バレー部の子だけが大会の関係
で残っていました。
　揺れが始まった時は、ビックリする
しかなかったというか。机を押さえて
いるのか、自分の体を支えているの

震災時、広野町立広野中学校 1 年生の学年主任を務めていた柴口正武先生。先生は、
被災直後の生徒がいない状態での学校業務に虚しさを感じながら、各地へ散り散りになっ
た生徒達のことを常に気にかけてきました。しかし、別の中学校との「兼務」についてからは、
遠くまで直接会いに行くことも困難となり、「県外へ行った子には、“ 取り残された感 ” があっ
たのではないか」と振り返ります。その当時、一教員として、本当は教育行政に対してどん
なことをしてほしいと願っていたのか。震災から10年が経った今、先生に改めて伺いました。

津波の印象が全くなかった
場所　原発災害にほとんど
誰も関心がなかった

浪江町出身、中学校教諭。
教科は数学。2011 年 3
月の震災発生時は広野
町立広野中学校に勤務。
2021年度インタビュー
時は、浪江町立なみえ創
成中学校勤務。特技はイ
ラスト描き、趣味は読書。

柴
口
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か分からないような状態で、身動き
すらできない状態でした。そして、と
りあえず一旦収まったと思った段階
で、職員もバレー部の子達も校庭に
避難しました。

ー津波のことは、考えましたか？

柴口　校庭に出てから、まず車のラ
ジオを流しました。この辺は福島の

広
野
町

3.11から10年

--- 福島県双葉郡の先生へのインタビュー

広野町は浜通り地方の中部、双葉郡では最も南に
位置し、楢葉町といわき市に隣接している。2011
年 3 月時には 5490人が暮らし、町内には広野小
学校、広 野 中 学 校 が 立 地 し て い た。震 災 と 原
発事故以降は、広野小学校は 2011年 8月、広野
中学校は 同 年 10月に避難先のいわき市で再 開。
2012 年 8 月には、小中学校共に町内での教育活
動を再開した。現在、広野町には広野小学校、広
野中学校の他に、2015 年 4 月に開校した県立ふ
たば未来学園中学校・高等学校が立地している。
2022 年 2 月時の住民登録者数は 4702 人、町内
居住者数は 4232人。
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--- 福島県双葉郡の先生へのインタビュー

ラジオ局の電波があまり入りません。
代わりに仙台のTBC東北放送の電波
が入り、そこで真っ先に聞いたのが、
仙台の海岸に 7 ｍの大きさの津波警
報が出たということでした。それを聞
いて、皆びっくりしてしまって。広野
の一部にも 1 時間遅れくらいで津波
が来たのではないかと思います。広
野中は高台にありましたので、海が
黒ずんできて、家の屋根がこちらに向
かって動いているのが見えました。ま
た、広野駅の方から電車の乗客が、
うちの学校の方に避難してきたことも
あり、その人達の避難の受け入れを
どうするかということも、話し合って
いました。
　そしてこれはよく言われてきたこと
なのですが、この浜通りは、岩手のよ
うなリアス式海岸ではないから、津
波は来ないと言われてきました。我々
が子どもの頃も、「ここの海岸は直線
だから、津波なんて来ないんだよ」と
教えられて育った。だから、津波の印
象はほとんどなかったです。でも何年
か前には、実際に津波が来ているの
ですが。

ー津波や原発からの避難について
は、震災前の避難訓練ではあまり考
えられていなかったのでしょうか？

柴口　例えば、浪江町の請戸小学校
でも、津波の時の避難経路は設定し
ていたにしても、訓練で実際にやって
いたかは分かりません。とにかく請戸
小は「津波の時には大きな山に逃げ
る」ということと、そのルートだけは
先生方も知っていて、逃げたようです。
　そして原発災害については、はっき
り言ってほとんど皆、関心がありませ
んでした。年に 1 回実施される原発

災害の避難訓練も、参加する・しな
いは各学校の判断だったんです。私
は大熊中と広野中に勤務しましたが、
どちらの学校でも参加していません。

ー震災当日、校庭に全員で移動し
た後、生徒達はどうしましたか？　そ
れぞれに帰宅させたのでしょうか？

柴口　しばらくは、子ども達も学校に
置いていました。大型のテントを張っ
てその中に入れていましたが、そうこ
うしているうちに広野駅から乗客が避
難してきたので、子ども達には外に出
てもらいました。あの時は基本的に、
保護者のお迎えを待って帰宅させま
した。最終的に我々が帰るとなった
のは、夕方 5 時半頃だったかなと思
います。ただしそれは「家庭を持って
いる人」で、独身の先生や管理職は
そのまま待機しました。私の場合は、
高校生の娘もいたので、とりあえず帰
らせてもらいました。

ー先生のご自宅とご実家は、浪江
町だと伺っています。夕方になって
先生がご自宅に戻ってからは、ご家
族に会えましたか？

柴口　上の娘は、大学を終えて家に。
2 番目の娘は原町高校にいました。
町内で別に暮らしていた両親は、津
波の関係で高台への避難をするよう
言われて、私の自宅が高台だったた
め、こちらに避難してきました。
　その後、私が高校まで娘を車で引
き取りに行きましたが、大変な時間
がかかって、家に着いたのは夜 11 時
半頃でした。道路の被災状況も酷く、
わき道を縫っていくようにして行きま

した。一番酷かったのは広野から帰っ
てくる途中です。通常では、広野から
自宅まで 50分の道のりですが、あの
日は 3 ～ 4 時間かかりました。

ーでは、「原発から遠くに逃げなく
ては」ということは、どの時点で考え
ましたか？

柴口　私は組合に入っていて反原
発や脱原発の運動をやっていたの
ですが、11 日にはそのことに頭が
回りませんでした。「とりあえず娘を
迎えに行かなくちゃ」ということや、
家の中もぐちゃぐちゃで「どこに寝る
か」ということで頭の中がいっぱいで。
　両親が住む実家の片付けに行っ
た の が 12 日 の 朝 6 時 前 でした
が、その時に防災無線か、ヘリコ
プターから、「 避 難 指 示が出まし
た」と聞こえたので、「えっ」と思
いながら、津島の方に避難しまし
た。でもその時点では長引くとは
思っていなかったので、とりあえず
通帳を持って、飼っていた猫を連
れて避難しました。

ー避難は、どのようなルートを辿
りましたか？

柴口　まず津島に行って、昼の 3 時
頃に津島中学校に避難しました。そ
こで私の中学の同級生と会ったので
すが、話をしていた時にその女性の
携帯電話が鳴って、「今原発が爆発
したから津島も危ない。もっと遠くに
逃げろと、夫から言われた。柴口君
も逃げた方がいい」と言われました。
そこから今度は、福島市の方に避難
を進めます。両親も高齢なので、運

転していて宿泊施設を見かけたら、
とにかく入っていくのですが、どこも
いっぱいか、営業できませんと言わ
れるかでした。仕方なく先に進んで、
福島の県職員の宿泊施設で「とりあ
えずロビーでいいから貸してくれ」と
頼みました。本当にロビーで過ごそ
うかと思ったのですが、うちの両親
がいたので、「これは避難者だ」いう
ことで、2 部屋くらい貸してもらうこ
とができました。

ー避難をしている間、学校とはやり
とりをしましたか？

柴口　ひょっとしたら「山形の方に向
かって避難しています」という電話は
途中でしたかもしれませんが、学校と
きちんと連絡を取り始めたのは、山形
に避難してからだったと思います。ま
た、大変ではありましたが、3 月 20
日頃までに、8 割方の子ども達の避難
先や安否の確認は終わっていました。
そしてその頃に出た初めての町教育委
員会からの指示が、「避難先の最寄
りの教育委員会に行って転校の手続
きをしてもらうよう、各家庭に伝えて」
というものでした。その旨を各家庭に
連絡しているうちに、「教員は学校再
開に向けて集まるよう」にという連絡
が 3 月下旬頃に来ました。その後、
4 月 1 日からは、いわきの福島高専

（福島工業高等専門学校）の図書室
に通うことになりました。通勤できる
範囲に家を探したのですが、当時は
地震で被害があって、なかなか貸して
もらえる状態の家やアパートが見つか
りませんでした。ようやく見つかった
ところが郡山で、すぐに予約して、郡
山の家を押さえ、そこから福島高専
まで 1 ヶ月程度通いました。

ー 4 月 1 日から、先生は福島高
専で具体的にどのような業務をしまし
たか？

柴口　前提として、広野が双葉郡の
他の町村と違っていたのは、立ち入り
が可能だったことです。町全体は地
震の被害もあったため、全町民避難
となったのですが、広野に関しては可
能だったので、まずは学校に行って指
導要録や通知表を持ち出してきまし
た。そして福島高専の図書館の一角
で、集まった先生方で通知表や指導
要録の記入をしました。
　子ども達はそれぞれの避難先の学
校に転校し、転校先での授業が始まっ
ていたので、特に 3 年生には、教材
会社から無料で提供された受験対策
テキストを送付したりしました。それ
から、出来上がった通知表を配って
歩くようなことを 4 月中はしていまし
た。4 月の時点では、「まだどこにい
るか分からない」または「居場所は
分かったけれど、なかなか連絡が取
れない」という生徒は、学年で 1 人
か 2 人。多くはすぐに連絡が取れる
状態だったので、「これから通知表を
届けに行きます」というやりとりはで
きました。

ー生徒がいない状態で学校業務を
するというのは、どうでしたか？

柴口　虚しさはありました。いわゆ
る一般な年度末・年度初めの業務な
ので、それを粛 と々やるしかない。た
だその当時、広野中で一つ「こうい
う風にしましょう」と取り組んだのは、

「先生方で手分けして、子ども達の
転校先に顔を出しましょう」というこ
とでした。その当時、福島県内であ

れば、石川町やいわき市に大勢の子
ども達が行ったので、直接出向いて。
県外に転校した子については郵送と
なってしまいましたが、県内の転校先
には通知表や通信を直接渡しました。
　ただ、埼玉の三郷市も集団避難の
場所になっていて、広野中からも 20
人程が転校していたので、そこには
先生方で車を乗り合わせて出向いて、
子ども達に会いました。

ー会いに行った時、生徒達の顔つ
きや様子で印象に残っていることはあ
りますか？

柴口　三郷でのその日は、一緒に給
食を食べて、先方がセッティングして
くださった集会に参加しました。子ど
も達一人ひとりというよりも、何人か
のこちらの教員が、子ども達の前で少
し挨拶をして。もちろんそれが終わっ
てから、何人かに声はかけましたけれ
どね。
　子ども達は皆、不安そうにはしてい
ました。会って話はしましたが、言葉
にならないですよ。結局、我々は子ど
も達に対して何もできていない。やっ
たことと言えば、通知表を書くぐらい
だったから。何か支援してあげるとか、
何かこう気の利いた言葉をかけてあげ
るとか、そういうことができなかった。
別れて1ヶ月以上経ってから顔を見る
と、やはり切ない気持ちになりました。

ーその後は、柴口先生も「兼務」
という形で、どこかの学校に所属し
ましたか？　その時にはどのような

広野町
柴口正 武 先 生

兼務という立場は「いい思い
出にはならなかった」
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業務をしましたか？

柴口　当時は教員全員に「兼務」が
発令されていて、私の場合は石川郡石
川町の石川中学校でお世話になりまし
た。数学の授業の TT（チーム・ティー
チング）に、補助的な立場の教員で
ある T2 として参加するという立場で
す。私の場合だと、少し理解が遅い
子の所を回ってアドバイスしたり、小
テストの採点をしたりしていました。

ー兼務という経験は、先生にとっ
てどのようなものでしたか？

柴口　私の場合は 5 月からのたった
3 ヶ月のことでしたが、辛い 3 ヶ月で
したね。自分で授業ができない。職
員室に自分の席はあるけれど、割り
当てられた業務があるわけでもない。
場合によっては、「今日はテストだか
ら職員室で休んでいてください」と言
われたりもして。それぞれの学校にとっ
ては、何人かの避難した子を受け入
れたとしても、教員の数は足りている
ので、はっきり言ってしまえば「いな
くてもいい存在」です。もちろん受け
入れ先の先生方はとても優しくしてく
れますが、気を遣っているんですよね。
私にとってはその気遣いが逆に惨めさ
が伴ってくるというか、いい思い出に
はならなかった。

ー石川中に避難をしていた広野中
生の心のケアも、担当していましたか？

柴口　はい。石川中自体には 3 人か
4 人くらいしか転入しませんでしたが、
近くに小学校があったので、場合に

よっては小中で連携を取りながら心の
ケアを行っていました。1 年生に不登
校になった子がいるとなったら、小学
校の先生に連絡を取って電話をして
もらったり、学校に来てもらったり
しました。
　他の地区でも、例えば田村市の小
野や滝根に行った子達が、学校に通
えないでいました。そこで「その子
たちの家庭訪問をしたい」というこ
とを石川中の校長先生に相談したと
ころ、「こちらはいいから、そちらの
方のサポートを」と言っていただき、
他の地区まで出向いたりもしました。

ーそういった苦い経験の 3 ヶ月
があって、広野中は県内で再開し
ました。いつどのように再開したの
でしょうか。

柴口　再開の見通しを持てたのは、
7 月に入ってからだと思います。再開
に向けて、校長、教頭、事務とあと
もう 1 人教員、この 4 人で準備をし
ましょうということになりました。私
が教員１名のところに入り、一学期
終了と同時に兼務がなくなりました。
8 月からは福島高専の今度は別の一
角を借りて、10 月の開校に向けて
準備を始めたのです。再開するため
にはまだ校舎が地震の影響で使えな
かったので、結果的には湯本第二中
学校を間借りして授業を再開するこ
とになりました。そのための物品の
移動や、諸々の教育課程、始まって
からの諸行事、帳簿類などの準備を
2 ヶ月かけてやりました。

ー再開は、先生にとって嬉しいも
のでしたか？

柴口　もちろんです。集まった生徒
は 20 数名でした。開校して 1、2
週間はとにかく学校生活を作ること
に必死でした。校舎にしても時間割
にしても、まずは我々と子ども達が
慣れることを優先。1 ～ 2 週間で開
校式、オリエンテーションもやらなく
てはいけないし、普通の学校でやる
年度初めの色々なことを慌ただしく
やっていました。借りることができた
教室は図書室を含めて 3 つだけ。そ
の図書室を 2 つに割って職員室と 2
年生の教室、それから 1 年生と 3
年生が生徒会室と美術室を割り当て
られたのだと思います。
　そこを借りて授業をしましたが、他
の湯本二中の子ども達とはあまり接
触しないようにしていました。昇降口
で一緒にはなるのですが、うちの学校
はたしか 8 時半頃にスクールバスで
登校していましたので、湯本二中の子
達は大体もう通過している時間です。
ですから、ほとんど接点がないような
状況で学校生活を送っていました。

ー他 の 中 学 校と一 緒 にならな
いようしたのは、敢えてそうした
のですか？

柴口　結果的にそうなったか、敢え
てそうしたかは記憶にないのですが、
あまり会わせたくなかったというか。
子ども達も嫌がっていたかなと思い
ます。我々教員も、湯本二中の先生
方との接触を控えていた部分もあっ
て、あくまでも間借りしているという
立場でした。はっきり言えることは、

「とにかく迷惑にならないように」と
いうことでした。たとえ仕事が残って
いたとしても、もう退勤時には全員
帰ると。そうしないと、湯本二中の

先生方の迷惑になるので。

ー指導方法について、震災前と変
えたことはありましたか？

柴口　少人数になった分、一人ひと
りの習熟度などには気をつけていま
した。私が持っていたのは数学です
が、教員がきちんと配置されなかった
ので、美術の授業も持っていました。
数学は 2 年生だけを担当しましたが、
4 人いる 2 年生のうち 3 人が不登校
でした。「転校先で通えなくなった子
も、広野に戻ったら通えるんじゃない
か」という保護者の考えでこちらに来
たのですが、やはり学校には足が向
かなかった。

ー震災による生徒達の変化は感
じましたか？ 

柴口　やはり馴染めなくて不登校に
なった子は多いです。それでその不登
校になった子を、何度か訪問すること
はありました。最初から不登校になっ

ていた子は来ないで終わってしまいま
したが、その後に広野中に戻ってきた
子で「学校に来られた子達」は、最
後まで学校に通いきれました。通いき
れたのは、周りに同じ境遇の子達が
いるという安心感があったからかなと
思います。逆に、戻る前のところ、も
しくは戻らないことを選択した子の中
には、不登校になった子が数多くい
ましたね。

ーそういった激動の時期に現場で
対応して、例えば「町や県の教育委
員会がもっとこうしてくれていたら」
と思ったことなど、教育行政の課題
のようなものは感じましたか？

柴口　町の教育委員会には、精一
杯のことをやってもらったと思います。
私が 8 月～10月の準備している期間
も、何度も教育委員会に行きました

が、大変な状況の中で尽くしていただ
きました。一方、県の教育委員会に言
いたかったのは、私達は「兼務なんて
仕事は、さらさら望んでいなかった」と
いうことです。4月の頃に先生方と皆で
話していたのは、「各地に散らばった
子ども達に会いに行きたい」ということ
でした。突然、知らない土地の学校に
一人で行くことになってしまった子ども
達が大勢いるんですよ。だから、「もう
旅費なんて自費でいいから、子ども達
に会いに行って、励ましの言葉をかけ
てあげたいね」と話していたのです。県
外に離れていった子どものこともサポー
トしていきたいね、と。でも、兼務が
入ると、そういったことが一切できなく
なってしまう。

ー兼務先を優先させなくては、と
いう気持ちもありますよね。

柴口　ただ、先程も話したように私達
には業務があまりなかったので、「どこ
そこの子どもが不登校だから会って話
をしてきたい」と校長先生に申し出るこ
とはできました。それで送り出してくれ

広野町
柴口正 武 先 生

本当は、「各地へ散らばった
子ども達に、会いに行きた
かった」
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て、「兼務自体は決して子ども達の心
のサポートにならなかった」というの
が、実感としてあります。

ー今の若い先生の中は震災を経験
した記憶があまりない方もいて、今後
も増えていくと思います。そういった
先生方に、ご自身の経験や 3.11 をど
のように語り継いでいきたいですか？

柴口　ここには震災遺構の請戸小が
ありますし、隣町には伝承館もある
ので、直接経験されてない先生方や、
転勤してきた先生方に、震災のことを
勉強してもらう環境は整っていると思
います。
　あとは、今勤務している、なみえ
創生小中学校の特殊性は、色々な場
で説明したいと思っています。ここは
小中学校が一緒で、特殊な環境です。
ベテランの先生が入っている中学校
の方では、前の学校の実施案などを
そのまま持ち込んでくるようなことが
あるので、「前の学校と同じことをす
ることはできない、実態に合わない」
と指摘しています。これはこの 10 年
の経緯を積み重ねであり、これからも
伝えていきたいと思います。
　それから私の場合、ここに来る前は
同じくらい小規模の浪江中学校にい
たので、できればその浪江中の伝統み
たいなものをこちらにも下したいなと
は思うのです。ただ反面、ここは新し
い学校だからむしろ振り向かない方が
いいかという思いもあって、複雑です。

なかった話を聞いたことはないですが、
少なくとも自分の勤務先が決まった以
上は、自由に色々なところを歩いて回る
ことはできませんでした。
　だからそうやって県外に行った子に
は、「取り残された感」があったのでは
ないかなと思います。「それまで頻繁に
電話をくれていた先生が、なかなかくれ
なくなった」みたいな、そんなところも
あるかなと思います。

ー私達がインタビューを進める中で
も、兼務の話は色々な先生方から出て
いました。また兼務の先生を受け入れ
た立場の先生からも、「悩みをちゃんと
聞いてあげられなかった」という話を聞
いたことがあります。振り返ってみても、
兼務は難しい対応だったのでしょうか？

柴口　全部で500人ぐらいの先生が、
それこそ子どもと同じで、1人、2人で配
置されました。私も石川町には行った
こともないのにポンっと置かれました。
私の場合には、もう1人広野中の教員が
いて、さらに週に何回かは教頭が来てい
たこともあって少し心強いところはあり
ましたが、不安でしたよね。4 月にはそ
ういう働き方よりも、「一人ひとりの子
どものサポート」を私達は望んでいた
ので、それができなかったというのもね。
　兼務の配置の仕方も、完全に各学校
に丸投げでした。「自分の避難先はここ
だから、ここの学校にしてほしい」とい
う希望ばかりを言えない。他の先生の
ことも考えると、「じゃあ俺が単身でこっ
ちに行かなくちゃいけないかな」と。遠
距離通勤者もいましたし、単身赴任を
強いられた先生達も広野だけで 3、4
人はいました。私も郡山から石川とい
うとそれなりに距離があるので、いわゆ
る遠距離通勤を強いられました。加え

ー子ども達も震災を知らない世代
になってきますし、他の場所から転
入してくることもあります。ふるさと
創造学などでこの地域を考えること
が、「ふるさとを考える」という学習
として進められていますが、今の子ど
も達と「ふるさと浪江町」を考えると
いう学習活動について、どのように考
えていますか？

柴口　うちの学校では、「ふるさと」
という文字を取りました。それで「わ
が町なみえ」。浪江中に私が勤務した
頃から、「避難先での生活と、浪江町
での生活が半々ぐらいの時間」の子
どもが出てきました。これからも避難
先で過ごしている子が多くなってくる
という声が上がり始め、「ふるさととい
う言葉は使えないのでは？」と、先生
方と真剣に話し合いました。それでそ
の時に作った言葉が、「ふるさと」を「ふ
るさと・地域 」にしたものです。「地
域も入れれば、避難先のことも含める
し、浪江中仮設校舎があった二本松
の針道のことも含めることができる。
なみえ創生小中に至っては、中学校
の 9 人のうち 4 人は浪江に関わりが
ない子なので、「わが町なみえ」に。
　だからふるさと創造学ではもちろん
テーマはありますけれど、子ども達に
投げかける時には、ふるさとは強要し
ません。とにかく今住んでいるこの浪
江町を知りましょう、何か提言をしま
しょうと。記憶がなくても、「私のふ
るさとは浪江です」と言う子はいます。
でもその他の子どもには、我々は強
要しないようにしています。

2021年11月18日
（ 聞き手／久保田彩乃、千葉偉才也）

楢
葉
町

楢葉町は浜通り地方の中部に位置し、広野町と川
内村、富岡町と隣接している。福島第二原子力発
電所は、楢葉町と富岡町にまたいで立地している。
2011 年 3 月時には 8011人が暮らし、町内に楢
葉南小学校、楢葉北小学校、楢葉中学校が立地し
ていた。震災と原発事故以降は、会津美里町など
への避難を経て、2012 年 4 月から避難先のいわ
き市にて小中学校が再開。2017 年 4 月に、小中
学校共に町内での教育活動が再開した。2022年 4
月には、小学校 2 校が統合し、楢葉小学校が開校。
2022 年 2 月時の住民登録者数は 6671人、町内
居住者数は 4152人。
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広野町
柴口正 武 先 生

 「避難先での生活」と
 「浪江町での生活」を
経験した子ども達 へ 、
“ふるさと”に替わる言葉を
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ている間に何かものすごい地震のよう
な音がしました。それが、原発が爆
発した音でした。

ー爆発音を直接聞いたのですね。

菅野　とにかく、今まで聞いたこと
がないような音を聞きました。後に
なって、それが爆発音だったと知り
ましたが、恐ろしかったなと思いま
す。放射性物質から守るための防護
服だって、自分達は着ていない。避
難の途中で見てきた防護服を着た
人達のことも、「なんでこの人らだけ、
こういう服を着ているんだろう」と
思っていましたよね、その時は防護
服とか分かりませんでしたから。と
にかく、その時は訳が分からない状
態で、「とりあえずどっかに逃げな
きゃ」という気持ちでした。

ー続 いて、学校のことを伺いま
す。3 月 11 日当日、被災前後は
どのような状 況だったか教えてく
ださい。

菅野　当時は楢葉中学校一年生の
学年主任をしていました。地震が
あったのは卒業式が終わって子ど
も達が全員帰った後で、校内には
先生方しかいない状態でした。
　楢葉中は今でこそとても綺麗で
すが、その当時は新しい校舎を建
設中だったのです。だから被災し
た時はとても古い校舎で、地震に

ーまず学校でのお話を伺う前に、
ご自身の被災の状況とご家族の避
難についてお話を聞かせていただけ
ますか？

菅野　私は 3 月 11 日、学校からまっ
すぐ自宅アパートに戻ったのですが、
道路の陥没で迂回を余儀なくされた

ため、いつもは 15 分ほどの帰路に 5
時間かかりました。迂回のために海
の方を通ろうとしたら、楢葉の人達か
ら「ここはもう津波が来るから、もう
こっちを走っちゃいけない」と言われ
て。そう教えてもらって今度は元の道
に戻ったのですが、戻ったら戻ったで
大渋滞。なかなか元の道に入れなく
て、仕方がないから他の道を……と
進んだら、そこも渋滞で。そんな状
態で結局 5 時間です。

震災時、楢葉町立楢葉中学校 1 学年の学年主任を務めていた、菅野知加子先生。震災
後は楢葉町が会津美里町に一斉避難となりましたが、先生はご自身の避難先である “ いわ
き地区 ” へ同じように避難した生徒達の「心のケア」を担当しました。生徒だけではなく、
時には保護者の悩みにも寄り添ってきた先生は今、震災を知らない世代の子ども達へ「伝
えていく難しさ」を感じるのだそうです。悩みながらも生徒に寄り添い続けた、菅野先生の
10 年を追いました。

「何も分からない」という
不 安を抱えた避難

富 岡 町 出 身、中 学 校 教
諭。教 科 は 音 楽。2011
年 3 月の震災発生時は
楢葉町立楢葉中学校に
勤務。2021 年度インタ
ビュー時は、双葉町立双
葉中学校勤務。趣味はト
レッキング。

菅
野
知
加
子
先
生

か
ん
の
・
ち
か
こ

楢
葉
町

　自宅に着いたら、電気もすべて止まっ
ていました。部屋の中も酷い状態でした。

ー翌朝の動きはいかがでしたか？

菅野　朝になったら、周りの様子が
変なんですよ。警察車両がたくさん来
て、住民に対して「とにかく避難して
ください」という放送がありました。
停電でテレビも見られなかったので、

どうして避難が必要なのかが分か
りませんでしたが、とにかく「避難し
なきゃなんない」と思って車に乗り込
みました。そして車のテレビをつけて
見たら、「え、なんか大変なことになっ
てる」と、そこで初めて事態を知り
ました。「とりあえず川内に逃げろ」
と言われて、とりあえずちょっとし
たお金や携帯を持った程度で、とに
かく車で向かいました。
　ただ、川内に向かう道が、もう大
渋滞。あとは、白い防護服を着た人
が大勢いましたが、それもまた奇妙
な光景でした。そのうち、原発が爆
発するという情報があって、避難する
ときに川内を諦め、ガソリンを入れよ
うと思って行ったら、ガソリンスタンド
がもうだめで。仕方がないので、なん
とかいわきまで走らせました。いわき
では、知り合いからレンタカーを借り
ました。ガソリンが満タンになってい
る車が必要だったからです。自分の車
をそこに置いて、レンタカーを借りま
した。その後、郡山に住んでいる弟
の元に向かいました。郡山に行ってか
らは何とかなったのですが、いろいろ
と不便なところはありました。

ー場所によって、インフラの被災
状況も様々でしたね。

菅野　郡山は大丈夫だったんです。
電気も、たしか水も。そのあと知り合
いが、新潟からガソリンを持ってきて
くれました。でも、いわきで借りたレ
ンタカーもそんなに長く借りてはいら
れないので、二日後くらいにいわきに
戻って車を取りに行きました。
　そして「荷物を家から持ってこな
きゃいけない」と思って、私はいった
ん自宅に戻ってきたのです。車で戻っ

よって教室の天井や黒板が下に落
ちてしまいました。生徒がいたら、
大怪我をしていたでしょう。　
　楢葉は結構高い場所にあるんで
すけれど、海がちょうど見えて、沖
合から白いものが迫ってきたのが
分かりました。津波情報も、車の
テレビで見ました。そこから半月、
3 月下旬までは、「とにかく、それ
ぞれの」避難先で待機ということ
になりました。　

ー先生方も？

菅野　はい。私達も校長先生をは
じめ色々な方に連絡をしてきました
が、3 月の 27 か 28 日頃に楢葉は
会津美里に避難するという連絡を
受けました。
　会津美里の役場に集合がかかっ
て、私達教員が集まりました。そこ
で今後どうするかというのを会議し
て、「子ども達一人ひとりの居場所、
どこに避難したか」を把握するため
に保護者の携帯電話に連絡しまし
た。詳細は分かりましたが、問題は
避難先での学校についてでした。
　避難先での学校選びについては
保護者もどうしてよいかわからない
状態でしたので、「避難先で通える
んだったら、その学校に特別枠で
通ってください」とお話をして、正
式に手続きができたら、それを私達
に連絡していただくようにお願いし
ました。その電話の時に、子ども達
の様子も聞いたりしていました。
　あとは、4 月になってから私達に
招集がかかりまして、会津美里町の
本郷中学校に集まりました。その中
学校にも、楢葉から行っている生徒
が何人か、お世話になっていました。

一斉避難で散り散りになる
生 徒 達と、避 難 先 の 学 校
で「兼務」になった先生達

楢葉町
菅野知加子 先生
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いうことで、県外に行った子もいま
した。日本全国に避難していました。

ー楢葉中学校の先生達は、どこに
移られましたか？　皆で会津美里に
行ったわけではなく？

菅野　主にいわきや会津が中心で
した。 避 難したところの近くの学
校に「兼務」となったんです。私
の場合は、いわきに避難したから、
いわきで兼務というわけです。その
ほか、本郷中で仕事していた人も
いますし、あとは私と同じいわき地
区で仕事をしていた先生も多かった
ですね。
　私は 2 011年 5 月からいわきの
平三中で約一年間兼務しましたが、
そこに来た生徒は一番多かったの
ではないかと思います。30 人くら
い来たのではないでしょうか。双葉
郡内で、三中に入ったのが 100人
くらい。平三中はもともと人数が多
かったので、生徒を受け入れる教
室が足りず、プレハブの教室を建て

じでしょうか。「どうしたの？」では
なくて、まず静かにその子の話を聞
いて、「その子が今、何に大変なの
かな」を考える。喋らない子は喋ら
ないですけれど、みんな結構喋るん
ですよ。涙流しながらとか。震災が
あったことで、避難したことで、両
親が喧嘩ばかりするとか。そうしてい
たたまれなくなって、兄弟仲も悪く
なってしまったり。要するに、家族
間がぐちゃぐちゃになってしまった
子もいるんです。
　また、原発の影響で、当時は双
葉郡内から来た子に対して、「来る
な」という雰囲気がありました。そ
ういったこともあって、「居場所
がない」という子もいたんですよね。
その子達の、その時の気持ちを聞い
たりもしていました。

ーその中には、楢葉中学校で担
任をしていた子や、顔見知りの生徒
もいましたか？　そういう子達の、
震災前後での変化が感じられるよ
うなことはありましたか？

菅野　震災前に大人しかった子達の
中には、鬱みたいになってしまう子
もいました。それから逆に、活発に
なる子もいました。大人もそうです
けれど、皆が置かれている状況に順
応してやっていければいいでしょうけ
れど、やはり何かしら合わない部分
があると、殻に籠もってしまったり。
変化はありますね。いい意味でも、
悪い意味でも、いろいろありました。
　いい意味でというのは、思いやり
が出てきたり、友達のことを考える
ようになったり。悪い面では、気持
ちをどう表していいのか分からない
からなのか、ちょっと羽目を外した

り、補導されたりする子もいました。
その子の置かれている所にもよると
思います。
　あとは、震災でいろいろあったの
だと思いますが、辛いこと嫌なこと
があれば心が折れてしまいます。

　
ー兼務 をした 平 第 三 中 学 校 で
は、教科の授業も担当されていた
のですか？

菅野　最初は、授業はしなかった
んです。「双葉郡の先生達はいいか
ら、ここで落ち着いていてください」
と言われていました。でも実は、そ
れが一番辛いんですよね。皆が忙し
くしているのに、「何かお手伝いしま
すか」と聞くと、「いやいや、いいか
ら」と。それで一ヶ月ぐらい経って、
最初は T2で授 業に入りました。そ
して夏休みが明けた頃から「メイン
で授業を」とお願いされました。そ
れはそれで楽しかったですね。平三
中の先生方には、とても良くしても
らいました。

ー従来からの菅野先生の教育方
針や先生としての考え方で、震災後
にも通用した部分としなかった部分
があると思います。震災直後、平第
三中学校に行ってから、先生として考
え方を変化せざるを得なかった点は
ありますか。

菅野　基本的には変わらないと思い
ますが、「その場その場に合わせなく
ては」というのはありますね。やはり
どこか兼務というのもあって、気を遣
うところがありました。普通だったら、
楢葉だったら、「こうだよね、じゃあ

こうしましょう」と、お互い声を掛
けあってできたことが、なかなかで
きなかったですね。

ー子ども達への接し方の面は、
何か変化はありましたか？

菅野　接し方は、今までと変わりな
かったと思います。ただ、心が病ん
でいる子には、その子に合った対応
をしなければならなかったですね。
馴染めなかったり、ちょっと具合が
悪くなったり、家庭の中で問題があっ
たりするときは、家に行ったり、話
を聞いたり。それから時々、親御さ
んが「違う学校に行っていたんです
けど……こういうわけで部活が合わ
なくて……」と 言った、相談もあり
ました。だから、震災後には、保護
者との繋がりももっと深くなったよう
な気がします。
　保護者も不安だし、どうしていい
かわからない。他の中学校に行って
も、そこであまり聞けないことなどを、　
私達に頼ってくれたのだと思います。
　そういった状況の中で、子ども達
にもいろいろな葛藤があって、なか
なか自分を出せなかった子もいま
したね。

ーそして平第三中学校で一年間
の兼務をしたあとは、再開した仮
校舎での勤務になったのですね。

私達はそこで一室を借りて、事務手
続き等を行いました。

ー事務作業がかなり膨大だった
のですね。

菅野　はい。そしてその合間に、先
生達何人かでグループを組んで、近
くの県内の学校に移った子ども達の
ところに行きました。いわき市立平第
一中、二中、三中に移った子は多かっ
たんですが、私はその 3 校と小名浜、
江名を訪問して、子ども達の様子を把
握するといったこともしました。

ー 2010 年度時点で、楢 葉中学
校の人数はどのくらいでしたか？

菅野　全学年で 300人くらいはい
ましたね。その子達が移った先で一
番多かったのは、いわき地区だった
と思います。楢葉町の避難先である
会津美里に移ったのは、20 人くら
いでしょうか。他には、親の実家と

ました。双葉郡の教員は 7人くらい
お世話になりました。

ー菅野先生は、平第三中学校も
含めたいわき地区の学校で「心の
ケア」のサポートをされていたと聞
いています。具体的にどのようなこ
とをされていましたか？

菅野　子ども達の中には「ここでは
やっていけない」というか、コミュニ
ケーションが取れなくなってしまっ
た子もいたんですね。疎外感でもな
いですけれど、いろいろな意味で「馴
染めない」というのがあったんだと
思います。そうすると、学校行きた
くないとか、親と喧嘩したとか、具
合が悪いとか。（そういう子達ばか
りではないのですが）そういう子達
を中心に……「寄り添う」という感

生徒に寄り添う「 心 のケア」
では、まず 静 かにその子 の
話を聞くこと

楢葉町
菅野知加子 先生

仮校舎での学校再開
「感謝やボランティアの精神
を身につけ、人として変わっ
ていったことは間違いない」
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すよ。総合学習の時間でやっても、
「もともと子ども達の中にないこと
を教える」ということは時間がかか
るし、やっぱりそういうことは「経
験の中でわかってくる」ことが多い
ですよね。ただ、時間はかかっても、
それを伝えることは大事だと思って
います。
　特に伝えたいなと思うのは、私
の場合、「こういうことがあって、い
ろいろな人の協力があって、今があ
るよ」ということです。そして、例
えば他の地域で同じようなことが
あったら、（自分達には経験がない
かもしれないけれど）、その人達に
寄り添うような気持ちを持ってほし
いなと思います。
　ただ、これはなかなか難しくて。
子ども達に話したり、指導してい
る中でも伝わっていないなというの
が分かるんです（笑）。これをまる
で自分事のようにして、子ども達に
理解させるためには、ものすごい
時間と労力が必要なんだなという
のが、わかりました。

ー卒業後でもやりとりをする関係
は素敵ですよね。そういった避難先
の生徒さんとのやりとりや、ご自身
の避難の経験も踏まえ、教員として
先生が得たものは、どんなことでしょ
うか。

菅野　ありきたりかもしれないですけ
ど、「絆」の ようなものは、得たもの
に入るのかなと思います。保護者、
生徒、教職員、同僚もそうですけれ
ど、そういった人達との絆。

ー入学してくる生徒達の中で、世
代的に震災の実体験がなくなってく
ると、先生の「語り」を聞いてもピ
ンとこないとか、映像を見てもピン
とこないということがあると思いま
す。そういう部分は今後、どうして
いこうと考えていますか。

菅野　そこはとても悩むところなんで

ーでは、ご自身が考えられている
震災の経験というものを、これから
の先生方に向けて伝えたい部分は、
どういったものでしょうか？

菅野　やはり現 実、あったことを
そのまま子ども達に伝えて欲しい
なということが一つ。もう一つは、
相手に伝える大事さや、子どもが
子どもなりに考えることの大 切さ
を、 子ども達に伝えていってほし
いです。なかなか難しいかもしれ
ませんが、震災ではいろいろな心
の変化がありますから、生徒の気
持ちを考え、対応できる先生方の
力があるといいのかなと思います。

2021年7月28日
（ 聞き手／久保田彩乃、千葉偉才也）

菅野 　はい。2012 年の4月に い わ
き市常盤西郷町でコンピューターカ
レッジの建物を借りて、「楢葉中学
校仮校舎」として学校が再開しまし
た。ただ、同じ建物の中に小学校
も入ったので、とても狭かったです。
　4 月当初は 1 年生が 10 人いな
かったかなという人数で、2 年生が
6 人、3 年が 9 人だったと思います。
でも 3 年生に関しては、「どうしても
楢葉中で卒業したい」と言った子達
が帰ってきて、24 人に増えました。
本当は 4 月に修学旅行を 9 人で計
画していたんですが、2 学期に戻っ
てくる子達がたくさんいると知ってか
ら 9 月に変更しました。それで9 月
の暑い中、24人で京都に行きました。

ー震災の状況から、少し離れら
れたような気持ちでしたか？

菅野　状況はだいぶ変わりましたが、
震災から 10 年が過ぎた今でも、あ
の時の記憶は鮮明に覚えています。
その当時は辛い面が多かったです
が、生徒達と接している時が本当に

楽しかったです。あの子達は、仮校
舎をお返しする 12 月、私や担任が
何か言ったわけではないのに、1 人
が突然号令をかけまして。3 年生だ
けがバッと並んだんですね。その仮
校舎に向かって「今までお世話にな
りました。ありがとうございまし
た」って何回も言うんです。「震災
前だったら絶 対ない言 葉だよね」
と思いました。感謝の言葉とか思
いやり、そういう大 切なものがこ
の子達の中に身についたんだなあ
と感じました。

ー そ の 後 は 2013 年 1 月、 い
わき市中央台の仮設校舎に移り、
2015 年 9 月に楢葉町が避難指示
の解除を行ったのですね。

菅野　はい。子ども達は、仮設校
舎に行っても奉仕の心とかそうい
うのもしっかり身につきました。お
互いに認め合うこともできるように
なりましたし、震災があって、気持
ちの面でいい方向に変わっていった
とも感じました。中学生のそういう

時期に震災に遭って、感謝とかボラン
ティアの精神とか、そういう「人として
変わっていった」ことは間違いないで
すね。

ー菅野先生は、仮校舎や仮設校舎
に移った後も、平第三中学校以外に
避難した子達と、連 絡 はとり続けて
いましたか？

菅野　やりとりはありました。なかな
か直接会いには行けなかったのです
が、東京に行ったついでではないで
すけれど、「そういえばここに避難し
ていたな」と思って連絡をして会った
り。本人に加えて、ご両親とおじい
ちゃんおばあちゃんとも会って、心配
なことを聞いたり。
　また、遠くにいってしまった子に限
らず、子ども達が卒業して専門学校
生や大学生となった今でも、やりとり
をすることがあります。

 「もともと子ども達の中にな
いこと」を教える難しさ

楢葉町
菅野知加子 先生
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ーまずは震災当時の 2011年 3
月 11 日、ご自身がどこで何をして
いたか教えてください。

鈴木　私は当時、富岡第一小学校で

5 年生を担任していました。地震が
発生した午後 2 時 46 分の時点では
クラスで帰りの会をやっていて、ちょ
うど「さようなら」をしたところでし
た。子ども達何人かが教室を出ていっ
て、その時に大きな地震が起こりま
した。子ども達を急いで呼び戻して、
教室で机の下に潜らせて、4 ～ 5 分
ですかね、あの揺れを耐えさせたと
いうか。子ども達はもう、その時点
で無言でした。やっぱり怖さがだい

震災時、富岡町立富岡第一小学校 5 年生の担任だった鈴木博先生。鈴木先生は 2021
年 8 月の辞令を受け、仮設の校舎となる富岡町立小学校三春校の立ち上げを任されました。
他の先生方と共に、「ここが本当に学校になるの？」という場所を学校に作り上げていく過程
で、「これから先も経験できないような一体感」を、先生方の中に感じたといいます。その一
体感が原動力となり、三春校では、先生と子ども達のやりたいことを次 と々実現させていき
ました。当時の学びを、いま管理職として若い世代にどう伝えていくか。三春校の閉鎖・解
体日が半年後に迫る秋、鈴木先生に伺いました。

楢葉町出身、中学校教頭。
2011 年 3 月の震災発生
時は富岡町立富岡第一小
学校に勤務。2021年度
インタビュー時は、富岡
町立富岡第一中学校勤
務。趣味はスポーツ観戦。
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ぶあったんだろうなと思います。
その時の揺れの中で一番覚えている
のは、まず教卓の脚が折れたこと。
それから、その当時はテレビが上の
方に置いてありましたので、テレビを
押さえていたのですが、それ押さえ
きれなくなったことです。校舎の 3 階
にいたので、街並みも良く見えました。
瓦が落ちたり、あとは埃が舞い上がっ
たりと、そういった光景を見たこと
もよく覚えています。
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町
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町

3.11から10年

--- 福島県双葉郡の先生へのインタビュー

富岡町は浜通り地方の中部に位置し、楢葉町、川
内村、大熊町に隣接している。福島第二原子力発
電所は、富岡町と楢葉町にまたいで立地している。
2011 年 3 月時には 15960人が暮らし、町内に富
岡第一小学校、富岡第二小学校、富岡第一中学校、
富岡第二中学校が立地していた。震災と原発事故
以降は、郡山市などへの避難を経て、2011年 9 月
に避難先の三春町にて小中学校が再開した。2018
年 4 月から町内での教育活動が再開したが、三春
町での教育活動も継続した。2022 年 3 月に小中
学校すべてを閉校し、2022 年 4 月から新たに富
岡小中学校が開校。2022 年 2 月時の住民登録者
数は 12023人、町内居住者数は1833人。
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原発避難と聞いても、
当時は「 避 難しても、すぐ
戻 れるんだろうな」という
感覚だった
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　実際には、私は川内まで行くこと
ができませんでした。自分の車があっ
たので、それを運転していましたが、
大渋滞で断念。それで実家に戻って
自分の親を車に乗せ、翌日、平田村
の道の駅にちょうどいた時です。原
発爆発の映像を、車の中で見ました。
そのまま郡山までたどり着きました
が、親も高齢なので、「どこかにホテ
ルはないか」ということで探していた
時、ビッグパレットの近くのルートイ
ンに泊めてもらうことができました。
そこから、今度は親戚が多い栃木県
の宇都宮に行って、アパートを借り
て。何日かは、そこから郡山に通う
生活をしました。

ー郡山に通ったのは、どういった
目的ですか？

鈴木　通い始めたきっかけは、3 月
31 日にビッグパレットに集まるように
という教育長からの指示でした。集
まった上で、今後、どうしていくか。
散り散りになった子ども達への連絡、
指導要録などを送らなくてはいけない
のでその準備、そしてその作業をどこ
でやるか、といったことに対応してい
くためです。
　その本拠地は安積行政センターに
なったのですが、「アパートをこの周
辺にすぐに借りて下さい」と言われて
も、その時にはそれが非常に難しくて。
不動産屋さんがどこにあるかすら知ら
ない土地で、すぐにアパートを探すこ
とが私には困難でした。そこで、郡
山から通うことにしたのです。

ーその後、先生は、学校の対応
の中で何を担当しましたか？

鈴木　まず、自分のクラスの子達が
「どこに避難した」という情報を電話
連絡で得てから、避難先の学校に児
童個々人の指導要録を送るという作
業でした。ただ、送り先の学校の住
所が分からないので、先生方で手分
けして、インターネットカフェに行き、
住所を検索。それを行政センターに
持ち帰り、そこから発送するというこ
とを、4 月の段階で多分 10 日ぐらい
やったのではないかと思います。

ークラスの分というと、20 何人分
ですか？

鈴木　そうですね。ただ、先生方も
数がいましたので、それぞれ役割を
分担して行いました。
　指導要録を送る作業以外にも、子
ども達の様子を見に行ったりもしま
した。ビッグパレットふくしまにも子
ども達が多く避難していて、その子
達は安積第一小、第二小、永盛小
学校に行くことになっていたので、朝、
ビッグパレットから子ども達を小学校
まで連れていって、授業なんかちょっ
と見るということもありました。
　その他には、ビッグパレットで支援
物資の仕分けなどを行うこともありま
した。それを大体 10 日ぐらい行っ
た後、今度は「兼務辞令」が出ました。
私は昔の岩瀬村、今の須賀川市にあ
る白方小学校で、5 月から 8 月まで

「兼務」という形で勤務しました。

ー兼務のときは、どのようなお仕
事をされていましたか？

鈴木　主に TT（チームティーチング）
を行っていました。そのクラスには富
岡出身の子が 2 人いまして、私も算
数の TT で入ったりして。自分の担当
学年ではなく、4 年生と 2 年生の女
子児童 2 人でしたけども、いきなりの
転校ということもあって、緊張はもち
ろん感じました。なかなかなじめない
というか、顔がこわばっていて。その
点は、お父さんとも話はしたのですが。
また、TT にあたって不足しているもの
があれば、その都度ビッグパレットに
取りに行くという形を取っていました。

ー指導の仕方や声の掛け方など、
意識されたことありましたか？

鈴木　いやそれが、なかなか声が掛
けられなくて。まったく知らないとこ
ろに行くというのは、なじむまではな
かなか難しいですよね。教員である
自分もそうでしたから。まったく知ら
ないところに行って、知らない先生方
と一緒に仕事するわけですから、な
じむまでは相当時間かかるだろうな
と自分でも感じていました。
　一方、白方小の教頭先生、校長先
生が協力的で、「先生方で会いに行っ
てきな」というお声掛けをいただき、
散り散りになった自分の元クラスの子
ども達のところに会いに行ったり、そ
の子達の学校を訪問する機会もいた
だきました。それで行ってみると、保
護者の方の中にも、会った瞬間に泣
いてしまう方が結構いらっしゃって。

「やっぱり知っている人に会うと、ほっ
とするのかな」なんて思っていました。

ー先生ご自身としても、「なじむの
が大変だった」というお話でしたが、

散り散りになった子ども達 へ
の連絡から始まった新年度

　その後、3 階から校庭に避難するた
めに、「子ども達にとって、どのルー
トを通るのが安全なのか」という判
断が必要でした。防火シャッターが
全部下りていましたので、そのルート
を探しに行って。ただ、下駄箱も全
て倒れている状態だったので、3 クラ
スの先生と話し合いをしてなんとか子
ども達を避難させましたが、校庭に
出るまで 15 ～ 20 分かかりました。
最初の地震から、その後の地震でも
だいぶ揺れていたので、相当な時間
をかけて校庭に避難しました。

ー当時、鈴木先生のクラスの子ど
も達は、何人でしたか？

鈴木　27名です。全校生徒で 400
人ちょっといましたので、比較的大規
模な学校でした。

ー学校から海まで、直線距離でど
のくらいだったのでしょうか。津波
の心配はしましたか？

鈴木　直線距離で、どのぐらいでしょ
うか……。1 キロくらいかなと思いま
す。しかしその時点では、津波の心
配など全く頭になかったですね。津
波に関しては、その数日前に「津波
何センチ」という注意報が出たんで
す。そのときも、20 センチか 30 セ
ンチ。だから、やはりそういう経験を
していないと、いざという時に頭の中
には浮かばないんだなということは、
その後分かりました。

ーではその時、津波が来るという
情報はどこで得たのでしょうか？

鈴木　いや、まったく情報はありま
せんでした。校長先生の指示の下、

「もう避難するよ」ということで、避
難が始まったので。それで、警察署
の脇を通り、今村病院の前、役場の
前を通って、最終的にスポーツセン
ター、体育館に避難をしました。

ー鈴木先生ご自身のご自宅の状
況については、どのように知りまし
たか？

鈴木　その頃は、大熊にアパートを
借りていました。揺れの後、私はま
ずスポーツセンターに子ども達と避
難したのですが、実はスポーツセン
ターの体育館には入れませんでし
た。それで、そこから脇にあるテニ
スコートに避難しましたが、そこも
寒かったため、今度は富岡第二中
学校の体育館に子ども達とバスで移
動しました。
　富岡第二中に着いて、先生方から

「荷物を取ってきて」と頼まれて外
に出たのですが、橋に通り掛かった
時、今までに見たことのない光景が
ありました。横たわった車が何十台
とあって、私はそれを少しぼうっとし
て見ていたんです。そしたら警察官
に、「何人死んでると思ってんだ！」
と怒られて、慌てて学校まで走った
ことを鮮明に覚えています。
　その後、自分の車で富岡第二中に
行って、夜 11 時頃に学年主任の先
生から「先生方も、とりあえず帰って」
と言われ、自宅に戻りました。もち
ろん、もう道も真っ暗でした。
　帰宅して嫁さんを車に乗せて、楢
葉にある嫁の実家まで連れて行こう
としたのですが、ガソリンの残りがほ
とんどありませんでした。それで、ど

うしようかなと思っている時に、夜の
森で 1 軒だけ空いていたので、手巻
きで入れてもらいました。後のことを
考えると、そこで満タンにできたのが
非常に大きかったです。
　楢葉の実家に嫁さんを送り届け
て、2 ～ 3 時 間 そこで 過 ごして、
ジャージーとサンダルしかないよう
な状態でまた富岡第二中に戻りまし
たが、すぐに原発避難という形にな
りました。ですから、自宅に戻れた
のはその後、5 月か6月の一時帰宅
の時にようやくでした。

ーどのような情報を得て、原発避
難をすることになったのですか？

鈴木　富岡第二中の体育館にいる
時に、避難している方々が動き出し
たんです。「あれ、何だろう」と思っ
ていたら、その後に放送が入りまし
た。「原発避難になります」と。そ
こで初めて知りました。

ーその放送を聞いて、どのような
ことを考えましたか？

鈴木　今では事故の大きさというも
のが分かりますけれど、当時は「爆
発する」なんていうことは、全く想像
できませんでした。ですから、「避難
してもすぐ戻れるんだろうな」という
ような感覚でした。それでほとんど
何も持たずに、避難しました。
　また、子ども達の中には、その時点
で家族の迎えが来ていない子が数
名いました。それでどこにも帰せな
かったので、他の先生方何人かと
一緒に川内村の避難所に避難しま
した。

富岡町
鈴木 博 先 生
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兼務先の白方小で勤務をしている
時、どんなことを考え、何を大事に
していましたか？

鈴木　生活のことを考えると、まず一
つはもう「夢中」ですよね。仕 事の
方も、今思い返すと、何でしょう。
もう、 頭が空白だったような、そん
なに考えられないような状態だった
んじゃないかなと思います。とりあ
えず、流されるままにいたような気
がします。

ーそういったことを、一緒に避難
をしてきた方や、同郷の先生方と話
すような機会はありましたか？

鈴木　教頭先生は、先生方が散り散
りになった学校をいろいろと回られて
いましたけれど、あとは他の先生方
とはそんなに話していないですね。そ
のとき目の前にあったことに、精一杯
だったんじゃないでしょうか。

う、教育課程になくても、どんどん
入れられる。支援者の方にも、どん
どん入っていただいて。普通の学校
では、経験できないですよね。だから、
子ども達に俳句か何かを書かせたと
きにも私的に感じたことですが、「震
災は辛かったけれど、逆に震災があっ
たからこそ学べた」というものが、子
ども達にあったのかなと思います。

ー三春校が立ち上がって、先生
は最初に担任を持たれましたか？

鈴木　6 年生の担任をしていました。
震災時に 5 年生を持っていて、三春
校で 6 年生を持ったので、一緒の子
ども達は持ち上がりのような感覚で
すね。9 月の開始の時点では 3 人で
したが、卒業する時には 13 人にな
りました。
　9 月の最初の頃は、「やっぱり震災
のことに、あんまり触れられないのか
な」と思っていました。というのも、
報道でもだいぶ放射線に関しての話
が出ていましたから。「子どものケア
をしっかりやりなさいよ」ということも
文科省から出ていたので、なかなかそ
の辺のデリケートな部分は、触っては
いけないものだと思っていました。
　でも、その先ほどお話しした俳句
を書かせた時に、子ども達はきちん
と、自分の気持ちを吐き出せたんで
すよね。ちゃんと、書けていた。だか
ら、「あ、これもうちょっといろんな話
してもいいのかな」と、その時に気付
かされて。それから、一時帰宅の話
をしたり、富岡での小学校の昔の話
とか、子ども達からもそういう話を聞
くことができるようになりました。あ
の俳句が、本当に子ども達と繋いでく
れたというか。こちらが勉強になった

というか。学んだこともあったんだな
ということが、よく分かりました。

ー印象に残っている俳句は、あり
ますか？

鈴木　その俳句は、最後の一文が、
「恵んでくれてありがとう」でした。
食事に関して、そういう気持ちを持て
ることは、なかなかないですよね。そ
の子も、なかなか「ありがとう」とい
うことを言う子ではなかった。その子
がそういう言葉を書いていたので、食
事や日常の大切さとか、そういうもの
を多分あの子ども達は学んだ・感じ
たんだろうなと思いました。

ー 3 月で卒業させて、翌 2012
年度、三春校での初めての入学式な
ど、また新たな経験があったと思い
ます。先生はどのように、2012 年
度を過ごされましたか？

鈴木　2012 年度からは教務主任
になったので、いろんな人と会うこ
とができて、楽しかったですね。い
ろんな支援される方々と打ち合わせ
をしたり、会うことができて、自分
自身も変わったと言いますか。すご
く、コミュニケーションを図れるよう
になったというか。そして、「先生方
が楽しくないと、子ども達も楽しく
ないだろうな」と思い、教務主任に
なって色々な行事を入れていたとい
う記憶があります。
　実際に、今の中学 3 年の 3 人を
見ていただけると、よく分かるんです。
あの子ども達は、話すこともできるよ
うになっています。コミュニケーショ
ンを取ることもできているのは多分、

体験学習を多く取り入れたからだとは
思うんです。その中で、こちらで意識的
にやったのは、「必ず振り返りをさせる」、

「お礼を言う」。これからはそこがすご
く大事になるかなと思っていたので、も
う一人の教務主任だった武内先生と話
し合いをして、そういうことをどんどん
取り入れていきました。

ー先生ご自身の子ども達との接し方
や、教員としての考え方について、震
災前と後で大きく変わった点は何で
しょうか？

鈴木　あまり怒らなくなったのが、一
番ですかね。許容範囲が広がったとい
うか。震災前はきっちりやるタイプで
したが、かなり臨機応変に動くように
なったと思います。やはり震災後の、
あの三春校の子ども達の実情を考えれ
ば、その方が絶対にあっているんだと
いうところですよね。
　また三春校の立ち上げは、格好良く
言えば、私にとってはかけがえのないも
のでした。いや、もちろん、もうやりた
くはないですよ。でも、多分、「先生方
と考えながら進めていく、ゼロから立ち
上げていく」というあの経験は、「一生
に一回しかできないことだったのかな」
と思います。
　先生方を一体にさせればすごい力が
出る、ということをあの時にすごく感じ
ましたので、今は、管理職としてそれ
が今後もしていけるのかというのが、課
題ですね。

これから先も経験できないよ
うな「一 体感」が先生方の中
にあった、特別な一年間　

ーその後、先生には「新しく立ち
上げになる三春校」にという辞令が
あり、まずは曙ブレーキを見に行く
ところから始まるんですよね。約 1 ヵ
月弱で、元々学校でもない、ぼろぼ
ろの曙ブレーキの事務棟を、一歩ず
つ学校にしていったお話を聞かせて
ください。

鈴木　元富岡町立富岡第一、第二
小中学校の先生方が集まったよう
な形で、曙ブレーキまで、みんなで
バスに乗って行ったのを覚えていま
す。「えっ、ここ？ ここが学校になる
の？」というのが第一印象でした。
でも、2011 年 9 月から始まった、
あの一年間。あの一年間は、多分こ
れから先も経験できないような「一
体感」が先生方にあったかなって思
います。同じ経験をして、自分達が
受け持った子ども達も同じ経験をし
ていて。その先生方が集まって、「よ

しやるぞ！」ではないですけれど、そ
んな言葉はないですけど、そういう
雰囲気や一体感が、ものすごくあり
ました。ゼロから立ち上げる経験っ
て、多分そんなにないですよね、教
員をやっていても。
　それから、一時帰宅のときには、
先生方もカレンダーに丸付けて、「こ
こ、いないからね」と言い合える雰
囲気がありました。誰か境遇の違う
先生がそこにいれば、そんな話はで
きないわけです。先生方がみんな同
じ境遇なので、気を遣わず、「一時
帰宅、どうだった？」などという話が
できたことも、先生方の中に一体感
が生まれた一因なんじゃないかと思
いますね。それが、やりたいことがま
たできるということにも繋がっていき
ます。

ーやりたいことというのは、具体的
にどんなことですか？

鈴木　例えば、子ども達が「修学旅
行、行ってないよ」となったら、「じゃぁ
修学旅行、行こうよ」となります。も

三春校の立ち上げが 熱量の
原点 　
今、管理職として思うこと

富岡町
鈴木 博 先 生
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を前もって話しておくとか、そうい
う臨機応変さが必要なのかなと思い
ます。そうでないと、守れる命も守
れない。何が一番大事かと言えば、
それは命だということですね。

ー震災後の初期、三春校立ち上
げの時期と、その頃からの2 年間と
で、子ども達の変化を感じることは
ありましたか？

鈴木　表情が明るくなっていきまし
たね。学校に慣れてきたというのも
ありますし、自分達の本来の居場
所とは異なると感じるような不安も
あったでしょう。4 月からその 8 月
までの間に、子ども達はまったく知
らないところで、学校に行っていた
わけですよね。まったく知らないとこ
ろ、知らない先生のところで。そう
いうものが、仮設校舎ができて、徐々
に軽減していったんです。
　三春校に来た子ども達は、やはり
慣れたところにいたい、慣れた先生
に会いたい、教えてもらいたいという
子がほとんどでしたので、表情が変
わっていきました。保護者の方も同
じです。知っている人がいるのといな
いのではやはり違ったのだなと思い
ます。もしかすると、保護者の方が、
その傾向は強いかもしれません。

ー仮設の校舎の必要性について、
改めて先生はどう思われますか？　
災害が起きて、避難先で自治体が仮
設の校舎を作るのが一般的だと思う
のですが、実体験を通じてのお考え
を聞かせて下さい。

鈴木　そうですね、やはり適応できな

ー当時の経験が、今の教頭先生とし
ての立場にも生かされているというわ
けですね。一方で、富岡小も含め、若
い先生達の中には震災の経験がほとん
どないという先生も増えてくると思いま
す。そういった先生方には、何を伝え
ていきたいですか？

鈴木　これも、難しい課題ですよね。
例えば自分自身に置き換えて考えた時、
神戸で地震があった時にはテレビで見
ているだけで、やはり他人事でしたよ
ね。分からない世代にそれをどう伝え
るか。経験していないことをどう伝える
のかというのは、大きな課題だと思って
います。
　昔の資料を使って話しても、やはり
講義形式でしかない。そこをどう伝えて
いくか。でも、先生方に伝えなければ、
子ども達には伝わらないので、なかな
か難しい課題だと思います。

ー先生が一番伝えたいことは、何
でしょうか？

鈴木　「自分の命は自分で守れるよう
にする」というところですかね。あとは、
臨機応変さ。避難訓練をやっていて
も、実際には経路通りに避難できな
い。経路通りに進めなかった時、どう
するのか。避難経路に拘らないという
訓練も、これからの先生方には必要
かなと思います。
　だから例えば、火災からの避難訓
練をする時には、普通は設定して案
を出して、職員会議で話をするんです
よね、ここから火が出るので、こう逃
げてくださいと。それをなくしてしまう
とか。不意打ちで「×× から出火した
ので、逃げて下さい」となった時、じゃ
あ先生方はどう逃げるのかなと。それ

い子どもはどうしても出てくると思いま
すので、その子達の受け皿としては必
要じゃないかなと思います。

ー仮設の校舎には、「いつまで設
置しておくか」という問題が付きま
といます。三春校は今回、2021 年
度末で閉校になりますが、双葉や大
熊、自治体によって異なると思いま
す。先生は、どのくらいの期間を目
途にというお考えはありますか？

鈴木　難しいですよね。まぁ、実態
に応じて、としか言えないのかな。大
熊さんあたりも、最初はものすごく人
数がいましたよね、100 何人いたの
で。それが、今は 2、3 人になってき
ています。その実態はやはり考えて、
行政がどこかで区切りをつけるしかな
いんじゃないかと思います。

2021年10 月7日
（ 聞き手／久保田彩乃、千葉偉才也）

ーまずは 2011 年 3 月 11 日に所
属していた学校と、当日何をしていた
かについて教えてください。

小野　当時は富岡第一中学校で 3
年生の副担任をしていて、音楽と家

庭科を教えていました。地震が起き
たのは、卒業式が終わって、職員室
で昼食を食べ終えた時でした。本当
は、その日の午後 3 時半頃には帰り
たかったのですが、地震が起きてそう
いう状況ではなくなってしまいました。
　地震が起きてしばらくは、机の下
に潜っていました。揺れが大きく、
本などがものすごく散乱しました。
　揺れがおさまった時に、とりあえ
ず校庭に避難しました。地震前から

小野美佳子先生は震災時、富岡第一中学校 3 年生の副担任でした。津波から逃げるよう
指示を受けた後、他の先生達と一緒に、近隣の幼稚園の子ども達の手を引いて丘へ避難。
その後、家族と合流できた先生は、入院中の父親といわきで再会を果たします。私生活も
落ち着かない中、三春町の桜中学校での兼務も始まりましたが、それも 1 週間程で終了。
そこには兼務として勤める側、受け入れる側の難しさがありました。仮設校舎・三春校の再
開にあたっては、あの時が一番充実していたと振り返る先生に、少人数教育の難しさについ
ても、語っていただきました。

家 族とともに避 難を重 ね、
三春からいわき、那須、
宇都宮へ

双葉町出身、中学校教
諭。教科は音楽。2011
年 3 月の震災発生時は富
岡町立富岡第一中学校に
勤務。2021 年度インタ
ビュー時は、広野町立広
野中学校勤務。特技は茶
道と書道。

小
野
美
佳
子
先
生

お
の
・
み
か
こ

野球部が校庭で練習をしていました。
その中にラジオを持っている生徒が
いて「今の地震は震度 6 強みたいで
す」と話していました。校舎に戻っ
た直後、教育委員会から電話が来て、

「津波が来るかもしれない。中学校
の隣にある幼稚園の子ども達がまだ
残っているから、その子ども達を連
れて、近くにある高台に避難するよ
うに」と言われました。それで、幼
稚園の子ども達の手を一人ずつ引い

富
岡
町

富岡町
鈴木 博 先 生
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にありがたいと思いました。その後
は、母を探して、双葉町役場、双葉
中学校、双葉北小学校、それから
厚生病院の近くのヘルスケアなど、
色々な場所に行きました。結局、母
は避難所をめぐりめぐって双中にい
ましたので、そこで会えました。余震
が続いていたので、その日の夜は双
中の校舎や車の中で過ごしました。

ー中学校の体育館は、満員だった
のですか？

小野　いえ。体育館ではなく、避難
されてきた人は校舎にいらっしゃい
ました。翌朝 7 時頃には、「皆さん、
校舎内に避難してください」という
校内放送がありました。その時には、
既に防護服を着た人が 6、7 人、中
学校に来ていました。そしてそこから
30 分もしない間に、「原発が危な
いので、西の方に避難してください。
ここにいらっしゃる方は、三春方面
に行ってください」と言われました。
それでいち早く、私は自分の車で三
春方面に出発しました。
　三春に行くまでは国道 288 号
線 を 通 って 行 きました が、大 熊
町と都 路 村 の 境 辺りにすでにバ
スが十 数 台も待 機していました。
きっとそのバスで 大 熊 町 の 人 達
は 一 斉 に 避 難 をしたのだと思 い
ます。 双 葉 町 は 避 難 所ごとに行
き先は別だったみたいです。

ー先生が三春に着いたのは、何時
頃でしたか？

小野　大体、午前 10 時頃でした。
途中、案内の人から三春町交流館に

避難してくださいとのことでしたので、
そこを目指して行ったのですが、まだ
そんなに人も到着していない状態で
した。テレビのニュースでは「原発
が危ないです」「3 キロ圏内の人は
避難してください」「5 キロ圏内の人
は避難してください」というような話
が出ていた頃でした。
　その交流館で、偶然にも、教え子
のお父さんで東電関係の仕事をして
いる方に会いました。第 1 回目の爆
発はお昼前だったような気がします
が、テレビで爆発したのを見て、「こ
れはまずい。トリチウムが出たら大変
だ」と言っていました。それで、「こ
こは、大丈夫ですかね」と聞いたら、

「風が福島方面の方に吹いているか
ら、多分三春は大丈夫だろう」と言っ
たので、少し安心しました。その間
に買い出しに行ったり、少し休んだり
しながら、偶然にも教え子達にも会っ
て、「大丈夫だった？」と無事を確認
し合いました。
　結局、三春にはその翌日の 13 日
までしかいませんでした。いわきの
病院に入院している父親が心配だっ
たので、その日の朝に郡山市に出て、
国道 49 号線を通りいわき市に向か
いました。
　父が入院しているいわき市立共立
病院に着いた時には、面会が制限さ
れていたのですが、１家族２名まで
面会可能ということで父親に会うこと
ができました。その後は父の妹であ
る叔母の家に、2、3 日程お世話に
なりました。ところが、2 回目の爆発
があり、いとこも心配し始めて、14
日か 15 日には「もうここにはいられ
ない」という話になり、最終的には
栃木県の那須市に避難しました。那
須では 2 日間、旅館に泊まっていま
したが、その旅館にもいわきの人達

が避難してくるようになりました。
　一方、入院していた父親は、「歩
ける人は退院してください」と言わ
れ、病院から宛名のない紹介状を渡
され途方に暮れていましたが、運よ
く私の弟が住んでいる静岡県のがん
センターで受け入れてもらうことにな
りました。病院近くに住んでいた叔
父に車で父親を那須まで送ってもら
い、15 日頃には新幹線も那須から
通るようになったので、父親と母親
は新幹線で那須塩原駅から静岡に向
かいました。私は叔母達と宇都宮の
アパートを借りることになりました。

ー避難している間は、学校とは連
絡を取っていましたか？

小野　いえ。その時は、取れなかっ
たのです。そのため「小野先生は死
んだんじゃないか」という噂になった
ようです。実は地震前にちょうど携帯
電話からスマホに変えたばかりだった
のですが、当時スマホの電源がなか
なか手に入らず大変でした。携帯電
話の電源は、結構どこの避難所に
行ってもあったのですが、スマホの
電源を見つけるまでには 3 日くらい
かかりました。結局、大田原市のド
コモショップまで行ってやっと充電で
きました。そしてようやく学校にも連
絡できました。それまで、自分のこと
で精一杯でした。

ーでは年度内は、そういった形で
避難をしながら、ご自身の生活を整

私生活の建て直しで
精一杯な中、学校再開へ

て、高台に避難しました。

ー高台に幼稚園の子達と一緒に
避難をして、その後、実際に津波
が来たのですね。

小野　海がきらきらと光りました。
「 津 波 が 来る」と思っていたら、
第 1 波 が 来 ました。 第 1 波 は、
大きな波という感じではなかった
のですが、町の中まで波が押し寄
せてきました。 普 通 に散歩してい
るおじいちゃんがいて、丘の方から

「早く逃げて！」と、皆で声を掛け
たのを覚えています。
　幼稚園の子ども達の中には「怖い
よ怖いよ」と泣いてしまう子もいて、
先生が「大丈夫だよ」声をかけなが
ら、津波が見えない場所に子ども達
を連れて行っていました。

ーその後、先生はどういう行動を
しましたか？

小野　第 1 波が来て、それから第 2
波も来ました。富岡川の上流の方に
津波が上ってくるのも見えて、皆で
びっくりしていました。雪も降ってき
て、声も出ないという感じでした。そ
んな中、中学校から、「先生方、戻っ
てきてください」という教頭の放送が
あって校舎に戻りました。津波は学
校まではきていませんでしたが、学
校の100 メートル近くまで水に濡れ
ていました。
　校舎に戻った後は、学校が避難所
になるということで、その準備を始め
ました。北校舎の 3 階に避難所を作
ろうということだったので、水を運ん
だり毛布を運んだりして、避難所を

作りました。そして、職員室を掃除し
ていた時、小名浜から来ている先生が

「帰りたい」、「自宅が心配だ」と言っ
ていました。それで、「校長先生、こ
の後どうするか指示してください」と、
私が一人で校長に直談判に行きまし
た。私も自宅に母がいて、いわき市
の病院に入院中の父のことも心配で
したので、「早く帰してくれ」と。そ
して、校長から、「自宅が心配な人、
それから沿岸部に住んでいる人は、
もう帰っていいです。地元の人だけ
残ってください」と言われました。そ
れで、すぐに車に乗って学校を出まし
た。夕方 4 時を少し過ぎた頃でした。
　学校から自宅に向かう途中、ある
女子生徒の家の前で信号待ちをして
いたら、「小野先生」と声を掛けら
れたのです。驚きましたが「大丈夫？」
と聞いたら、「大丈夫です」と笑顔
で私の方に寄ってきてくれました。車
の中と外とで話をしているときに、ふ
とその子の後ろを見たら、家の中は
ひどい様子でした。まるで、戦争の
後のような感じで、その子の笑顔だ
けが今でも印象に残っています。そ
の子と別れた後に双葉町の自宅へ向
かいましたが、普段は 20 分の帰路
に、4、5 時間はかかりました。帰
宅したのは夜の 9 時頃でした。

ーかなりの遠回りを余儀なくさ
れたのでしょうか？

小野　途中の国道が、大熊町の原
発の入口付近ですでに閉鎖されてい
ました。それで、大熊町から双葉町
に続く旧国道と呼ばれる道路を通っ
ていったのですが、全く動きませんで
した。その間も余震が頻繁に続いて
いましたし、これはもういつ着くか分

からないなと思いましたので、今度
は旧国道から双葉町細谷の工業団
地前を通って、海側の方に続く道に
行きました。そちらの道は途中、地
割れで半分通れないような所もあっ
たのですが、何とかそこから双葉町
役場の方に出ることができて、ようや
く自宅にたどり着きました。
　ただ、自宅にはたどり着きました
が、町は停電で真っ暗でした。そして、
地震のせいで家の玄関のドアが開か
なくなっていました。一階の窓も、ど
こも鍵が開かなくて。家の中で飼って
いた犬がワンワン吠えていました。そ
れから、母親の姿が見えなかったの
で、どこかに避難したのだろうと思い、
とりあえず双葉町役場に行きました。
役場では近所の知り合いの方も避難
してきていました。ちょうど町長が会
議で来ていた人達をどのように帰すか
という話をしていました。そんな様子
を見ていたら、そこに自衛隊の方がい
らっしゃいました。

ーその日のうちに、自衛隊が到着
していたのですね。

小野　そうです。もうすでに自衛隊
の方がいらっしゃって、すがるように、

「実は家のドアが開かなくて困って
います。どうにかなりませんか。」と
お願いしましたら、快諾していただ
き、5、6 人の方に来ていただいて、
2 階へ登ってたまたま鍵がかかって
いなかった窓から家の中に入ってい
ただきました。それで家の中から、
犬と、必要な物を出してもらいまし
た。後から聞いたら、自衛隊の郡山
駐屯地の方だったそうで、とても感
謝しています。「犬は苦手なんです」
と言いながらも対応してくれて本当

富岡町
小野美佳子先 生
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2 学年主任を担当しました。４月下
旬頃にドイツから招待があって、夏
休みにドイツへ 3 週間くらい行く機
会がありました。なぜその招待があっ
たのかというと、放射能に汚染され
ているであろう土地の子ども達が、
被爆を避けられるようにといった理由
のようでした。それで双葉郡の学校
に声が掛かったそうで、最終的に富
岡町で引き受けたようです。2 学年
と 3 学年の希望者約 20 名と引率教
諭 5 名で行きました。他の町も、色々
な国から招待を受けていたみたいで
す。それで外国に行った学校は多かっ
たです。視野を広げて、子ども達も
考えるものがあればいいのかなと思
いました。
　その後、私達がドイツに行った時
にお世話してくれたボランティアの学
生の人達が日本に来て、富岡の学校
を訪問してくれたこともありました。

ほっとしましたか？

小野　ほっとするというのはなかっ
たです。結局、あの校舎で「またこ
の先どうなるのかな」ということし
か考えられなかったです。色々な不
具合があって、給食がないという状
態もあったし、不便なことばかりで
したから。
　でも、そんな中でも一中だけで
はなくて二中の先生もいらっしゃっ
たし、 和 気あいあいとしていまし
た。かなり飲み会にも行きましたね

（笑）。先生方は皆、仕事に関して
は向かう方向が同じでしたし、本当
に必死でしたから、色々な場面で意
見を言い合ったりして「いや、こうじゃ
ないでしょ」、「ああでしょ」みたい
な感じもありましたが、振り返って
みれば、その時が一番充実していた
なと思います。

ー 2012 年度には、何か印象的
なことはありましたか？

小野　2012 年度は、持ち上がりで

ー最初の 2 年間で、避難している
子ども達と向き合ったり、つながり
を作っていくにあたって、何か意識
したことや気を付けたことはあります
か？

小野　今もそうですが、基本的には「そ
の子のことを、よく知る」ということで
しょうか。やはり子どもによって、特
質などそれぞれ持っているものが違い
ます。抱えている悩みや考えていること
も違います。特に、三春校に戻ってき
た子達は、転学先で失敗しているとい
うところが、一番大きかったです。避
難先で嫌な目に遭ったとか。だから、
そういったことをよく考えて接するとい
うことをスタンスとして指導を続けてき
ました。

ー震災前に比べ、先生の意識の中
で、その部分はかなり強まったとい
うことですか？

少人数教育は「お互いがお互
いを育てること」が難しい 

えることを優先していったということ
ですね。

小野　父親の入院、手術などもあり
ましたので、申し訳ないですけれども
私は家族の事を優先させてもらい、
宇都宮を出て、神奈川県相模原市の
叔母の家に１週間、その後静岡県沼
津市の市営住宅に避難し父親の手
術が終わるまで過ごしました。
　校長から「戻ってきてください」、

「富岡一中の先生方は、郡山市の
安積行政センターに集まってくださ
い」と連絡が来たのが、3 月 29 日
だったかと思います。その際に「こ
の学校に行くように」という指示が
あって、他の学校に「兼務」しました。
私は三春町にあった桜中学校に行き
ましたが、そこには富岡一中、二中
合わせて 10 人ほどの教員が兼務し
ました。桜中学校では、「何をして
もらっていいか分からない」という
ぐらい突然のことだったと思います。
結局は１週間程しかそこには勤務せ
ず、私は安積行政センターに戻りま
した。行政センターでの仕事は、生
徒の転学や指導要録、教科書関係
の書類を送付したり、卒業生が確
実に進学したか確認したりする作業
を行いました。

ーその安積行政センターでは、い
ま残っている富岡の子ども達の教育
をどうするかという話も、出始めてい
たのですか？

小野　出ていました。双葉郡の中で
も、早い学校は 4 月に再開しました
し、他の学校も徐々にそういう状況
になっていましたから。これからどう
するかを決めるから、先生方に集まっ

てほしいと言われ、「学校を再開し
た方がいいか、しない方がいいのか」
ということを、教育長から私達も聞
かれました。正直なところ、私として
は自分の心の状況がこんな状況でし
たので、「もう少し落ち着いてからに
してほしい」と思っていました。でも、
子どもがいなかったら町が復興しな
いということで、学校は早急に立ち
上げることに決まりました。

ー徐々に、仮校舎なり仮設校舎に
向けての話が、安積の行政センター
内で始まったということですね。

小野　はい。場所を探していたのは
教育委員会の方でしたが、最終的に
三春校舎に決まったのは、6 月頃だっ
たと思います。
　私のように行政センターに戻って
学校の事務的なことをする人もいま
した。そこでは、私は 9 月の学校再
開に向けて、7 月頃から意向調査と
いうか、「戻ってきますか、戻りませ
んか」という手紙を、生徒達に送っ
たりしていました。

ー三春町で開校することが決まっ
た時の先生方の反応はどうでした
か？

小野　実際に現場を見てここでやる
の？というのぐらい建物が震災後そ
のままの状態でした。その場所は葛
尾村も候補としてあげていたらしい
です。結果的には、別の場所にした
葛尾中学校の方が良かったのかもし
れません。旧要田中学校はとてもき
れいでしたから。「7 月に改修工事
をやります」という話でしたが、「改

修工事をやったところでどうなること
か」というくらい、本当に酷い状態
でした。

ーそのような中で、先生方で手分
けしながら、子ども達を迎え入れる
準備をしたのですね。

小野　そうですね。文科省のポータ
ルサイトなどから色々な NPO 法人
を検索したりして、支援のお願いの
連絡をし続けていました。その結果、
色々な方から色々な物を支援してい
ただきました。

ーそうした準備を終えて開校する
時、子ども達が初めて三春校舎に来
た時は、先生はどんな印象でしたか？

小野　正直なところ、戻ってきた人
数はそんなに多くなかったので、「こ
れぐらいしか戻ってこなかったのか」
という気持ちがありました。まして
卒業した学年の副担任だったので、

「戻ってきてくれて、ありがとう」と
いうのは、私としては、そんなには
なかったです。
　三春校が開校した時は、私は１学
年の主任でした。１学年では、富岡
一中の生徒は 11 人、富岡二中の生
徒は 4 人ほどでした。担任は持ちま
せんでしたが、富岡二中の子達にも
教えるというのがすごく新鮮でした。
初めてのことばかりでしたから、今思
うと大変だったし、すごく戸惑うこと
もありましたが、あの時期は結構充
実していたような気がします。

ー 2011年度が終わった時には、

富岡町
小野美佳子先 生
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てしまいますね。また、受け止める
側である先生方の中にも、受けとめ
過ぎて重くなってしまう方もいたの
ではないかと思います。少人数教育
は難しいですよね。

小野　そうですね。そして、やはり「先
生と合わない」という子も出てくるわ
けです。そうすると、子ども達には逃
げ場がなくなります。30 人ぐらいい
れば教師とうまく関わらなければい
いのですが、5、6 人だと逃げられな
いところがあります。うまくいけばい
いけれど、うまくいかなかった時はが
んじがらめになって、逃げていくしか
ない部分があるかなと思います。そ
して、仮設校舎で勉強するというこ
とについても、あくまでも仮設なので
やはりきちんとした環境を整えてあげ
ることが必要だと思います。その町
の学校で学びたければ、町が早く帰
還して学校を建てるしかないと思い
ます。

ーこれから先、震災の経験がない
先生が増えてきます。そういう方々
に、小野先生達のご経験をつないで
いくのか、つないでいくべきでない
のか。その辺りについては、どう考
えていますか？

小野　あまり過去にとらわれていて
も仕方ないのかなと思いますし、地
球温暖化なども考えると、災害はこ
れからもっと増えてくると思います。
でも、震災前であろうが、仮設であ
ろうが、今勤めている広野中学校で
あろうが、教育は人を育てることで
すし、環境が違っても、子ども達の
本質はずっと変わりません。その子
どもにあった接し方や指導方法を考

小野　そうですね。やはり、大きな
集団を指導するのと、三春に来てい
る十数人の子ども達を指導するのは
違いますから震災前と指導は変わっ
たと思います。一人ひとりがもっとよ
く見えてくるので、「こういう風にし
た方がいいのに」、「このように接し
てあげたほうがいいのかな」と考え
ることはありました。

ーそれは、小野先生の教員として
の変化という部分でも、震災・原発
事故の前後で、大きく変わったという
ことでしょうか？ 

小野　もともと生徒一人ひとりにあった
指導をすることを心がけていたのは変わ
りませんでしたが、三春校では、そこに
難しさがありました。一人ひとりの抱え
ているものが大きかったというか。
　また、「少人数は指導しやすい」と
言われますが、少人数であることの弊
害も大きかったように思います。子ど
も達の中で「お互いがお互いを育てる」
ということが少人数ではなかなか難し
いのです。人数が少なくなればなるほ
ど人間関係が固定化され、視野が狭
くなるし、先生との距離が近くなって、
私達も見なくてもいいものを見てしま
う部分が出てきます。そして余計に、
抱えるものが教員としても多くなってし
まう。あれもこれもやらなければなら
ないし、あれもこれもやってあげなけ
ればならないと考えがちになってしま
います。だから、そういった子達の指
導の在り方というのが、自分の中です
ごく変わったと思います。

ー少人数だと、家族の話も含めた
色々な部分を全て、先生達が把握し

えていってあげればいい。学校に来
るまでは子ども達は白いキャンバス
のままで、そこに色を付けてあげる
のが教員の仕事です。その子の人生
に関われることができるのが教員だ
と思います。
　今回の震災を通して私達がやって
きたことは、やはり、つないでいった
方がいいのかなとは思います。「昔
のこと」では、終わらせられません。

2022 年1月6 日
（ 聞き手／久保田彩乃、千葉偉才也）

ーまずは 2011年 の 3 月 11 日
に所属していた学校と、当時の立場
を教えてください。

武内　富岡町立富岡第二小学校で、
教務主任をしていました。教務主任

は、教頭の下で全体を見るような役
目です。その当時の富岡二小は、記
憶によれば、学校規模としては郡内
だと浪江小の次に大きく、相双管
内だと原町一小、浪江小に続く 3
番目の児童数でした。約 500 名く
らいだったと思います。

ー震災当日は、どのような状況下
で被災されたのでしょうか。

震災時に富岡町立富岡第二小学校の教務主任という立場にいた武内雅之先生。先生は、
教頭の下で全体を管理する立場にいながら、震災後、様々な場面で子ども達や保護者の
“ 弱さ”に直接寄り添う姿勢を持ち続けてきました。2022年春に閉校となる富岡町立小学校
三春校にとって武内先生は最後の校長となりますが、先生にとって、三春校は立ち上げメン
バーとして自身を大きく成長させてくれた場所でもあるそうです。保護者や地域の方々にも寄
り添い、連携することを大事にしてきた先生の10年間のお話を伺いました。

突然の大きな揺れ、富岡一
小と二 小とで “ 恐怖 ”の 種
類は違っていた

大熊町出身、幼稚園園長、
小学校校長、中学校校長。
2011年3月の震災発生時は
富岡町立富岡第二小学校
に勤務。2021年度インタ
ビュー時は、富岡町立夜の
森幼稚園、富岡第一・第二
小学校、富岡第一・第二中学
校勤務。趣味は野球観戦。

武
内
雅
之
先
生

た
け
う
ち
・
ま
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ゆ
き

富
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武内　大地震が起こった時は、5 年
生全員 90 名弱と私を含めた教員 4
名で、体育館で卒業式の会場準備を
していました。体育館には、頭を隠
せるものが何もありません。天井の
ライト、バスケットゴールも驚くほど
揺れ、グランドピアノが体育館を走り
回っていました。とにかく子ども達を
一カ所に固めたいと思ったのですが、
上のライトが気になる。ある若い先
生がゴール下に子ども達を集めたの

富岡町
小野美佳子先 生
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武内　体育館の対応は、スタート段
階で行った後は他の先生方にお願い
する形をとり、私は校庭に入る避難
者の車の誘導を、教頭先生と二人で
やっていました。一晩完徹しました
ので、夜中までです。「これ以上受け
入れたら、避難所から溢れてしまう」
となってから、今度はひっきりなしの
電話応対です。完全な停電状態でし
たが職員室の電話は生きていました
ので、とにかくひっきりなし。いわゆ
る関東圏から、富岡町民の安否確
認の連絡が、ほとんど途切れなく来
ていました。

ーそういった学校の業務をされて
いる間、ご自身の家族のことも心配
だったと思います。ご家族と連絡は
取れましたか？

武内　当時、家内は浪江小に勤務し
ていました。子ども達は、大熊の熊
町小に通う小学生、双葉高に通う高
校生、そして大学生の 3 人で、子ど
も達とは全く連絡が取れませんでし
た。ただ、先ほどお話したように小学
校の電話は生きていたため、浪江小
の家内とは確認の電話が取れました。
大学生の子はその時は大熊町内の自
宅にいましたが、私の母を心配して
駆けつけてくれたという状況でした。

ーその時、「学校のこともやらなく
てはいけないが、家のことも心配だ」
という点について、奥様とどのような
お話をしましたか？

話題も出ていて、バスで避難すると
いう話が進んでいたのですが、「息
子がもう一人いないから、他の場所
へ避難はしたくない」と家内が言い
出しました。そこで、少しトラブル
ですよね。私の母親もその場にいま
したので、母親の方は一緒にいる人
達に、「申し訳ないけれど、息子が
もう一人いないので、母も一緒にバ
スで避難させてほしい」とお願いを
して。
　家内は、「避難しないわけにはい
かない。避難した後、私が戻ってく
るから」と説得しました。その時は
車が 2 台あったので、私がここに戻
るからと。雪も降った後で山道での
スリップも心配な中、2 台で併走し、
田村市都路という地区まで着くか着
かないかという時に、携帯に息子か
ら連絡が入ったんです。もう本当に
驚きました。その後先生とお話をさ
せていただき、「間違いなく都路ま
で届けます」という言葉を聞いて、
都路で待ちました。
　車で都路の避難所に到着した後
は、来るバス来るバス、母親と息
子を探すだけでは仕 方ないので、
下車するおじいちゃんおばあちゃん
の手を引いたりしていました。内心
では、「あぁ、母親と息子はいなかっ
たか」と思っていたんですが、その
場所で高校生の息子と会うことが
できました。
　そしてその次が、母親探しです。
高校生の息子が見つかるまでに、
大学生の息子と私で全ての避難所
を見て回ったのですが、見つかりま
せんでした。実は、母親は新しく開
設された避難所にいたのですが、そ
れが分からない状況でした。ある避
難所で大熊の教育長と会いまして、
他に避難所はないかという情報を町

からもらい、それでようやく田村市
船引の、今は支援学校となっている
場所で母と会えたのです。

ーようやく全員が揃った後は、今
度はどこに向かいましたか？

武内　1 台の車にはもうガソリンが
なかったので、もう 1 台の 8 人乗
りの車に、うちの家族 5 人と母親、
私の姉。それから、ずっと昔から働
いている従業員だった方が乗り込
み、栃木県の家内の実家、矢板市
というところに向かいました。
　各避難所では、同じ町内の知人
もいて、「一緒にここで」というお声
もいただいたのですが、「少なくとも
高齢の母にだけはゆったりとした場
所を提供したい」と思いました。ホ
テルも探したのですが、もうどこも
空いていませんでした。栃木県も結
構大変でしたが、最終的にはそこに
お願いしました。

ー避難中、学校のことも気になって
いたと思いますが、何か学校の業務
をしていたということはありますか？

武内　家内の勤めている浪江小も、
私の勤めている富岡二小も大規模の
学校でしたので、とにかく生徒児童
の安否確認が続いていました。私は
先生方に、電話連絡で可能な限り、
生徒の安否確認が OK のものを塗り
つぶしていってほしいとお願いしまし
た。それが最初の 3 日間くらいであ
る程度は埋まったのですが、どうし
ても残ってしまう。
　手元には名簿も何もないので、今
度はその連絡がつかないメンバーの

名前を手で書き出して、PTAの重鎮
に連絡を取って情報収集です。先生
方では同じ番号宛にしかかけられず
手詰まりなので、「又聞きでも何でも
いいから」と、当時の PTA の役員さ
んとか顔の広い方で私が知っている
方に連絡をしていきました。携帯の使
用料金は、驚くほどでした。

ーその後、富岡町の小中学校は
郡山市に移りましたね。その時には、
先生は栃木、矢板から色々と指示
されていたのでしょうか？

武内　まず 3 月 30 日にビッグパレッ
トに集まれという指令が来ました。
そして 4 月からは避難している子ども
が多い学校に赴任することになるの
で、急遽、「郡山界隈に所在を作る
ように」と。私は息子の学校のこと
も考えていて、家内の学校が二本松
ということもあったので、あえて福島
に住む場所を探している状況でした。
そういった経緯で、一時期は、福島
市から郡山に通いました。

ー二小の子達は、多くが郡山市
の永盛小に行ったのでしょうか？

武内　永盛にもいたのですが、福島
県内の大玉村に行った子も一小と二
小合わせて 20 名弱くらいと多かった
ので、私は大玉村の大山小学校とい
うところに「兼務」という形で勤めま
した。当時、その学校に富岡一小・

を見て、「そこはダメだと！」と、怒鳴っ
た記憶があります。
　長く地震が続いている状況下、私
は職務上そこだけにいるわけにもい
かなかったので、まずは出張で担任
が不在の学級を確認に行きました。
駆けつけてみると、担任の先生が既
に戻っていたので安心しました。そ
の後、教頭先生と合流。放送機器
が停電によりダメになったので、い
わゆる電池式のハンドマイクを持っ
て校内を回りました。

ー地震発生から約 30 ～ 40 分後
の津波については、どのように知り
ましたか？

武内　全校生徒が校庭に避難し、迎
えに来た保護者に子ども達を受け渡
している状況下でも、津波の情報は
入っていませんでしたし、その頃は揺
れの恐怖があまりにも大きかったで
す。その後、ある程度の人員の引き
渡しが終わってから、連絡も特になく

「富岡二小も避難所に」となりまし
たが、そこでおかしいなと感じたのが、

「一小の保護者が多数こちらの避難
所に来る」となった時です。「なぜ
一小の保護者が？」と思っていた
時、「富岡駅が壊滅状態」と聞い
て、「 津 波だ。 海側、一小側は大
丈夫かな」と初めて考えました。で
すから、一小と二小とでは、あの日
の最初の数時間の恐怖の種類という
のは、実は違っていました。

ーそうして津 波にようやく気づ
き、先生は避難所となった二小の
体育館で、どのような役割を担わ
れたのでしょうか？

武内　まず家内の方は、状況として
は私と一緒かなと思っていたので、
小学校で全ての子を親元に引き渡せ
た状態になったら動けるだろうと。
　子ども達の方は、自宅が原発とも
近く海沿いでしたので、「学校として
避難してくれるだろう」と思っていま
した。親が迎えに行けない状況があ
るということは、我々も自分の学校
で察していたので、「親が行ける状
況でなければ、子ども達は学校の先
生方と一緒に動くのでは」と考えま
した。もしくは、町の避難所へ学校
として移動するだろうと。
　現実には、夜中に家内が子ども達
と合流できたそうです。私の方は、
二小の子のうち一人だけ、11 日の
間に迎えに来られなかった家の子が
いたので、先生方とその子を取り囲
んで一晩過ごしました。たぶんご両
親とも東電関係だということで、来
られなかったのでしょう。
　その子を次の日の朝方にご両親に
引き渡した後、我々はフリーになっ
たので、私はそこから大熊町に行き
ましたが、原発による規制で道路封
鎖が所々で始まっていたため、自宅
には入れませんでした。海に行く側
の道路が閉鎖になっていて、そこを
抜けて行ったのですが、人の気配が
なく。一応家の近くで声をかけ、誰
もいないことを確認して帰ってきまし
た。「きっと学校にもいないだろう。
そうなれば、大熊町の町民体育館
に行っているはずだ」と向かってみ
て、初めて家内と大学生の子どもと
小学生の子どもと対面できました。
　ただ、そこには高校生の息子がい
ませんでした。息子に連絡を取る術
は全くなく、携帯も繋がらない状態
でした。
　私が合流した時点で既に原発の

「兼務」という教務主任の
「助っ人」として、
子ども達のケアを最優先

学 校を離 れた後は、家族を
探して避 難所を全て回った

富岡町
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の学校でどんな勉強をしてきたかは分
かりませんでしたが、「子ども達の今
の状況はどんなものか、皆でしっかり
捉えていこう」というのがスタートで
した。
　そして、「子ども達には、これから
の 7 ヶ月で今年 1 年分の体験をさせ
よう」としていました。もしかしたら
プールも入っていないかもしれない。
運動会もやっていないかもしれない。
だからここでの 7 ヶ月で「通常の 1
年のスタートからラストまで」を完結
させて、空白を作らないようにしたい
というのが、一番の思いでした。被
災していない学校ではできたけれど、
被災した学校だからできなかったとい
う記憶を、子ども達に残したくなかっ
た。ものすごくハードで、無我夢中で
動いているなというのは、正直なとこ
ろありました。
　でも、最初のメンバーの中には、
先輩も、若い先生もいらっしゃった。
私は真ん中くらいのポジションでした
が、ものすごいチームワークだったと
思います。

ー三春校は、一小・二小、中学校、
幼稚園が一緒の建物でした。先生に
とっても初めての経験だったと思いま
すが、三春校での経験をどのように
捉えていますか？

武内　最初は、「周りを見るよりまず
小学校」という意識でスタートしてし
まったと思います。それは仕方ない
面であり反省点でもありますが、同
じ建物内でしたので、そこから何が
できるかという意識に変わっていった
のは事実です。
　例えば授業一つにしても、「中学
校の先生にも見てもらって意識を高

めよう」とか、一緒に行事をやるに
はとか考えるわけです。終業式だっ
て、校歌を 4 曲も歌っていると歌ば
かりで長いんですよ。それで、「どう
する、1 番だけにする？」など試した
のです。
　そうして少しずつ機能しやすい面
が出てきたところに、「大きな 行 事
を一緒にやったらどうか」という話
が出て、すりあわせる場面が細かく
出てきました。
　幼稚園だって、最初は「そのスペー
スを、小学校に欲しいな」と思って
いました。でも、幼稚園生がいれば
小学生は「お兄ちゃん、お姉ちゃん」
になれる。その意識も大事だったし、
幼小中がまとまっていることは、安
心感に繋がったのではないでしょう
か。
　例えば当時、学校に来られない子
が小学校にいました。バスに乗ってく
るけれども、中学生のお姉ちゃんと
離れたくない、と。それで、中学の
教室で一緒に朝の会をやったことも
ありました。そこでクールダウンして
から、小学校の教室に行く。もし中
学校がなかったら、あの子は学校に
来なくなっていたかもしれません。

ー地震、津波、原発事故での被
災の経験は、先生の子ども達との接
し方に、何か影響を与えましたか？ 

武内　震災のためとははっきり言え
ませんが、「これだけ頑張る力を持っ
ているんだ」と、子ども達を見直し
た部分はあります。

　あの状況の中で、楽しく笑顔で活動
している。間違いなく、我々はそれに
支えられていたと思います。スタート
時には、関東圏でいじめに遭って戻っ
てきた子も何人かいましたし、保護者
からそういった悩みを聞くこともあり
ました。でも、いつまでもくよくよし
ているのではなく、しっかり切り替え
ていた。そしてまた、「先生方に迷惑
をかける子」になっていくのも、子ど
も達の強さかなと。
　逆に、保護者の弱さをより感じられ
るようになったのも事実です。他の先
生方と違う考えかもしれませんけれど
ね。「見えている部分より、大人の弱
さってあるんだな」と。「親はしっかり
しなきゃ」という思いは、我々教員の
どこかにはあると思うのですが、その
弱さもしっかり受け止めなければとい
う意識が私の中で強くなったのは、そ
の当時に感じるものがあったからかも
しれません。強そうに振る舞っていて
も心底話すと弱い部分も見えてくるし、

「話をすることでも、保護者の役に立
つんだ」と感じたのも、震災のきっか
けがあると思います。

ー震 災 から 1 年 が 経った 2012
年度は、どのような気持ちで三春校
をやっていこうと先生方の中でお話
されましたか？

武内　前の年に 7 ヶ月でやってきたこ
とを、今度は 1 年かけてできる。もち
ろん、新しいことも取り入れながら、繋
げていくこともしなければならない。子
ども達も、少し腰を据えた形での力を
つけていかなければならないというとこ
ろです。それから、先ほど少しお話した
中学校や幼稚園との連携の強化であっ
たり、保護者をどんな風に巻き込んで

二小の先生方が 6、7 人配属になり
ましたので、先生方が各学年のプラス
ワンの助っ人に。私の方は、教務主
任の助っ人という形で勤務しました。

ー具体的にどのような業務をしてい
たのでしょうか？　また子ども達を間
近で見ていて、どのようなことを感じ
ましたか？

武内　通ってくる富岡の子ども達のケ
アが一番。あとは、避難所への訪問
や、通常の授業です。子ども達のこと
について言えば、学校では我々がい
たということもあって、大きなトラブル
はなく過ごしていると感じていました。
ただやはり、避難所ではストレスを抱
えている方がいて。実際に避難してか
らの本当の初期段階というのは、「子
ども達以上に、保護者の方が苦しそ
うだな」という感触でした。ですから、
子ども達とは学校で会えるので、避
難所に行った際にはできるだけ保護
者と話すことを心がけていました。

ー先生は、富岡町立小学校三春
校の立ち上げにも関わっていらっ
しゃいますね。大山小での教務主
任の兼 務は、 三 春 校 が 開 校する
2011 年 8 月頃までですか？

武内　そうですね。あの頃は 8 月人
事といって、8 月に転勤が決定するこ
とがありました。信じがたい話ですが、
8 月人事が終わって、8 月に入ってか
らですね。急遽、「一小・二小から 5
名ずつ、三春校の立ち上げに関わっ
て欲しい」と連絡があって。そして、たっ
た 1 ヶ月弱で、9 月 1 日の三春校開
校に合わせた準備をそのメンバーで
行った、というのが正直なところです。

ー開校準備の 1 ヶ月弱、集まった
メンバーで色々な作業をされたという
ことですよね。印象に残っていること
はありますか？

武内　印象に残っていることといえ
ば、バスに乗って三春校に転用され
る予定の建物まで初めて連れてこられ
た時は、ちょっとワクワクしましたね。
始められるという思いが強かったです
し、メンバーも予想していたより人数
がいました。
　でも、それで実際に建物の中に入っ
てみたら、まだ天井が落ちている状
態でした。教育委員会に怒られます
けれど、本当にやる気があるのかと思
いましたね。帰りのバスの中は、誰も
一言も喋りませんでした。

ー話もできない、何を言っていいか
分からない状態だったということです
ね。ようやく迎えた 9 月 1 日は、ど
んなお気持ちでしたか？

武内　建物には開校一週前頃になっ
て入れるようになって、物品も運ばれ
てくるようになりました。当日は大雨
でした。正直なところ、嬉しいだとか、
感傷に浸れる程のゆとりはない状態
でしたね。
　8 月までの間に子ども達があちこち

震災で見えてきた、
大人の “ 弱さ”

富岡町
武内 雅之 先 生

三春校の開校、「子ども達に
は、これ からの 7ヶ月で1年
分の体験を」
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訪問に行くのも時期尚早だと判断し
ていました。
　そこで 2012 年の夏休み、先生方
でバスツアーをして、子ども達がいる
郡山、三春周辺の全ての仮設住宅を
回ってきました。仮設住宅には、三
春に来ている子もいれば近くの小学
校に通っている子もいますので、三
春校の教員という立場で「子ども達
をよろしくお願いします」と担当の方
に挨拶をして回り、朝の送迎のバス
なども何か気づいた点があれば連絡
をくださいとお話させていただきまし
た。当時は教務主任でしたがバス担
当でもあり、運転手さん、添乗員さ
んとの細かい連絡は私個人の携帯で
取っていました。5 台のバスがありま
したが、今でもそれぞれの方の携帯
番号が残っています。
　実は昨日、三春校の子ども達が平
沢の復興住宅にボランティアで大掃
除に行きました。私は昨日行けなかっ
たので、今日その挨拶に行ってきた
のですが、2012 年当時も勤めてい
らした方が、10 年前のことについて、

「全部の仮設を訪問してくれたんだ
よね」とお声をかけて下さいました。

ー先生は三春校を立ち上げてか
ら、一時期は別の場所で勤務され、
そして今年 4 月からまた三春校に校
長として戻られました。「立ち上げ当
時から変わらないな」と思う部分は
ありますか？

武内　三春校として考えた時にはや
はり「子ども達が、この学校を好き
でいてくれること」が変わらないで
すね。「僕達の学校なんだ」と自信
を持って言ってくれる姿を、スター
ト当時目指していたので。先生方も、

いこうか、という部分もありました。

ー町に学校があったときは、保護者
も同じ町で過ごしているので、呼べば
学校にすぐ来られる状況でしたが、三
春校ではどのように保護者を巻き込ん
でいったのでしょうか？

武内　行事への参加が一番大きいか
なと思います。できるだけ活動を見て
もらい、頑張っている子ども達の姿が、
親の力にも繋がっていけばと思いまし
たね。PTA 活動というところまではい
きませんでしたが、行事を見に来た保
護者からは、「ありがとうございます」
という、お声をいただきました。子ど
も達が元気な表情で、楽しく学校に
行けていることに感謝しますと。
　残念だった部分としては、当時は郡
山にも子ども達が多くいたので、学校
を郡山に作ってもらえていたら通えた
のにという、ここに来ていない保護者
からも連絡が入ったことです。決して
クレームいう訳ではなく、残念だった
という連絡をいただいたのも、2012
年になってからは結構ありました。そ
れだけ学校再開への期待が大きかっ
たことに、ぐんと響くものがありました
ね。一小・二小からはかなりの人数
が行っていましたので、あの近辺にと
いう期待が町民には間違いなくあった
と思います。

ー 保護者の他に、学校外の地域の
方々との連携も三春校の一つの特徴と
聞いています。実際にどのようなことを
されていましたか？

武内　当時は、授業参観もできる状況
ではありませんでしたし、仮設に家庭

子ども達に対してあたたかいです。

ー先生の震災の教訓で、これから
の若い先生方や次世代に伝えていき
たいことは、どんなことでしょうか？

武内　子どもは無限の力を持ってい
る、ということでしょうか。それをど
んな状況であっても信じて、焦らず、
伸ばしていくのが、教員の役目だと
思います。当然立ち止まることもあ
るだろうし戻ってしまうこともあるだ
ろうけれど、そう信じて子ども達に
関わっていくことを基本として私も残
りの教員生活を過ごしていきたいで
す。若い先生方、これから先生にな
ろうとしている人、子ども達に関わ
る多くの方々にも、そんな風に考え
ていただければと思います。

2021年10 月15 日
（ 聞き手／久保田彩乃、千葉偉才也）

ーまずは、2011年 3 月 11 日に
どこで何をしていたか教えて下さい。

志賀　当時は、富岡第二中学校で 3
年生を担任していました。その日は
ちょうど、午前中が卒業式でした。式

が終わって生徒達が部活もなく帰っ
ていき、他の先生方と卒業した生徒
達の話などをしながらお昼を食べま
した。その後、ある先生と廊下で
立ち話をしている時に、生まれて
初めて緊急地震速報を聞きました。
そうしたら揺れ出して、職員室の棚
がばんばん倒れ始めて。校長の「外、
逃げろ！」という声が聞こえて、1
階の職員室から直接外に出て校庭
に逃げました。情報も電気もない

志賀仁先生は震災当時、富岡町立富岡第二中学校 3 年生の担任でした。福島第一原発
の事故の影響で、富岡町は全町避難に。富岡町で教師の仕事を続けることができない状況
下、「子ども達がいるから教師の仕事を続けることができるんだ」と改めて感じたことが、仮
設の富岡第二中学校 三春校を立ち上げる際の原動力になりました。そして、今新たに義務
教育学校立ち上げに関わる中、「あの時の経験がなかったら、今の自分はなかった」と確信
しています。社会科の教員として、子ども達に伝えるべき震災や原発事故の記憶や思いにつ
いても、語っていただきました。

“ 安全 神 話 ”を 信 じていた
自分　 小さい頃 から、事 故
は起きないと思ってきた

大熊町出身、中学校教頭。
教科は社会。2011年 3 月
の震災発生時は富岡町立
富岡第二中学校に勤務。
2021年度インタビュー
時は、大熊町立大熊中学
校勤務。特技は柔道。

志
賀 

仁
先
生

し
が
・
じ
ん

富
岡
町

状態だったので、少しでも情報が
欲しくて車のカーナビのテレビを付
けました。「大変なことになってる、
それから津波も大きいのが来るかも
しれない」という情報を職員同士
で共有したことを覚えています。
　その後、学校の体育館は避難所
になりました。
　町の職員の方もおそらく大変だっ
たんだと思うのですが、町とも連絡
が全く取れず、職員の方も来ない

富岡町
武内 雅之 先 生
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りる手続きをしました。4 月 1 日は
無理だったのですが、2 日、3 日頃
から引っ越しをやって、郡山市に避
難先を変えました。

ー当時、 富 岡 町の子ども達は、
小学生は郡山の安積第一小と永盛
小、中学生は安積中にメインで通っ
たのでしたね。先生は安積中に勤
務したのですか？

志賀　当初、富岡町は安積行政セン
ターが本部になっていました。私達
もまずはそこに行って、安否確認を
継続したり、書類をつくったりする業
務をしていました。また、大玉村や
三春町にも避難所があって、そちら
の方に手分けして行きました。
　入学式はそれぞれの学校でやるか
ら、先生方も各々行ってくださいとい
うような感じでした。私は入学式に
出席するメンバーに入っていなかった
ので、行政センターでそのまま仕事
をしていました。その後すぐに「誰々
先生は、どこどこの学校に行きなさ
い」という指示が出ました。そして
私は、大玉村の大玉中学校に行くこ
とになりました。

ー大玉中では、どのような業務を
しましたか？　授業を持って、富岡か
ら避難して通ってる子ども達のケアの
ようなこともしたのでしょうか？

志賀　大玉中だけの話かもしれませ

レットに来るように、教育長から指
示が出た」と連絡がありました。当
日行ってみると、ビッグパレットには
富岡町の人達が避難していました。

ー 30日に集まるまでの間に、学
校の仕事は何かしていましたか？

志賀　自分の学級を中心に、卒業
した 3 年生の安否確認をしながら、
4 月から避難先や高校はどうするの
か情報を集めていました。結果とし
て「福島第一原発の半径２０キロ圏
内にある県立高校は全員合格」にな
りましたが、子ども達が全国に避難
している状況で、本人や親御さんと
話をしましたが、前が見えないこと
の不安を話す家庭がほとんどでした。
また、個人情報は何も持ち出しでき
ない状況で避難しているので、何人
かの保護者に「誰々さんの番号、分
かりませんか」などと聞きながら、
連絡を取り合うことを避難先でしてい
ました。

ー 4 月 1 日以降のことを 3 月 30
日に話し合ってから、どのように動い
たのでしょうか？

志賀　3 月 30 日にビッグパレット
行ったら、当時の教育長から「とり
あえず 4 月から、先生方は郡山で
勤務してください」という指示が出
ました。すぐに家族に連絡をして、
郡山に移動する準備を始めました。
結局、妻の弟にも家族がいて、もの
すごく迷惑を掛けている状況もあっ
たので、妻と子どもと、私の方の親
は、空き家をインターネットで探し
て、とりあえず郡山市で一軒家を借

んが、授業を持つわけではなかった
です。富岡町の先生方用の部屋を一
つ用意していただき、そこで「富岡町
の仕事をやってください」といった感
じでした。授業はしないけれど、授業
を参観したり、富岡の子ども達に声を
掛けたりということをしていました。

ー混乱の時期の子ども達を見てい
て、印象に残ってることはあります
か？

志賀　子ども達も不安だった思いま
すが、先生方も不安でした。例えば、
何マイクロシーベルトとかベクレルと
か、私達でも初めて聞くような言葉が
当時、いっぱい出てきました。何が正
しい情報なのかも分からず、惑わされ
るというか。だから、先生方の中には
マスクを三重にしているような人もい
ました。皆が不安定だったと思います。
　一方、子ども達がすごいと思うの
は、大変な思いをしているのに、ちゃ
んと学校に行って、ちゃんと授業を受
けていることでした。逆にそういうの
を見て、励まされました。

ー子ども達以上に、大人や先生達の
方が大変なところもあったのですね。

志賀　大変だったと思います。私は
家族で移動できたからいいけれど、
単身赴任になっていた人もいるし、ご
家族が東電関係だった人もいたと思
います。当時は東電関係だというだけ
で、もうすごく生きづらかった部分も
あっただろうと思います。

ー保 護 者や親 戚に東 電 関 係 者

何が正しいか分からず
不安になる大人達
支えは子ども達の存在

状態でした。校長の指示で避難所
の設営をしたり、来てから具合が
悪くなる高齢の方もいたので、保
健室からベッドや布団を運んだりし
て、なんとか避難所の設営、運営
をやっていたような状態でしたね。

ーその後は、先生もご自宅に戻っ
たのでしょうか？

志賀　夕方 5 時、6 時頃まで色々な
対応をして、校長から「とりあえず
小さい子どもがいる家や、高齢の家
族がいる先生は、一回自分の家に
帰って、安否確認をしてきていい」
と指示が出たので、6 カ月ぐらいの
子どもがいる私も、大熊町の自宅に
帰らせてもらいました。その時、「職
員室の片付けはとりあえず明日集合
してやるから、来られる人は来てくだ
さい」というような指示が出ました。
　私の自宅は原発から 7 キロくらい
離れているところで、家の方は大丈
夫だったのですが、帰宅すると妻や
子ども、隣に住んでいる私の親が、

「 心 配で家の中にいられない」と
言って、寒い中で外に立っていまし
た。でも、「とりあえずちょっと落ち
着いてきたから、中に入るか」とい
う話をしているところで、21 時前
だったでしょうか。「2キロ圏内避難
指示」という大熊町の防災無線が
流れました。
　ただ、どこかに避難しろというわ
けではないし、原発から 2 キロ圏内
の話でしたので、正直なところ「大
丈夫だろうな」くらいの感覚でいた
のです。でも、その後の 21 時 30
分頃の防災無線では、もう少しその
範囲が広がっていました。「3キロ
圏内避難、10 キロ圏内屋内待避指

示」だったと思います。これはちょっ
とただ事ではないという感じがして、

「万一があるかもしれないから、避
難した方がいいんじゃないか」とい
う話を家族としました。それで、南
相馬にある妻の実家に連絡したら、
受け入れてもらえる状況だったの
で、23 時半頃、妻の実家に行った
のです。
　そちらは電気も大丈夫だったの
で、テレビを見て状況が大体分かっ
てきました。「これはとんでもないこ
とになっているな」と。原発事故の
報道がどんどん出てきて、次の日は
学校の片付けは行ける状況でなくな
りました。そしてニュースで、大熊
町や富岡町が、朝にはどんどん避難
を始めているという光景を見ました。

ー震災前には、例えば原発事故
が起きた時のために、その対応策
を考えたり、地震や火事と同じよう
な避難訓練を実施したことはあり
ましたか？

志賀　正直なところ、意識はあま
りなかったです。 安 全だと思って
いました。私は小さい頃から大熊
町に住んでいましたから、学校で
の社会見学などで第一原発サービ
スホールや富岡町にあったエネル
ギー館に行きました。そこでの展示
見学や説明から「事故は起きない
ようにできているんだ」と思い込ん
でいました。
　地域では防災訓練はたくさんやっ
ていましたが、いわゆる安全神話
を信じていた部分が大きかったの
で、自分自身が原発事故の対応だっ
たり、避難訓練だったり意識はそん
なに高くなかったです。

ー実際に南相馬に避難してから、
先生はその後、富岡二中に戻るこ
とはなかったのでしょうか？

志賀　すぐにはなかったです。12 日
の午後に第 1 原発が爆発したニュー
スが流れてきた時、南相馬の妻の
実家は原発から 25 キロくらい離れ
ていたので、正直なところ大丈夫だ
ろうと思っていました。ただ、妻の
実家は南相馬でも西の方にあったの
ですが、東の方、海の方を見たら、
今まで見たことのないような雲が、
南から北の方にどんどん流れていく
のが見えたのです。原発の爆発の
影響かと思うくらいだったのですが、
今度はニュースに「20 キロ圏内避
難指示」と出てきて、「ここも危ない
んじゃないか」と妻の実家の家族と
も話し、とりあえず西の方に逃げた
方がよいのではないかということに
なりました。
　そして、その日に川俣町の川俣高
校体育館に行きました。避難所で
一晩を過ごしましたが、６か月の子
どもがいたので、泣き声など、周り
にも迷惑が掛かると思い、今度は
福島市の私の妹のところに、一人暮
らし用のアパートに、合計で 10 人
くらいいるような状況になってしま
いました。そして数日のうちに福島
市もどんどん線量が上がってきてし
まったので、県内から出ることにし
ました。3 月 16 日、私の親と妻の
親と共に、仙台にいる妻の弟のとこ
ろに避難させてもらいました。仙台
も地震が大変だったので、電気はあ
りましたが、水もガスも出ないよう
な状況でした。
　校長から、しばらくは自宅待機の
指示があったのですが、3 月の下旬
に、「3 月 30 日に郡山市のビッグパ

富岡町
志賀 仁 先 生
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れも普通の状況の兼務ではないの
で、「富岡町の学校はどうなるんだ
ろう、 富岡二中はどうなるのだろ
う」という思いは、とても大きかっ
たです。授業するのが当たり前の仕
事だと思っていたところに、いきな
り子ども達がいなくなったわけです
から。子どもがいなくなったことで、
無力感というか何もできないことが
分かったというか。
　ですから、「9 月から富岡町の学
校を再会するから、7 月いっぱいで
兼務を終えて戻ってきなさい」とい
う指示があった時、子どもの前で授
業ができるということは当たり前で
はないんだ、子どもがいるから授業
ができるんだということに、改めて
気付かされましたよね。偉そうに子
どもに色々言ったりすることもあるけ
れど、結局は子どもがいて、今の自
分が成り立ってるということを考えさ
せられました。学校再開の知らせは、
本当に嬉しかったです。

ー大玉中の後は、兼務として、三
春町立桜中学校勤務になったと伺っ
ています。そこではどのようなお仕事
をしていましたか？

志賀　桜中では、授業を行いまし
た。 既に社 会の先 生はいたので、
補助的な位置付けで T2 で入って、
授業をしました。一緒に授業をした
先生が若い先生だったので、相談
を受けて答えたり、一緒に授業を
構想したりしながら、授業を進めて
いました。

ー三春町は、そういった避難者を
受け入れる立場の自治体でもありま
した。桜中の先生達とは、震災や
原発事故のことを話しましたか？

志賀　大変だね、とはよく言っても
らっていました。だから、無理しなく
ていいよと。すごく良くしてもらった
と、今も思います。
　私自身の中で、この後どうなるん
だろうというのは一番大きかったで
すが、結局のところ兼務であり、そ

ーその 学 校 再 開、 富 岡 町 立 富
岡第 二中学 校 三 春 校の開 校に向
けて、校舎となる曙ブレーキの最
初 の 状 態を見た時 は、 皆さんが
愕然としたと聞いています。先生
もそうでしたか？

志賀　はい。曙ブレーキは、自動車
のブレーキ作っている工場でした。
私はここで学校を再開すると決定し
てから見に行ったのですが、その時
点で天井には穴が空いているし、配
線は伸びていましたね。え、どこどこ？　
ここでやるの？ と。今、学校になっ
てるところは事務棟ですが、工場と
言ったらもっと広いんじゃないの？　
というイメージもありました。最初
に入ったところは倉庫みたいな所で、
上から油が垂れていました。そこに
荷物を運んだときに、「え、ここでや
るの？」「ここじゃなくて、こっち側だ」
などというやりとりがありました。
　ただ、大変な状況で皆が苦しい思
いをしている中でも、なぜか、わく
わく感がありました。新しいことがこ
れから始まるんだという期待感です。

「子ども達がいなければ、自分は何
もできないんだ」ということが分かっ
たからか、子ども達のためにしっかり
頑張ってやっていこうという決意を新
たにできたのかなと思います。

ー三春校という初めての仮設の学
校で、先生はどのように指導してい
こうと思われましたか？

志賀　最初の年は 2 年生の担任で、
8 人のクラスでした。次の年も持ち
上がって、3 年生の担任をしました。
生徒は一人増えて９人でした。学校
ができたのは嬉しいですが、子ども
達は、一回どこかの学校に入ったあ
と、戻ってきました。戻ってきた背
景には本人や家族の事情があるの
で、そこに対する配慮や支援はしっ
かりしていかなくちゃいけないなとは
感じていました。
　しかし、子どもの心のケアやスト
レスマネジメントをやっていかなけ
ればならないと感じてはいましたが、
なかなか難しかったです。

ー2012 年 度の 3 月に、2 年 間
担任していた子ども達を卒業させた
時は、どのような気持ちでしたか？

志賀　変にほっとした感じがありま
した。卒業して、「みんなおめでと
う！」という気持ちはもちろんある
のですが、大変な中で 2 年間を過
ごして、少ない人数ながらもきちん
とこの学校を卒業できたということ
に対するほっとした感じが、すごく
ありました。震災前も卒業生を何
回か出してきましたけれど、その時
の感覚とは違っていて。本当によ
かったというか、子ども達が頑張っ
て乗り切ってくれたというか。

ー仮設の設置当初からは、日々
刻々と状況が変わっていったのでは
ないかと思います。事務棟の中の
配置が変わったり、行事が増えた
り減ったり、色々あったと思います
が、11年度と 12 年度ではどのよ
うな変化がありましたか？　子ども

達や先生方の変化を感じられるよう
なことも、ありましたか？

志賀　1 年目は皆が手探り状態だっ
たので、富岡一中と二中で、色々なこ
とを別々にやっていたのです。授業や
行事を、たまに一緒にやることはあっ
た程度で。ところが途中から、「一緒
にやらなくちゃならない。初めてのこと
がある、どうする、どうする」と、手
探りで一緒に進める場面が出てきまし
た。それが 2 年目になると、何となく
慣れてきた部分もあって、一中、二中
というカラーがだんだん出てきて。「そ
こは一中って、そういう考え方でやる
んだ」といった違いが、見られるよう
になってきました。

ー震災前は、一中も二中も人数の
多い学校だったと思いますので、先生
同 士で連 携や協力をして何かをす
るとか、まして学 校 同 士での関 わ
りというのはなかったですよね。

志賀　そういうものは、なかったと思
います。それが一緒になって、最初は

「新しい学校を作るから一緒にやりま
しょう、これはどうですか」なんてやっ
ていたけれど、子どもが少ないとはい
え、結局一中、二中と、別々でやって
た感じはあります。最初の 1 年、2 年
ぐらいは。

ー他の先生と連携して色々なことし
たり、ゼロから学校を作り上げたとい
う経験は、今の先生にとって、どのよ
うなものになってますか？

志賀　ありがたい 大きな 経 験 でし
た。あれがなかったら今 の自分 は

三春校の立ち上げに関われた
ことは、「それがなかったら今
の自分はない」と思える財産

がいる子ども達と接していく時に、
気を付けたことはありますか？

志賀　私は社会科の教員なので、特
に気を付けたことは、「授業の中で、
東京電力や原発事故を一方的に批
判しない」という点です。そこに
いる子ども達が、場合によっては、
自分の親を批判されることになって
しまうので。そこはすごく気を遣い
ました。
　それから、社会の学習指導要領
にも書いてあるのですが、「多様な
見解のある事柄、未確定な事柄を
取り上げる場合には、特定の事柄を
強調しすぎたり、一面的な見解を十
分な配慮なく取り上げたりするなど
の偏った取扱いにより、事実を客観
的に捉え、公正に判断することを妨
げないようにする」というのがあり
ます。そこは、よく研修会などに行っ
た時にも、話をさせてもらいました。
特に原発事故に関しては、裁判が
続いているものもあります。浜通り、
双葉郡の子ども達は原発関係で働
いているご家族もいるので、気を付
けるようにしています。

富岡町
志賀 仁 先 生
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ー振り返ってみると、震災や原発
事故の経験は、先生の教員生活や
考え方にどのような影響を与えたの
でしょうか？

志賀　いつどうなるか分からない。
本当に今やりたいことや自分が正し
いと思ったことはやるべきだし、や
らなくてはいけないなと思うようにな
りました。それから、自分一人では
何もできないということが改めて分
かって、様々な人の支援やつながり、
応援、そういうものがあって初めて、
自分も学校でやっていけるんだとい
うことを感じました。

ないと思います。教育観が大きく変
わった出来事でもあります。今、私
が勤 務している大 熊 町 立 小中学 校
は、 来 年に新しく義 務 教 育 学 校に
変わりますが、あの時の新しい学校
を作るという経験が、今に生かされ
ているということに気付く部分もあ
ります。それから、 震 災 以 降の 経
験を通して、子ども一人ひとりに対
する見方も変わりました。子どもが
いて自分が成り立っているというこ
とに気づいて、だから子ども一人ひ
とりを大切に見ていかなくてはいけ
ないということを一層強く感じるよ
うになりましたよね。

ー現在、先生は大熊の学校に勤務
中ですが、子ども達の関係者の中に
は、東電や原発周辺の関係者のご家
族が多いのではないかと思います。そ
ういった環境の中でも、震災や原発
事故の記憶は、子ども達に伝えたい
と思いますか？

志賀　伝えたいと思います。そこは
避けては通れないというか。特に大
熊町は、会津若松市に避難し、一番
早く小学校と中学校を開校しました。
その時の関係者がどういう思いで学
校を始めて、大熊町をどうしたいと考
えていたのかということも含めて、子
ども達には話し、知ってもらうように
していかなくてはいけないと感じてい
ます。
　あの年、学校が開校したのは 4 月
16 日でした。だから、 今 年 度の 4
月 16 日に集会を開いて、「こんな思
いでここに学校ができたんだよ」とい
うことを、子ども達に伝えました。

2021年12 月16 日
（ 聞き手／久保田彩乃、千葉偉才也、筑波匡介）

富岡町
志賀 仁 先 生

川
内
村

川内村は浜通り地方の内陸部に位置し、いわき市、
田村市、楢葉町、富岡町、大熊町に隣接している。
2011 年 3 月時には 3038 人が暮らし、村内に川
内小学校と川内中学校が立地していた。震災と原
発事故以降は、2011 年 4 月に避難先の郡山市にお
いて小中学校が再開。2012 年 4 月には、村内で
の教育活動を再開した。2021 年 4 月、川内小学
校と川内中学校が統合し、新たに川内小中学園が
開校した。2022 年 2 月時の住民登録者数は 2431
人、町内居住者数は 2009人。
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ー学校でのお話を伺う前に、ま
ずは 2011 年 3 月に渡邊先生のご
自宅があった場所と、ご自宅の被
災状況を教えてください。

渡邊　当時、私は双葉郡富岡町に
両 親と 3 人で住んでいました。3
月 11 日は夜 8 時頃に帰宅しまし
たが、家の水槽などは全て落下。
後の被害認定は半壊です。停電し
ていたので、その日は車中で過ご
しました。そして翌日の明け方に
流れた富 岡 町の防 災 無 線を受け
て、避難所となった川内小学校に
両親と 3 人で避難しました。私は
川内小学校の職員だったので、そ

震災時、教員 6 年目だった渡邊智幸先生。川内村の川内小学校 4 年生の担任だった先
生は、震災の翌月から避難先で再開した小学校の 5 年生の担任に。さらにその翌年、帰
村した川内小学校で 6 年生の担任を受け持ちました。高学年という多感な時期、避難によっ
て散り散りになった子ども達を相手に、渡邊先生がどのように考え、地域や保護者と共にど
のようにその成長を応援してきたのか。その経緯と先生ご自身の学びについて、お話してい
ただきました。

避難所となった小学校
職員室で考えたのは「今ここ
にいるメンバーで、何ができ
るか」

富岡町出身、小学校教諭。
2011 年 3 月の震災発生
時は川内村立川内小学校
に勤務。2021年度イン
タビュー時は、広野町教
育 委 員 会 勤 務。 趣 味 は
ジョギング、カフェ巡り、
スポーツ観戦。
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の後しばらく小学校にいたのです
が、両親は 3 月 14 日に弟がいる
宇都宮市に避難してもらいました。

ー 3 月 11 日は夜 8 時頃に帰宅
されたということですが、川内小学
校の午後 2 時 46 分の前後の状況
を教えていただけますか。

渡邊　担任している 4 年生のクラス

で、帰りの会をしていました。金曜
日でしたので、いつものように子ど
も達に「残り 12 日」となった終業
式までの過ごし方について話をして
いた時、地震が発生しました。川内
村はその当時からスクールバスでの
一斉下校だったので、1 年生から 6
年生まで全員が学校にいて、一斉に
校庭へ避難したことを覚えています。
　ちょうど雪がちらつくような中で、
子ども達皆がまとまりながら暖を
取っていたような気がします。その
後、揺れがおさまってから、バスで
迎えに来てもらったり、直接迎えに
来た保護者に子どもを引き渡したり
して、子ども達全員を帰したのが、
夕方の 5 時頃だったと思います。そ
の後、職員にも各々の家族がいるの
で、帰れる人から帰っていくような
流れでした。

ー避難所で先生方は、どのような
役割を担いましたか？　実際、「避
難所になった際には、誰が何をする」
といった役割分担や準備は、これま
でされてきたのでしょうか？

渡邊　そういった役割分担や準備
は、これまで全くありませんでした。
とりあえず職員室の中に、「富岡町
の役場職員」と「川内村の役場職
員」と「川内小学校の職員」が合
同で詰めていたような状態です。施
設のことについては教職員が一番分
かっているので、例えば「体育館に
避難してくる方々が暖を取れるよう
に、ジェットヒーターを持ってくる」
など、施設内の準備や設置を行って
いました。
　川内小学校の先生方も、全員が
避難所に来られたわけではありませ

ん。私のような富岡町の住民はとも
かく、大熊や広野、楢葉から通勤し
ていた人は、それぞれの家の近くの
避難所に移っていましたので。
　本来ならば「職務に専念」が前
提なので、召集がかかったら勤務先
に来なくてはいけないのですが、そ
ういった距離的な事情や、ご家族
や小さなお子さんがいるという先生
は、なかなか来たくても来られない
という状況でした。
　振り返ってみると、自分が独身だっ
たこともあって、私は比較的自由に動
けていました。川内小学校に来られ
ない先生から、「この子と電話が通じ
ないから、学校から連絡してほしい」
という連絡を受けて対応したりと、「今
ここにいるメンバーで、何ができるか」
を考えていましたね。

ーその後、3 月 16 日には村一斉
避難となり、皆さんは川内小を出て
避難しなければならない状況になり
ました。まとまってどこかへ避難した
のでしょうか？

渡邊　「全村避難する」と遠藤雄幸
村長が発表したのが 3 月 16 日でし
た。16 日の段階で川内村に残って
いた方の中には、ビッグパレットふく
しまに一斉に行った人もいれば、「お
父さんは川内だけど、お母さんが違
う市町村出身だから」と既に他の場
所に移動した子もいたので、「川内
村全体でまとまって」ということでは
ありません。ただ、16日 の段階で
は、ほとんどの方が郡山の方に移動
したと思います。私もしばらくは、若
い先生方とビッグパレットふくしまで
寝泊まりしていました。
　幸い春休み中だったので、「学校

はどうするんだ」という話にはその段
階ではなりませんでしたが、やはり 4
月に近づくにつれて「学校再開はど
うするんだ」という問い合わせは多く
なりました。

ー避難先のビッグパレットふくしま
では、具体的にどのような仕事をし
ていましたか？

渡邊　本来ならば、春は来年度の引
き継ぎや、小学校の書類を中学校に
引き継ぐような作業をする時期なの
ですが、そもそも学校の中に立ち入
ることができませんでした。そのため、
事務的な作業は全く着手できません
でした。ただ、ビッグパレットふくし
まには富岡町や川内村から避難した
お子さん達がいたので、その子達の
ケアをするために 1 階に子ども達が
集まれるスペースを作って勉強を見
たり、いろんな企画をしたり。そういっ
た協力はしていましたね。当時担任
していた子達も、3 分の 1 程がビッ
グパレットふくしまに来ていました。

ーでは、そこから学校再開に向
けては、どのような動きがありまし
たか？

渡邊　3 月下旬頃には、校長や教
頭、管理職が、教育委員会や村の
幹部の方々と話をして、「学校として
は、こうしていきたい」という主張
をされたと思います。できる限り子

村を 離 れての 学 校 再 開 が
子ども達に与えた、
良い面・悪い面

川内村
渡邊智幸 先 生
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卒業証書を皆でもらうような機会
を作れないですかね」という 提案が
あって、実現しましたしね。

ー震災前には、子ども達と電話や
手紙でやり取りする機会はあまりな
かったと思います。どのような気持
ちで、遠く離れた子ども達とやりとり
をしていましたか？

渡邊　震災直後の手紙は、なんとな
く本当に、やらなければいけないと
いう義務感よりは、「本当にその子の
様子が知りたいから」とか、「仕事と
いうよりは、あなたのことが心配で」
とか、子ども達のことを知りたいとい
う思いが強かった気がします。その
後も、避難先で卒業する子ども達全
員に祝電を送り、少しでも喜んでも
らえればと思っていました。

ーその 後、 川 内 村に戻られて、
2012 年 4 月 6 日に入学式が行わ
れたのですね。

渡邊　時期としては、2011年の 4 月
に河内小学校に移転して 1 年。やっ
とそこで少し落ち着いてきたなとい
う頃合いだったのですが、2012 年
3 月に行政判断で、川内村に帰村す
ることが決まりました。その時に保

ども達 の 学 ぶ 場 は 保 障したいの
で、「川内ではないけれど、郡山や
その近辺で学校再開ができないか」
という訴えがあったようです。村や
他の教育委員会との交渉などはすべ
て校長が行っていました。その後、
様々な交渉を経て、4 月 12 日、郡
山市河内（こうず）小学校内で「川
内小学校郡山校」を 51 名で再開
しました。
　その頃、私と子ども達は保護者の
携帯電話を通じて話はしていました
が、なかなか子ども同士のネットワー
ク、連絡手段というものはなかった
んです。だから、子ども達は友達と
久しぶりに会えたことですごく嬉しそ
うでした。私自身も、また子ども達
が集えたということが大きな喜びで
した。

ーその後、河内小学校での学校
生 活 は およそ 1 年 間、2012 年
3 月まで続きました。渡邊先生は、
河内小学校でもクラス担任でした
か？

渡邊　川内小学校 5 年生の担任で
したが、河内小学校の 5 年生も交
流学習で一緒に学ぶ体制を整えても
らいました。河内小学校での学校
生活は、子ども達にとって良かった
面もありました。今までずっと単学
級、同じメンバーで育っている子ど
も達でしたが、河内小学校に行った
ことによって、河内小学校の 5 年生
と出会うことができました。固定化
された人間関係ではなく、新たな友
達出会うことにより、多様性を受け
入れる素地が育まれたのではないか
と考えます。

ー逆に、悪かった面もあります
か？

渡邊　子ども達が落ち着かない、と
いう面です。環境の変化により夜
眠れないという子どももいました。
これまではおじいちゃん、おばあ
ちゃんと一緒に生活して、ある程度、
生活の規律が保たれていたところも
あったと思うんです。それが急に、
地震がきっかけで核家族化もあっ
た。中には、「若い世帯は違うアパー
トに」といった状況になった時、生
活リズムが大きく変わってしまって。
授業中、なかなか起きていられなく
なった子ども達がいました。
　あとは、限りあるスクールバスの
台数で、郡山市内を巡回するため、
早い子は朝 6 時 50 分頃からバス
停に集まる必要がありました。そう
すると今までより 30 分以上早く集
合しなくてはいけない。他にも、お
仕事をなくされた家庭もあったの
で、ずっと家に親がいるという環境
ができてしまった。それによって、
今まで指摘されなかった細かいと
ころまで親に指摘されることになっ
て、子ども達にチック症状が出てし
まったりする事例もありました。
　子どもにとっては、少し放ってお
いてほしいことまで大人が細かく見
過ぎてしまうような状況になったこ
ともありました。
　その部分は、学年の保護者会で
状況をお話して、「ちょっと目をつ
ぶって子どもに任せてあげてもいい
です。ただ、親は最低限、子ども
の健康や生命に関わる部分につい
ては、よく目をかけてください」と
は伝えました。

ーそういった子ども達の変化に気

づいて、指導法を変えたり、接し
方を変えたりしましたか？

渡邊　ずっと気を付けてはいました
が、カウンセリングの意味も込めて、
まずは子どもの話を聴くようにしま
した。授業でも、子ども達同士の交
流・意見発表をしながら進めるよう
な形式をとっていましたが、自分を
表出する機会や、友達と触れ合う機
会を意図的に設けるようにしました。
避難生活をしていると、家族としか
交流がなかったり、狭いコミュニティ
の中に閉じ込められてしまいがちで
す。すると、子ども達の中にも「同
年代の人と話したい」という欲求が
増えてくるので、それを授業の中で
解消してあげたいと思っていました。
　ただ、私としてみれば目の前の子
ども達も大事ですが、当時担任して
いて他の学校に行った子達も担任し
ているという気持ちは変わらなかっ
たので、「この子が中学校に行って
不登校になってるよ」とか、「あの
子が中学校行ってトラブルがあるみ
たいだよ」なんて話を聞くと、そち
らもやはり心配になっていたのは確
かです。

ー他の学校に行った子達とは、ど
のように連絡をして、つながりを維持
していましたか？

渡邊　学校側からは、お便りや電
話連絡。それから、保護者が企画
する定期的な交流会、村で企画す
る夏のイベントですね。この 3 つく
らいは、交流する機会がありまし
た。保護者からも、私がこうしましょ
うかと言う前に、「せっかくだから
あの子達が一緒に集まる機会とか、

川内小で目指したのは、「 川
内に戻ってきてよかったと思
える子ども、川内の学校に通
わせてよかったと思える保 護
者、川内の 学 校に勤めてよ
かったと思える教師」

護者会も行われたのですが、「せっ
かく今落ち着いてんのに、この時期
に戻さなくていいんじゃねえか」と
いう声もありました。「せっかく郡山
で、河内小学校っていう環境で勉強
できるのに」って。それだけ子ども
にとっても保護者によっても河内小
学校の環境はありがたかったのだと
思います。
　でも川内小学校郡山校は 3 月末
日で終わりだから、川内に戻る子は
そのまま川内に家族ごと戻る。一方、
郡山で過ごす人は自分の住んでいる
近くの学校に転校する。中には河内
小学校に区域外で通う子もいまし
た。そういった色んなパターンがあっ
たのですが、私の担任していた子は
3 分の 1 ぐらい、7 人が戻りました。
　ただ、7 人のうち全員が郡山の河
内小学校から来たかというと、そう
ではありません。河内小学校に通っ
ていた子は 4 人です。2 人はいわき
市の学校、1 人は県外の学校に通っ
ていて、「川内に戻るんだったら」と
言って戻ってきた子でした。
　他の学年も同じようなことがあっ
たので、結果的に 60 人近くいた郡
山校の子ども達は 16 名が川内村に
戻ってきて再開となりました。
　私もその時に戻って、川内村の教
員住宅に住み、今度は 6 年生の担
任を受け持ちました。

ー先ほどのお話にあった、学年
便りの作成や、手紙や電話でのや
り取りは、川内村に戻ってからも続
けたのですか？

渡邊　はい。川内村に戻ってからも、
卒業するまでは定期的に行っていま
した。学年便りのパターンも何パター

ンかありましたね。例えば 2012 年
度でいえば、川内村に通う子ども達
向けの学年便りの他に、川内村には
通わないけれども他の学校に通って
いる子ども達向けの学年便り。その
時は川内村に通う子達も 5、6 年生
で一緒にやることもあったので、「5、
6 年生用」と「6 年生だけ用」とい
うケースもありました。

ー避難先にいる子達に送る学年便
りは、何を伝えようと思って作ったの
ですか？

渡邊　まずは、村がどんな状況かと
いうのもありますが、多くはメッセー
ジですね。「今できることをその学校
でやるということが、大事なんだ」と
いう話を書いたり。「次に集まるのが
この時期だから、この時までには皆
で話せるように、情報を集めておい
てね」という感じでした。
　「川内に戻ってきたことがいいんだ
よ」ではなくて、「こういうことをやって
いるよ。でも皆は皆で、今通っている
学校で今やっていることに価値がある
わけだから、そこはあなたも頑張って
ね」というメッセージを込めました。

ーでは、川内に戻ってきた子達、
渡邊先生のそばにいる子ども達に対
してはどういうメッセージを？

渡邊　目の前にいる分、そこはもっ
と具体的なメッセージを伝えました。
日常的な保護者との関わりや、学校
ではこういったことを企画しています
といった特色ある教育活動や、日々
の連絡事項などですね。
　川内村に戻った時、高島仁校長に

川内村
渡邊智幸 先 生
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言われたのは、「川内に戻ってきた子
達にも、絶対に後悔させちゃだめだ
よね」ということです。今でも覚えて
いるのが、「川内に戻ってきてよかっ
たと思える子ども、川内の学校に通
わせてよかったと思える保護者、川
内の学校に勤めてよかったと思える
教師。この三つを頭に入れてやって
いきましょう」と言われたんですよ。
　学年便りでは、「今日はこの子特
集」というのもやりましたね。この
子は今こういうことに興味を持ってい
て、今こういうことをやっている。そ
れはこんな価値があることなんです
よと、教育的な視点で書いたり。そ
うすると親としても、きちんと一人ひ
とりを見てもらえていると感じること
ができる。別の学校ではうまくいか
なかったという子どもも、「川内村に
戻ってきて、将来につながるようなこ
とができている」って思ってもらえた
らなという気持ちでした。

ー震災前後を川内小学校で過ごさ
れた先生としては、「震災があったこ
とによって、地域の人達の学校を見
る目が変わった」と思いますか？

渡邊　もともと川内村は、保護者や
地域住民が学校に対して協力してくれ
る風土がありました。ただ、主体性
は大きく変わった気がします。「保護
者もこれだけしかいないわけだから、
協力しなくちゃいけねえべ」と。今ま
では百何人もいたので、どうしても埋
もれてしまう保護者もいましたが、川
内に戻った子どもが 16 人いた中、そ
の保護者全員から「何とかしようぜ」
という気概を感じましたよね。

ーここからは、先生ご自身のこと
を伺います。震災があったことで、
ご自身の教員生活や考え方にどのよ
うな影響があったと思われますか。

渡邊　原子力災害により通常の教育
計画が通用しないような状況になった
ので、そういう時でも「目の前の子ど
も達の実態を据え、教職員が目標を
共有し、計画を再考する。それが教
員の仕事だ」と考えるようになりまし
た。「そもそも計画ありき」の仕事から

「子どもありき」に変わったと言い
ますか。「子ども達がこうだから、こ
うなってほしいから、この活動をやっ
ている」ということを常に意識する
ようになったと思います。

ーその気づきは、今現在、学校
現場からは離れて教育委員会勤務と
なっても、仕事面で影響を受けてい
ますか？

渡邊　受けていますね。あまり大きな
声で言えないですけれど、「今やって
るこの活動って、何のためにやってん
ですか」って、先生方にいじわるで言っ
ちゃう 時があるんですけれど（笑）。
たとえば、生活科の学習で震災前は
結構、砂遊びをしていたのですが、
今はほとんどしていないんです。「じゃ
あなんでこの生活科カリキュラムに砂
場遊びはないんですかね」と聞いた
ら、原発事故による放射線の影響だ
ろうと。でも実際、ここの状況はどう
か。測っても数値が出ていない。だっ

たら、どうした方がいいんですかね？ な
んて話はありました。こんな風に、今で
も学校でやる一つひとつに対して、「何
のためにやってんのかな」という意識は、
間違いなく持つようになりました。

ーそういった意味でも、震災とい
う経験は、良い意味でも悪い意味で
も大きな影響を持っていたと思いま
す。当時の教員生活・教員業務で、
今まではありえなかったようなこと
や、何か印象的に覚えている経験は
ありますか？

渡邊　ありえなかったことといえば、
避難所運営ですよね。その避難所運
営ですが、一緒に避難所を運営してい
た役場の人達は同じ公務員ですけれど、

「本当に生きるか死ぬかって時の住民
のために、この人達は仕事しているん
だな」ということを、強く実感しました。
ビッグパレットにいる時も行政の方と
関わる機会あって、同年代の職員を
見て、やっぱりそういう気概を持って
やっているんだなと感じました。 そこ
で「じゃあ自分は教育現場で、どんな
気概を持ってやれるかな」というのは、
考えさせられた気がします。
　その経験や気付きがあって、子ども
達 一 人ひとりの背 景や生い立ちは
すごく考えるようになりました。「〇〇
さんは今どんなことに困っているのだ
ろう」「〇〇くんは、今どんな思いや
願いをもっているのだろう」ということ
を考えて、教育活動を創るんです。震
災で子ども達がいろんな状況に追い
込まれて、この子がどんなことを思っ
ているのかなと考えた経験が今、一
人ひとりの子どもを見るということに
もつながっている気がします。

子ども達 一人ひとりの背 景
を考えた経 験が、
現在にも生きている

か、行うことで子どもにどんなメリッ
トがあるのか、という視点は、忘れ
ないようにした方がいいと思います。
　そして、川内村の学校は今、継続・
再開していますが、継続する上でも
学校だけではどうしようもなかった
問題もありました。やはり村や地域
の住民、保護者とうまく連携しそれ
ぞれの立場の「声」に耳を傾けなが
ら「学校」を運営していくということ
が、すごく大事になってくるのかなと
思いますね。

ー最後の質問になりますが、学
校や自治体という組織の記録ではな
く、今回のように先生個人の証言が
記録として残るということに、どのよ
うな意味があるとお考えですか？

渡邊　すごく価値があると思います。
震災に限らず、「先生がこうやって
一人前の先生になりました」のよう
な教育書は少ないんです。先生がこ
ういう経験をして、こういう先生に
なりましたというのも少ない。「今こ
うやって、すごい実践をしています」

ーそういう視点は、震災に関係な
く、これからの学校現場でも必要に
なりそうですね。

渡邊　必要ですね。我々の下の世代で
生産人口が少なくなっているから、
多くの特性を持っている子もどんど
ん活躍できるような社会であってほ
しいと願っています。いろんな特徴
があったり、心の不安を持っている
子に教 師が 寄り添いながら、 誰も
が活躍できるような学校にならなく
ちゃいけないと思っています。

ーでは、ご自身の震災で得た経験
から、次世代の教員に対して何を伝
えたいですか？

渡邊　「学校は子ども達がいないと成
り立たない」ということ、「そもそも今
やっている教育が、こども達一人ひと
りのためにある」ということ、これら
は私自身も見失わないようにしたいな
と思います。国や県から多くの方針が
出される昨今の状況において、そも
そもそれをどうして行う必要があるの

という教育書は多いのですが、そも
そも自分が知りたいのは、「こういう
先生になるために、この先生はどう
いう経験をされて、どういう試行錯
誤をして生きているのか」という部
分であって。そういう本は、なかな
かないんです。でも、先生達もいい
ところは明かしますが、語りたくな
いところは出さないですよね。失敗
したことや、うまくいかなかったこと
も、こういう場所に残してもらえたら
いいなと思います。
　今、双葉郡に勤務されている先
生方には、そういった背景がなかな
か伝わらずに過ごされている方もい
ると思うので、多くの先輩達がどん
なことで悩み、何を考えどんな教育
活動を創造したのかを知るのは、す
ごく意味があることだと思います。
多くを語らずに退職された先生方も
いらっしゃるので、記録を残してい
ただけることは、私を含めた中堅・
若手の先生方にとっても、ありがた
いと思います。

2021年 7月 21日
（ 聞き手／久保田彩乃、千葉偉才也、筑波匡介）

川内村
渡邊智幸 先 生
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ー 2011 年 3 月 11 日、震災当日
のことを教えていただけますか？

落合　当時は大熊中学校の 2 学年
の所属で、特別支援学級の担任を
していました。2 年生の女子 2 人と

3 年生の男子 1 人の 3 人のクラス
だったと思います。地震は、男子生
徒を送り出してほっとしたタイミング
で、職員室でリラックスしていた際
に起きました。
　まず、職員室にいる先生方の携帯
から緊急地震速報が一斉に鳴った
のです。当時は地震がくることを通
知する音だと知らなかったので、「何
だ何だ」とざわざわとしている間に、
大きな揺れがきました。その揺れ

震災当時、大熊町立大熊中学校で特別支援学級の担任をしていた落合志保先生。原発事
故の影響で、地震発生の翌日には、自宅があった広野町からの避難を余儀なくされました。
教員を続けるべきか悩みながらも、避難先の家族と離れ、単身で仮校舎が設置された会津
若松市へ。会津若松での学校生活は、特別支援学級の子ども達の進路に対する考え方に、
大きな変化をもたらしたと語ります。震災から 10 年が経ち、当時の経験は先生にどのような
影響を与えたのか。また先生にとっての「復興」とは何かについて、お話を伺いました。

震災翌日の全町避難
悩 みな がらも会 津 若 松 の
仮校舎へ

広野町出身、中学校教諭。
教 科 は国語。2011年 3
月の震災発生時は大熊
町立大熊中学校に勤務。
2021年度インタビュー時
は、福島県立ふたば未来
学園中学校勤務。趣味は
旅行と読売巨人軍の応援。
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町

を「長い」と感じましたし、何回か
続いたことを覚えています。通常であ
れば揺れが収まるまで建物の中で待
つと思いますが、あまりにも揺れが
激しいので「外に出ないとまずいだ
ろう」と。そこで、みんなで外へと、
ひとまず学校の駐車場まで出ました。

ー揺 れ が あ る 程 度 収 ま っ た
後 、 先 生 方はどのように動いた

大
熊
町
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大熊町は浜通り地方に位置し、田村市、富岡町、
川内村、双葉町、浪江町に隣接している。福島第
一原子力発電所は、大熊町と双葉町にまたいで立
地している。2011 年 3 月時には 11505 人が暮ら
し、町内に大野小学校、熊町小学校、大熊中学校
が立地していた。震災と原発事故以降は、2011 年
4 月から避難先の会津若松市にて小中学校が再開。
2022 年 4 月からは小中学校が閉校し、新たに小
中一貫の学び舎ゆめの森が避難先の会津若松市で
開校。2023 年 4 月には、町内での教育活動再開
を予定している。2022 年 2 月時の住民登録者数
は 10153 人、町内居住者数は 364 人。
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やりとりはありませんでした。大熊
町の様子はニュースで知るという
か、 大 熊 町 民の方が田村 市の体
育館にいるということもニュースで
武内教育長が話しているのを見て
知りました。その後、3 月の末か
4 月の頭だったと思いますが、教
育委員会から招集がかかり、同じ
ように関東へ避難していた先生方
と 3 人で、田村市に向かいました。

ー大熊町に関わる教職員が集め
られ、教育委員会から 4 月以降の
動きについてお話があったというこ
とですよね？ 

落合　そうです。会津若松市で学
校を再開するという内容でした。そ
の時、夫には「もう福島県の教員
は辞めなさい」「福島には戻るな」
と言われていました。自分としても、
会津若松に行くのは厳しいと感じて
はいて、「行かなくてはいけないの
ですか？」と尋ねた覚えがあります。
　どうしようかと思いましたが、招
集された先生達とお会いして、自分
よりももっと大変な被災状況の先
生方が、学校を何とか立ち上げよう
としている姿に勇気をいただきまし
た。子ども達の安否も先生方が様々
な手段を使って確認されていまし
た。すごく頑張ろうとしている先生
方の姿を見ていたら、自分も会津
若松へ行きたいと感じました。
　ただ、「住む場所は避難所かも
しれないよ。体育館などに寝泊ま
りしての仕事になるかもしれない」
とも言われていたので、小さな娘
を連れてくることはできない。夫に
も「辞めるように」と言われていた
し、でも教員を辞めたくはないし、

「どうすればいいのだろう」と、も
やもやした気持ちのまま会津若松
へ行きました。ここで福島の教師
を辞めたら一生後悔するとは思っ
ていました。

ー 4 月の中旬には、会津若松へ
向かったそうですね。

落合　はい。娘の幼稚園の入園式
が終わるのを待って、単身で会津若
松へ行き、当初は駅前のホテルで寝
泊まりをしていました。ホテルでの
生活はアパートを借りられるように
なるまででしたから、1 学期の終わ
り、7 月くらいまでだったと思います。

ー旧会津学鳳の仮校舎に初めて
行った時の印象は、いかがでしたか？

落合　一階が役場だったので、賑
わっているなという印象でした。知っ
ている人に会えるという安心感があ
りました。当時は子ども達の昇降口
の辺りにバスの運転手さん達がいら
して、とてもアットホームな雰囲気で
したね。また、「やはり学校はいい
な」「子ども達と会えるって幸せだな」
と感じました。先生方とも協力体制
が構築されていて、何とか学校を立
ち上げなくてはならないという思い
が、教員同士の結びつきを強くして
いたように思います。子ども達のため
に、という感じでした。

ー子ども達の様子はどうでした
か？ 仮校舎のスタート時から、特
別支援学級も設置されたのでしょう
か？

落合　校長先生から、「特別支援学
級の子ども達も、来るから」と言わ
れていました。前の年に私は知的障
害のクラスの担任だったのですが、
もう一つ、情緒障害のクラスもあり、
それらを 1 クラスにまとめるという話
でした。だから、「会津若松に来てく
れないと困る」と言っていただいて、
それはそれでありがたいと感じたとこ
ろもあります。
　私が合流したタイミングでは、1
年生の女の子が 2 人、2 年生の男
の子が 1 人と 3 年生の女の子 2 人
の計 5 人でした。人目を凄く気にす
る生徒がいて避難場所から会津若松
の学校までバスに乗って来られるだ
ろうかと思いましたが、ちゃんと通っ
てくることができていました。皆、何
か覚悟を決めて頑張らなくてはなら
ないと思っているのか、今までとは
ちょっと違う雰囲気でしたね。ただ、
避難生活によって、だいぶ疲れてい
る子も見受けられました。

ー 2 学期以降、学校の様子や先
生ご自身の生活に変化はありまし
たか？

落合　アパートを借りられるように
なったので、娘を埼玉から会津若
松へ呼び寄せて、2 人暮らしを始め
ました。学校では通常給食になり、
生徒が制服を着用するなど、だんだ
んと学校らしくなっていきましたね。
著名な方など色々なゲストが学校に
いらして、コンサートをしてくださっ

「感謝の気持ち」を大事に
特別支援学級の生徒にも
変化

のでしょうか？

落合　壊れているところがないかな
ど、校舎の点検をしました。給食室
はわりと新しかったのですが、水道
が破裂していて使える状況ではあり
ませんでした。耐震工事も行ってい
たのですが、（校舎の）壁にひびが
入っていましたし、新しく作った印
刷室も扉が開かない状態でした。あ
の日は金曜日で、給食の先生が「月
曜日は給食を出せないね」「お弁当
ね、先生達」と話していたことを思
い出します。
　また、揺れも激しかったですし、
消防署か消防団の車が鐘を鳴らし
ながら走っていたので、津波がくる
のかもしれないと感じていました。
もしかすると原発も危ないのではな
いかと思いましたが、まだそのとき
はあまり現実的ではありませんでし
た。ただ、津波がくるとなると、自
宅が海に近い先生は帰った方がよい
のではないかという流れになり、帰
宅される方と学校に残る方に分かれ
ました。私も比較的、自宅が海に近
い方だったので、帰ることになった
気がします。

ー広野町の自宅までは、スムーズ
に帰ることができましたか？

落合　いえ、スムーズに帰ることは
できませんでした。まず、校舎を出
たところで水道管が破裂していまし
たし、道路は亀裂が走ったり盛り上
がっていたりしていて、いつものルー
トでは帰れないなと。そこで抜け
道を探そう探そうと思いながら車を
走らせていたら、気がつくとイチエ
フ（福島第一原子力発電所の通称）

の前にいました。ものすごくサイレン
が鳴っていて、イチエフで働いてい
る方々が次々に外へ出てきていると
ころでした。
　その時、ラジオを流しながら走っ
ていたのですが、アナウンサーの方
が「車を運転している人はすぐにや
めてください」「津波がきているの
で絶対に命を守ってください」とい
うようなことを叫んでいました。普
段、 穏やかに話をしている方が、
尋常ではない声で、絶叫するような
感じです。
　「何、何」って、もう全然わから
なくて、富岡辺りの川の水位が高く
なっていることに気付いたのですが、

「何でこんなに水位が高いのだろう」
「雨がすごかったのかな」なんて、
とんちんかんなことを思いながら、
車を走らせていました。それでも家
には帰れず、第二原発の前は橋が
落ちていましたし、通れないから道
を変えて、さらに変えてというような
状況だったと思います。車に乗って
いる間も、車体がバウンドするほど
余震で揺れました。そして、ふと気
がつくと外はもう暗かったです。
　その後、どこをどう通って帰って
きたのかよくわからないのですが、
いろいろな道を通りつつ国道 6 号に
戻ってきたのでしょうね。私は、国
道 6 号をくだってお地蔵さんがある
辺りから旧道に入って帰るのですが、
そこで地元の消防団の方に止められ
ました。「津波がきているからこの道
は通れない」と言われ、結局、家ま
では帰れず、避難所となっていた福
祉センターへと向かいました。

ーそこで、 ご 家 族 に は 会 え ま
したか？

落合　はい。それが何時だったの
か分かりませんが、避難所に向かう
前、娘が通っていたを保育所へ着い
た頃には、すでに辺りは真っ暗でし
た。保育所の中も真っ暗で誰もいな
くて、電話も通じないし、どうしよ
うと思った時に、誤作動だったよう
なのですが、私の父親から空メール
が届きました。それで「大丈夫だ、
生きている」と思い、「自分は福祉セ
ンターにいます」と送ったように思
います。そこで、父と父が連れてき
てくれた娘に会えました。
　父に自宅の様子を聞くと、電気も
止まっていないし、津波もきていな
いという話で、父は戻りたがってい
ましたが、引き留めて、一晩、避難
所に泊まりました。

ー翌日の 3 月 12 日には避難指
示が出たということですが？

落合　そうです。町から西か南へ避
難せよという指示が出たため、父と
私と娘で、いわき市の親戚の家へ向
かいました。何日ほどいたのか、正
確な日数は忘れてしまったのですが、
東北新幹線が走るようになるまでの
数日間を過ごしたのだと思います。
新幹線が走るようになったときに、
埼玉に住んでいた夫が迎えにきたの
で合流し、埼玉へと避難しました。

ーその間、大熊中学校とのやりと
りはありましたか？ また、大熊町
の教育委員会からの招集は、いつ
頃でしたか？

落合　卒業生から安否を問うメー
ルなどは届きましたが、学校との

大熊町
落合志保 先 生
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た対応というか、そういった関わり
を持つようになったことが大きく変
わりました。生徒と保護者の方に自
ら、支援学校や専門学校等の見学
へ行ってもらうことは、これまでの
環境ではしていませんでしたから。
　震災があったかどうかに関わらず
ですが、特別支援教育は難しいな
と思います。保護者の方の思いと、
本当にその子に適した学びが一致
しないこともありますよね。できな
いからといって、 生 徒の代わりに
何でもやってしまうのは違う。やは
り、自分でできるようにお手伝いを
して、自立させてあげないといけな
い。特別支援学級の子ども達にとっ
て、自立に向けて学ぶべき場所で
学ぶということが、とても大事なの
ではないかと考えています。

ー先生は、大熊中学校にはいつ
頃から勤務されていたのですか？

落合　2004 年からなので、産休や
育休の期間を入れても、10 年です。
長いですね。武内教育長に配慮いた
だいたことを感謝しています。
　今考えると、武内教育長だからこ
そ色々できたところがありました。図
書教育に熱心な方で、仮校舎の本を
はじめ、大熊の教育に予算を割いて
いただき、本当にありがたかったで
す。武内教育長は「やはり図書は必
要だから」とドンっと予算を割り当て
てくれました。だからこそ、本が好き
で、知識も豊かな子ども達が育って

いるのだろうなと思います。そのこだ
わりはやはり大事なのだろうなと。

ー仮設校舎に司書をきちんと置
いた図書室があるというのは、独
特でしたね。それができたという
のは、やはり武内教育長を含め、
大 熊 の 教 員の 思いが 強 かったの
だろうと思います。

落合　そうですよね。司書さんが
いるなんてあり得ないのでしょう
ね。普通の学校だって難しいこと
もあるのに。司書さんがいるから
いつでも本が借りられる。 新しく
て魅力的な本がたくさんある。だ
から子ども達が図書館に来る。本
が好きになる。たまに「昔購入し
た本があるのだから新しい本を買
わなくても良いのでは？」という方
もいるのですが、子ども達はやは
り新しい本を手に取りたいのです
よね。
　本を好きな子の中には、なかな
かうまくコミュニケーションが取れ
ないという子もいますが、そうい

う子ども達の居場所もがちゃんと
作られているというのは、いいです
よね。武内教育長は、やはりすご
かったなと思います。

ー震災直後の経験は、先生の教
員人生に影響を与えましたか？

落合　影響は、大きくありますよね。
やはり、自分は福島で教員がしたい
のだなと。そこは変わらないのだと
感じました。夫は埼玉にいるので、
今後の生活をどうしていくかとか、
家族の形としてはちょっといまいち
かもしれないとか、考えなければな
らないことは沢山あるのですが、そ
れらを飛び越えて、ここで教員をや
りたいんだという気持ちがはっきり
としました。
　それから、生徒や保護者との関わ
り方なども、変わったように思います。
もっと生徒の将来を見据えてやって
いかなくてならないとか、言いづらい
ことであっても生徒のためであれば、
保護者の方に伝えなくてならないと、
思うようになりました。

　また、当時一緒に働いていた先生の
中に、私と同じ高校の出身の方が何名
かいらして、その方達との結びつきが
今でもとても大きいです。その先生達
に会うとすごくほっとします。

ーやはり教員として、教師として、
様々な影響を受けたのですね。

落合　教師として……、何でしょう。
うまく話すことができないのですが、
どうしても双葉郡をひとまとめにして
震災 10 年を語られがちですが、同じ
双葉郡の町民同士でも震災後の経験
というのは、全く違います。それによっ
て人々の考え方も全く異なる。とても
難しい問題だと感じています。
　私は大熊町と一緒に会津へ行きま
したので、子ども達のことを思うと、
故郷に帰れるということは、涙が流れ
るくらい嬉しいことだなと、そう思い
ながら帰ってきました。けれど、こち
らで生活されていた方達の中に、避
難生活等ですごく傷ついてきた方もい
ます。乱暴な言葉を使ってしまう子ど
も達や不満を多く抱えている保護者の

震災10年を語る難しさ、
「復興 」の辛さ、町に子ども
の声のある嬉しさ

たり。そういうことがすごく多かった
です。
　また、先の見えない、これからど
うなるのか分からないという状況の
中、大熊の子ども達と福島の先生達
と、会津で生活をしているというの
は、自分にとっても心の拠り所となっ
ていたかもしれません。

ー大熊町の先生方にも、兼務事
例はあったのでしょうか？

落合　ありませんでしたね。大熊町
は最初から仮校舎を立ち上げていま
した。兼務で本当に大変な思いを
されたという他の自治体の先生方の
お話を聞くと、ありがたかったと感
じています。これまで一緒に勤めて
きた先生方と一緒に働けるというの
は、本当に幸せでした。

ー 2011年度というのは 1 学期
がまさに激動で、また年度を通して
落ち着かない雰囲気だったのでは
ないかと思いますが、いかがでした
か？

落合　たしかに、2011年度はとて
も落ち着かない年でしたね。生徒は
たくさん戻ってきたのですが、家族
で戻ってきても保護者の方の働くと
ころがなく、再び出ていくなど、出
入りは激しかったです。おぼろげな
記憶ではありますが、2012 年度に
なると落ち着いてきたのかな？ そう
ですね、出入りによる変動は減って
きていたように思います。

ー大熊町の学校は、早い段階で

運動会や文化祭等の学校行事を再
開したイメージがあります。

落合　旧会津学鳳の校庭は使えない
などの制約はあったのですが、鶴ヶ
城体育館で体育をやったり、文化セ
ンターをお借りして文化祭をやった
り、色々と他の施設を使わせていた
だくことができて、ありがたかったで
す。他の学校に比べれば、学校行事
にも取り組めていたかもしれません。
　また、大熊の子ども達に感心した
のは、心の温かい子たちが多かった
ということです。先生達が「感謝の
気持ちが大事だよね」と言い続けて
いたからかもしれませんが、助けて
いただいたから恩返しをしなくてはい
けないというような、そういう気持ち
をものすごく感じました。

ー特別支援学級の子ども達はど
うでしたか？ 今まで住んでいた町
とは異なる場所での学校生活で、
環境に影響されること等はありまし
たか？

落合　そうですね。やはり将来のこ
とを真剣に考えなくてはならない状
況になったというのが、だいぶ違っ
たのではないかと思っています。進
路の選択肢が、双葉郡にいたときよ
りも増えましたから。例えば、支援
学校に進みます、高校に行きます、
専門学校に通いますといった学校
の選択肢だけではなく、会津にとど
まるのか、郡山、いわきに引っ越す
のかという地区の選択肢も増えまし
た。子ども達は「今のままじゃ駄目
なんだ」と進路に対する考え方が変
わったのではないでしょうか。
　保護者の方とも、進路を意識し

大熊町
落合志保 先 生
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ー震災学習などによって、この地
域で育ったのであれば愛着を持って
ほしい、復興のため尽力してほしい
というようなことを、体験も記憶も
ない子ども達に担わせることになる
のは苦しいですよね。

落合　重いですよね。子ども達にこ
の地域の全ての希望を託しているよ
うで、すごく苦しいなと思ってしまい
ます。

ー先生ご自身は、ご自分が「復興
した」と感じますか？ 

落合　会津にいた時には、帰ること
が「復興」なのではないかと思って
いました。こうして広野町に帰ってき
ましたから、そこは幸せかなと。子
どもも大きくなって、親も年を取って
きて、また別の大変さはありますが。
　ただ、何か「復興」という言葉が、
すごく辛いのですよね。この10 年間。
年を重ねる度に。こんなことを言って
は駄目なのですけれどね。子ども達
は順応が早いから、「復興」を受け
入れているのかなと思いますが、私
はよく分からなくなる時があります。

「復興」とはどこまでなのか、どうい
うことなのか。
　ただ、子どもの声すらも聞こえな
い町だった当時を考えると、ものす
ごい「復興」ですよ。避難解除後
に帰ってきても、おじいちゃんとお
ばあちゃんしかいなくて、皆がマス
クをしているから誰なのかも分から
ないし、生活をしている人はわずか
だし。当時は全てが止まっているよ
うな、そう、時が止まっているよう
な感じでした。
　だから娘と一緒に広野町へ帰って

方もいます。自宅に戻ってきてもとて
も大変な思いをされている方もいるの
だろうと思います。
　だから、何でしょう。自分なりの
考えは持っているのだけれど、口に
してはいけないような気持ちになる
というか。保護者の方達にも色々な
考え方がありますから、なかなか言
えないというか。より苦労をした方
達が「大変なんだ」とか、「（自分の
町にはまだ）帰れないんだ」と話す度、
確かにそうですよねと思います。私は
恵まれていると思います。だから、何
も言えなくなってしまう。それぞれが
それぞれの悩みを、周囲に言葉とし
て発することが難しい環境になってい
るように思います。

ーこれから震災を経験していない先
生方も増えてくると思いますが、その
点はいかがですか？

落合　あまり考えていません。もう 10
年経ったのだから、震災のことばかり
言っているのも違うのではないかなと。
でも、私達は震災からフェードアウト
することは許されない。だから苦しい
なと感じることもあります。震災を経
験していない側としている側、お互い
に苦しいですよね。
　子ども達だって、当時とは全く違う
子達が通ってきています。今の中学生
には、当時のことを覚えていない生徒
も多いです。もちろん、覚えているエ
ピソードもあるとは思いますが、そん
なに覚えてはいないのです。私の娘も、
当時のことを作文に書いてけと言われ
ても覚えていないんだと言います。でも、

「いいと思うよ、忘れることも大事だ
よね」と感じます。

きた時、勤務した広野中には、わり
と子ども達も増えてきていて、翌年
の 1 年生は 30人以上で 2 クラスで
したし、賑わいが戻ってきたと思え
て嬉しかったですね。「子ども達がこ
んなにいるぞ」と。高校ができた時
にも、高校生が町を歩いているとい
うだけで、わくわくしていました。子
どもの声があるだけで、町の雰囲気
が全然違う。子どもの声が聞こえる
という当たり前が、本当にすごいな
と思っています。

2021年12 月27 日
（ 聞き手／久保田彩乃、千葉偉才也）

ーまずは 2011 年 3 月 11 日に所
属していた学校と、当日何をして
いたかについて教えてください。

小林　3 月 11 日は卒業式当日で、
私が大熊中学校に着任して 1 年が
経つ頃でした。卒業式は午前中に

終わったのですが、式に参加できな
かった卒業生が何人かいたため、午
後にその子達のための卒業式第二
部をしました。それが終わったのが
午後 2 時頃で、その後に職員も混
じって体育館で写真を撮って、「特
に何もなければ、今日は定時で退勤
しましょうね」と職員室で話してい
た時、地震が発生しました。ものす
ごい揺れでしたね。誰かが「テレビ

（地震速報）をつけて」と言ったの

震災当時、大熊町立大熊中学校の教務主任だった小林正和先生。原発事故により、大熊
町全域に避難指示が出されたことで、大熊中は町内での学校再開を諦めざるを得ませんで
した。大熊中が会津若松市の仮校舎で学校を再開するにあたっては、当時、「唯一の成
功事例」と呼ばれた程、多くの生徒達が戻ってきました。予想を上回る人数に喜びながら、
教務主任として施設の調整に苦心する一方、ゼロからの学校作りについては、「クリエイティ
ブな仕事は、楽しかった」と振り返ります。時間がない中でも、生徒達と向き合う時間
も作ることができたという当時の工夫についても、お話を伺いました。

2 回目の原発の爆発で、
避難が現実のものに

南相馬市原町区出身、中
学校教頭。教科は数学。
2011年 3 月の震災発生
時は大熊町立大熊中学校
に勤務。2021 年度イン
タビュー時は、南相馬市
立原町第一中学校勤務。
趣味はドライブ。

小
林
正
和
先
生

こ
ば
や
し
・
ま
さ
か
つ

大
熊
町

で、私がテレビまで走りました。も
しそこで走っていなければ、自分の
席の後ろにあった本棚に潰されて、
おそらく私は亡くなっていたでしょ
う。私の席の机上にあったパソコン
は、潰れて壊れていましたから。
　実際、揺れによって机や棚に挟ま
れ、動けなくなっている職員もいま
した。それでしばらく「本当にいつ
まで続くんだ」という状態が続いて、
少し揺れが収まった隙に、皆で外に

大熊町
落合志保 先 生
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の爆発が起こる 14 日までは本当
に、「これで生活できるから、避難
しなくてもいいかな」と思っていま
したね。
　そんな中、14 日の昼間に石神一
小へボランティアに行った時、原発
が「もう爆発する」か「 爆発した」
かのニュースが流れて、音も確かに
聞こえました。これはまずいなと
思って、お昼頃、伊達市保原町に
嫁 いだ 姉に、「何日かだけでも泊め
てくれないか」と連絡しました。うち
の 妻 は 秋 田 が 実 家 だった の で、
いず れは秋田まで車で行くから、
段取りがつくまでお願いできないか
と。ガソリンもありませんでしたしね。
それで14日 の午後、姉 の ところに
避難しました。

ーその間も、大熊中とは連絡を取
り続けていましたか？

小林　教頭とは常に連絡を取って
いましたが、後から教頭に聞いた
ところ、12 日の未 明には大 熊 中
のグラウンドにバスが手配されて、
どこに行くかも訳も分からない中、

「とにかく全員乗れ。とにかく西に
逃げるから」という状況だったそう
です。その後、大熊中は立ち入り
禁止になって、誰も戻ることができ
なくなってしまいました。
　 私の方は、 姉のところで 2、3
日過ごし、「どこどこのガソリンス
タンドで、入れられそうだ」という
Twitter などの情報を頼りに、車
に毛布を詰め込んでガソリンスタン
ドに並びました。待っている間はエ
ンジンを切って毛布にくるまり、な
んとかガソリンを満タンにすること
ができました。そうして秋田に行っ

たのが、18 日か19日頃。 秋田で
もガソリンはやはり並ばないと入れ
ないような状況でしたが、それも
数日で解消して、あとはもう普通
の生活が送れましたね。

ー いつ頃まで秋田にいましたか？

小林　教育委員会から、「3 月 31
日に、職員は田村市に全員集合する
ように」という招集がかかるまでで
す。招集は、「全職員必ず来るよう
に！」という強い指示でした。そして、
田村市の公民館のような場所に大熊
町の幼小中の職員が集められて、「会
津若松市の河東の、廃校になった学
校を借りられることになった。そこで
大熊の子ども達の教育をするから、
先生達も協力してくれ」という発表
がありました。幼稚園はどうだった
か憶えていないのですが、小中は同
じ校舎で、例えば 1 階が小学校、2
階が中学校といった感じで学校を開
くという話でした。今後、全国にア
ナウンスをして、子ども達を集めるよ
うにするからと。
　私はその何日か前に、教頭から「会
津に行く方向で話が進んでいるから」
と聞いていたので、その時点で会津
のアパートを確保していました。ネッ
トだけで見て、まあこの辺でいいや
と。ところが、学校は河東という場
所で、私が借りた門田のアパートか
らは 40 分くらいかかるところでした。

寝るところがないよりはいいかと思い
ながら、最初はそこに家族と共に住
む考えでしたが、当時小学 6 年生と
中学 3 年生になるところだった子ど
も達は、通学の事情で秋田の学校に
通わせることにしました。妻も秋田に
行きましたので、私はそこから４年
間、単身での生活が続きました。

ー河東にという発表を聞いた時、
小林先生も含めて、先生方の反応は
どうでしたか？

小林　そこまでは、「自分が生きるの
に必死な 2 週間」でした。私も秋田
に行っていましたが、「自分だけ秋田
になんか避難していて、いいんだろう
か」という思いは抱えていましたね。
放射線の関係で戻れないという物理
的な問題もありましたが、自分だけ逃
げていていいのかなという思いがあっ
た中での招集でした。他の先生方の
中でも、戸惑いの声が多少はありま
したが、「やるぞ、一緒に」と意気込
んだ方が多かったと思います。

ーこういった緊急事態時や避難
先では、教員の役割が明確でなかっ
た部分もありましたね。

小林　聞こえてきた話ですと、 南
相馬市の当時の市役所幹部からは、

「このような緊急時には、教職員も
市職員と同じように災害対応にあ
たってもらいたいものだ」と言われ
たこともあったようです。まぁそう
ですよね。市の職員さんは本当に
不眠不休でやっていたでしょうし、
我々はやはり子どもがお客さんなの
で、お客さんが目の前にいないと

仮設校舎での再開を果たし
た学校の中で、唯一の成功
事例　学校の方針を明示し
たことが鍵

脱出。そこで車のエンジンをかけて
ラジオを聞いて、情報収集するとい
う状況が続きました。

ーラジオで状況を確認した後、先
生方はどのように行動しましたか？

小林　まずは、体育館が避難所とな
り町民が大勢来るだろうと予想し、
学校にあるだけの灯油、毛布、乾電
池等を、体育館に集めることにしま
した。それを集める班と、校内の被
害状況をざっと確認する班に、先生
方を分けました。それが夕方 5 時頃
まで続きましたね。もうその頃には、
津波が来るというニュースが届いてい
ました。それこそ、一番被害があっ
た浪江の請戸あたりの職員もいたの
で、その人達にはもっと先に自宅を
確認しに帰ってもらっていました。
　私の家は原町で、「そんなに急ぎ
なこともないから」ということで帰ら
ず、とりあえず作業の途中で自宅に
電話をしました。息子は石神中学校
の生徒で、「この時間は家にいるはず
だよな」と思いながらも、なかなか
電話が繋がらなくて心配でした。何
回目かでやっと繋がって、自宅にいて
特に怪我はしていないことが分かり
ました。「この後も地震が続くから、
なるべく物が落ちてこない所にいて、
母親が帰ってくるまでなんとか自分で
頑張れ」と伝えました。電話が繋がっ
たのは、その 1 回だけでした。
　その後、色々なことが落ち着いて
きた頃、私も自宅を確認するため学
校を出ることができました。

ーその時間帯に自宅へ戻る途中、
地域の様子も何かおかしいと感じま

したか？

小林　そうですね。ただ、5 時の段
階では、津波のニュースはありまし
たが、「原発が危ない」というニュー
スは出ていなかったと思います。大
熊中は門の近くに東電のアパートが
あって、その人達が外にキャンプ道
具をどんどん出しているのを見かけ
たのですが、そこで皆さんが割との
んきというか、冷静に過ごされてい
たので、「東電の人達がこれくらい
の感じでいるんだから、大丈夫なん
だろうな」と思っていました。
　ところが、山麓線（県道 35 号線）
に行こうとしたら、大野駅の北側の
跨線橋に 10 センチ程の段差ができ
ていました。「渡っても大丈夫なの
かな」と思いながらも、1 台が行っ
たら次の 1 台が行って……という暗
黙の了解ができあがっていて、私も
しばらく待ってから、怖いと思いつ
つ通りました。すると今度は、双葉
のバラ園付近の山麓線で道路に 1
メートルくらいの段差ができていま
した。「あ、だめだ」と思って進路
を変え、双葉の町中から双葉の旧
国道に入ろうとしたら、その手前で
消防団に止められました。「津波が
来るから、もうこれ以上こちらには
行けない」と止められて。「まさか、
双葉駅周辺まで津波が来るわけない
よ」と思いつつ指示に従いました。
それで今度はそこから一回も通った
ことない、浪江の山道に入っていき
ました。これも偶然なのですけれど、
その 3 日程前に自分の車に携帯型
のナビを付けたばかりでしたので、
なんとか抜けられました。
　その後、小高に入ったあたりで、
動いている自動販売機を見つけまし
た。そこで、家族分の水分を買え

る分だけ買いました。そして小高か
ら原町に入る道でまた消防団に止
められて、今度は小高の町中を経
由して、結局、何もなければ大体
30 分で帰れるところを、2 時間半
かけて帰りました。帰宅は夜 8 時に
近かったですね。

ーその日は、そのまま自宅で過ご
したのですか？

小林　はい。自宅に着いてから教頭
に連絡を取りましたが、すでに避難
指示が出ていたこともあって「もう
帰って来なくていい。家のことやって
くれ」と言われて、家で過ごしました。
翌日になったら、原発が爆発してい
ました。その状況では学校にも戻れ
なくなりましたので、家で多少の避
難の環境を整えてから、「少しボラン
ティアでもしてくるか」と、ボランティ
アセンターに行って腕章をもらいまし
た。石神一小や石神中を手伝うよう
に指示されて、物を配ったりしていま
した。そこには、小高や浪江からの
避難者が多かったようです。石神中
は校舎まで避難所に使っているよう
な状況で、「うわあ、大変だ」と思
いましたね。

ー原町に関しては、ある程度、地
震の被害や沿岸部の津波がありなが
らも、自宅できちんと過ごせる状況
にはあったのですね。

小林　はい。私の家は幸運なこと
に、電気もたしかその日のうちに復
旧しました。水道は 2 日くらい止
まったので、近くの実家まで何度か
井戸水を汲みに行きました。2 回目

大熊町
小林正和 先 生
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んだなと思いました。
　そこで、これも自分達で考えたので
すが、学校再開までの道のりを 3 つ
のステージに分けました。第 1 ステー
ジが 4 月 19 日までで、とにかく学校
の体裁を整える期間。ステージ 2 が、
5 月の連休まで。学校らしいことをし
ながらも、まだ避難物資を片付けたり
しないと教室にならなかったりもした
ので、半分授業、半分ボランティアを
する期間。新 2、3 年生については、
前年度 3 月の 2 週間分くらいの授業
が終わっていなかったので、とにかく
5 月の連休までになんとかそれを終わ
らせようとしていました。
　ステージ 3 で、ようやく1 か月遅
れで該当学年の授業をスタート。そ
の頃には給食も完全給食が出せるよ
うになっていました。ただ、しばらく
は 1 時間目ができませんでした。ス
クールバスの段取りがうまくいかず、
全員揃うのが 8 時半、9 時近くになっ
ていたので、授業を始められるのが 2
時間目の時間になってしまって。6 時
間目までやっても、中身は 5 コマです。
1 日に 5 コマでやりましたが、余計な
行事が何もないので、年度末までに

は追いつきました。
　一方で、中体連、いわゆる運動部
の地区大会はどうするのかという話が
出て、結局は会津の中学校の地区大
会に混ぜてもらいました。そこそこ強
い部もあって、テニス部は優勝したの
ではないかと思います。

ーでは、部活動も連休明け頃から
徐々に再開できたのですね。

小林　部活も結局、できる部とでき
ない部がありましたが、3 年生が引
退する中体連までは大体全ての部が
活動できましたね。中体連が終わり、
1 学期が終わって、家族の都合で転
出する子が結構いたのでそれまで。
そういう子達は、とりあえず行くとこ
ろがないから会津に集まったけれど
も、1 学期を区切りに親の仕事の関
係でそっちに行くということが多かっ
たと思いますね。学期ごとに、子ど
も達の数は減っていきました。

ー 2012 年度も、継続して教務を

されていますね。12 年度には、また
学校の様子は変わってきましたか？

小林　12 年度になると、スクールバス
の体制等も整ってきたので、少し早め
に授業をスタートできるようになって、
6 コマできるようになっていました。前
年に続き、2 年目も文化祭は行いまし
た。運動会は、震災前から続く町民運
動会でしたね。よさこいの鳴子などの
小物や衣装は、1年目の時に無理を言っ
て、大熊まで取りに行った物でした。
大熊町が 4 月の十何日かで立ち入り禁
止区域になるという期限があったので、

「持ってこられる物を持ってこないと、
こっちで授業ができなくなるから、行く
べ」と言って、2、3回に分けて取りに行っ
て。でも衣装の数は足りなくて、会津
の方に鯉のぼりを寄付してもらって、何
個か作り足したりはしましたね。よさこ
いは、子ども達も思い入れがありまし
たから。
　また、2012 年度の前半には、会津
短大の脇に校舎を建設する話があがり
ました。そちらの設計をどうする、レ
イアウトどうするというような話も、私
と教頭が中心になって進めていました。

スタートした “ 寺子屋 ”は 、
子ども達 の「学校 に来た い
気持ち」が 燃 料

何もできない人達でしたから。確
かにそう言われてもしょうがないと
は思いましたね。

ーその間、大熊の学校に所属し
ている子ども達への連絡は、各学
年の先生方が中心となって行った
のでしょうか？

小林　はい。学級担任が主に連絡
網で把握している電話番号にかけて、
所在を確認していきました。あとは、
大熊町内に住んでいた職員の中に
は、町民と同じバスに乗って、行く
先々の避難所で炊き出しをしたり、
おにぎりを握ったりしながら、ずっと
子ども達と行動を共にしていた人も
いました。そういった職員の中では、
行く先々で近くの避難所回りをず
いぶんしていたようです。 生 徒の
家 族も集まって移動しているので、
回って声をかけたり。

ー では、会津若松市の河東での
仮校舎の再開、設置まで、どのよう
な動きがあったのでしょうか？

小林　会津に決まった一つの背景と
して、当時の会津若松市長の親族
が大熊町に在住していたという繋が
りがあったと聞いています。受け入
れ態勢が徐々に整って、私達が行っ
た時には、「支援の文房具、ランド
セルや小間物が、大体集まってきて
いるんだ」と見せてもらったことを
憶えています。机や椅子もだんだん
来るんだ、なんていう話も進んでい
ましたね。
　暖房設備などは、廃校以前に使っ
ていた物は全て使えない状態になっ

ていたので、業者さんを呼んでまた
使えるようにしてもらったり。池もも
はや酷い状態になっていましたし、
溝さらいもしました。最初のうちは本
当にもう、暖房がそれほどなかった
ので凍えていましたね。
　なんとか学校らしくなってきたかな
という頃、全国に仮校舎での再開を
アナウンスしたら、「じゃあ戻る」と
言った子達が100人を超えたのです。
そうなると、「この校舎のキャパでは
小中一緒にはできない」となって、
旧若松女子高校の校舎に移ることに
なりました。つまり私達は、2 回も
学校作りをしたということですね。

ー教育委員会の予想に反して、多
くの子ども達が集まったということで
すね。

小林　そうですね。あの当時は、唯
一の成功事例だと言われました。町
としてきちんと方針を出して、「ここで
やるから来てくれ」といち早く言った
のは、大熊だけでしたから。他の町
村では方針が決まるまでにやや時間
がかかってしまいそのうち散り散りに
なってしまったような印象でした。
　大熊町の教育長さんが後で話して
いたのは、「町長から、教育のことは
教育長に任せるから全権を持ってやっ
てくれと言われたので、動きやすかっ
た」ということでした。

ーその後、4 月 19 日に中学校の

始業式が行われましたね。どのよ
うなお気持ちでしたか？

小林　学校が私達の仕事場なので、
「あ、学校ができる」「あ、子ども達
が来た」という喜びが大きかったです。
教育長さんが「寺子屋からのスター
ト」とおっしゃったように、やれるこ
とは限られているけれども、とにかく
学校はできるなと。
　でも、本当にゼロからのことばかり
でした。日課表にしても、どういう日
課表にするんだとか。最低の学校の
体裁を整えるために、何がなくてはい
けないのかを考える。平常時に私達
がしている仕事は、学習指導要領や
教育計画に基づいているわけで、い
わばルーティ－ンのこともが多くて、
クリエイティブな部分は少ないですよ
ね。でも「寺子屋」では毎日が工夫
の連続でクリエイティブ。クリエイティ
ブな仕事は、結構楽しかったかもし
れませんね。ある程度の苦しい時期
を吹っ切ってしまったので、「じゃあも
う、自分たちのアイデアで学校作ろう
ぜ」という雰囲気が楽しかったのかも
しれません。

ー学校生活がスタートして以降、
子ども達の様子で何か印象的なこと
はありましたか？

小林　子ども達は本当にもう、学校
に来たくてしょうがなかったという感
じでしたね。学校に行けなかった期
間も、最初のうちは楽しかったでしょ
うけれど、3 月後半頃からは呼んでも
いないのに準備中の仮校舎に現れて、

「何かやることないですか」と、掃除
を手伝ってくれたりとか。本当に、学
校に来たかったんだな、勉強がしたい

大熊町
小林正和 先 生
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ー当時のそういった経験は、小
林 先 生の教員人 生の中に影 響が
ありましたか？

小林　ありましたね。ダメな理由を
探さなくなったというか、できる方法
を探すようになったというか。先程
も言いましたが、我々の仕事はルー
ティーンが多くて、1 年ルーティーン
だったり、3 年ルーティーンだったり
で繰り返しているので、ああやれば
こうだったから、こうやればできるん
じゃないみたいなものには強いので
す。一方で、状況が変わると、「え、
前まではこうだったから」というよう
なことを言いたくなってしまいます。
でも、「それ言ってもしょうがないか
らどうするか、どうやったらできるか
考えっぺ」と。そういう意識が、あ
の 2 年間で自分自身の中に根付いた
気はしますね。
　また、その当時は、これはやらな
くていいねとか、この調査は必要な
いねと見直していったことで、本当に
仕事がスリムになって、子ども達に
向き合える時間ができました。結局、
1 時間目をやらなくても授業の標準
時数をクリアできたのは、そういう余
計なことがなかったからです。子ども
と正面から向き合って、やれる時間
だけを取り出していくと、本当にコン
パクトになります。
　だから逆に、この震災後の 10 年
の間で、これもできるようになりまし
た、これも復活しましたといったこと
で、子どもと向き合う時間が少なく
なっていったような気がしてしまいま
す。「あの時にあれだけ、何が必要な
のかを考えて、必要なものだけ残して
いい感じになったのに。また結局元に
戻ったよね」と思うことはあります。

2012 年の後半も、それで忙しかった
ですね。

ー 2011年度と比べて、生徒達の
変化は感じましたか？

小林　2012 年度になると、元の大熊
中を知らない子が、実は半分を超える
んですよ。新 2 年生も、大熊町の大熊
中学校で過ごしていないし、新 1 年生
はもちろん過ごしていない。だからその
頃になると、子ども達も「会津のネイティ
ブの子ども」になっているので、「大熊
町の大熊中学校の時は良かったよね」
という考えは、根っからないですよね。
仮設校舎で過ごすのがデフォルトになっ
ているので、悲壮感が漂っているという
のはなかったと思います。むしろ我々の
方が、「あっちでこうしたら、これがあっ
たのにな」というのを、引きずっていた
かもしれません。理科の実験器具など
は、本当に手厚く、新しい物を新品で
全部買っていただいたのですけれども。

ー子ども達と接する際に、何か気を
つけてたことはありますか？

小林　子ども達も、どの教員も言って
いたことは、「寺子屋からのスタートだ
けれど、寺子屋を言い訳にしないよう
にしよう」ということでした。どうせダ
メだからと最初から諦めるのではなく、
文化祭にしても、「できねえべ」と諦め
るのではなくて、どうしたらできるかを
一緒に考える。先生達も提案するけれ
ど、子ども達からも「あれやりたいんだ
けど、こうやればできると思うんですけ
ど、どうですかね」という、そういう言
い方でやっていこうという話はしていた
と思います。

ー大熊町は 2019 年に避難指示
が解除され、大熊中の仮設校舎も
2020 年度で役目を終えました。そ
してこれから先は、震災や原発事故
を経験していない若い世代の先生方
も増えてきます。そういった記憶や経
験の不足部分は、どのように補って
いけばよいでしょうか？

小林　今年、うちの学校に 2 人の新
採用の先生が入っていますが、偶然
にも２人とも会津若松出身です。今
24 歳ということなので、あの当時は
中学生くらいだったということですよ
ね。震災から数週間は、会津もそれ
なりに色々あったのだろうけれども、
私も会津に行ってからは何も不自由を
感じずに生活できていたので、おそら
く彼らもそうだったと思います。だか
ら今彼らの中にあるのは、私達が阪
神大震災について持っている程度のイ
メージだと思うのです。
　5 年前ならば、この学校では放射
線教育も防災教育も、すごく力を入
れてやっていました。だけど、今となっ
てみれば、他の地域とは変わらないと
ころに勤めていますので、「震災で大
変だった、かつて大変だった地域に
勤めている」という感覚はないと思い
ます。その点については、繋ぎようが
ないかなと。
　ですから、例えば、双葉郡にで
きたアーカイブや伝承館などに、初
任者研修で行くというプログラムが
あってもいいのかなという気はしま
すね。県のプログラムに入れられ
ないのなら、南相馬市や双葉郡と
してやる。初任教員の研修プログ
ラムとしてそこを一つ必ず入れるとか。
夏休みにちょっと行っておいでぐらい
な感覚でもいいと思います。

2021年12月27日
（ 聞き手／久保田彩乃、千葉偉才也）

大熊町
小林正和 先 生

双
葉
町

双葉町は浜通り地方に位置し、大熊町と浪江町
に隣接。福島第一原子力発電所は、双葉町と大熊
町にまたいで立地している。2011年 3 月時には
7140人が暮らし、町内に双葉南小学校、双葉北小
学校、双葉中学校が立地していた。震災と原発事
故以降は、埼玉 県への避難を経て、2014 年 4 月
に避難先のいわき市にて小中学校が再開。2022 年
2 月時の住民登録者数は 5633 人、町は全域にわ
たり帰還困難区域と避難指示解除準備区域に指定
されているため町内居住者数は 0 人。
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いましたから、指示を待っていては
遅いと判断し、揺れが収まったとこ
ろで校庭へ避難をさせました。

ー当時の双葉南小学校の規模は
どのくらいでしたか？ また、校庭
に避難した後の対応はどうされま
した？

佐藤　私が担任をしていたクラスは
21人でした。同学年に 3 クラスあり、
1 組と 2 組が同じくらいの人数で、3
組は特別支援学級でした。全校では
240 〜 250 人くらいの規模だったと
思います。子どもの人数が減ってきて
いるという中、田舎の学校としては大
きい方の学校だったかもしれません。
　また、校庭に避難をさせた段階で、
テレビやラジオのニュースを聞いて心
配された保護者の方々が、次々に迎
えにきていました。一方、車が渋滞
で動かず、なかなか迎えにくることの
できない保護者の方もいて、ある保
護者の方は車を乗り捨て、20 キロ
近く歩いてきたとおっしゃっていまし
た。私のクラスの児童は、夜遅くな
る前に保護者に引き渡すことができ
ましたが、別の学年の最後の児童を
引き渡したときは、夜 8 時とか 8 時
半とか、すでに暗くなっていたと思い
ます。その後、私達職員も家に帰る
とか、避難所へ向かうとか、そういっ
た行動に移りました。

ー先生ご自身は、どうされたので
しょうか？ 

佐藤　私は双葉町内に自宅があり、
学校のすぐ近くだったため、一旦、帰
宅しました。エリアによって電気が付

くところもあったようですが、自宅は
停電していたため、その日のうちに母
親と双葉北小学校へ避難しました。
双葉南小学校は原発に近く、3 キロ
圏内に入ってしまうため、少し離れた
双葉北小学校や双葉中学校が避難
所になっていたのです。
　そして、翌日 12 日の早朝、6 時
か 6 時半頃だったと思いますが、「逃
げてくれ」「川俣方面に行ってくれ」
と、役場の方からそういう内容のアナ
ウンスがありました。私はその情報を
聞いて、すぐに川俣方面へ自分の車
で向かい、川俣の飯坂小学校に隣接
する公民館へ避難しました。学校が
どうなるのかという心配もありました
し、役場も同じところに避難していた
ので、3 月 16 日くらいまでそこにい
ました。

ー埼玉へ行くことになった経緯を
教えていただけますか？ 

佐藤　ずっと電話が繋がらなかったた
め、妻や息子達と連絡が取れていま
せんでした。日数はややあやふやです
が、3 月 14、15 日辺りでようやく電
話が繋がり、妻と息子達はすでに福
島県を離れて栃木県へ避難していた
ことがわかりました。そこで、私も福
島を離れて栃木へ行きましょうという
ことになり、16 日に栃木へ移動した
のです。その栃木にいる間に、双葉
町がさいたまスーパーアリーナへ避難
するというのを、テレビで見ました。
　あの時、100人を超える子ども達が
さいたまスーパーアリーナへ行ってい
ました。当時の教頭から、勉強面・
生活面のお世話をする人がいなくて
困っていると、何とか来てもらえない
かと声をかけられ、悩みました。やっ

と家族と連絡を取ることができ、無事
を確認して、この先どうしようと考え
ているところでしたから。息子達も小
さく、年老いた親もいる。ここで埼玉
へ行ってしまったら、また家族とばら
ばらになってしまう。それに、埼玉に
行ったら簡単には帰ってこられなくな
るだろうと感じていました。家族の元
を離れていいのか悩みましたが、でも、
誰かが行ってあげなくてはならないと
いう気持ちもあり、3 月 25 日に単
身でさいたまスーパーアリーナへ行き
ました。

ー埼玉では、滞在場所の用意など
はあったのでしょうか？ さいたまスー
パーアリーナに寝泊まりするという認
識で向かったのですか？

佐藤　滞在場所の用意などはありま
せんでした。また、避難所というと
ころは入所・退所の手続きを取らな
いといけませんから、私は川俣の避
難所を出た際に一旦、退所手続きを
取っていました。そうしないと避難所
を出ていくことができなかったためで
す。そして、さいたまスーパーアリー
ナに行った時には、退所手続きをして
いたために、中に入れることはできな
いと言われました。双葉町民であり、
双葉町の教員であるのにも関わらず、
駄目だと。そのため、もう一度、避
難者として避難所への入所手続きを
取って、さいたまスーパーアリーナに
滞在することになりました。こういっ
た事情もあって、家族の元へ帰ること
はできなくなると予想していたのです
けれどね。

ーどのくらいの期間、さいたまスー

ー震 災 当 時 は 双 葉 南 小 学 校 に
勤務をされて、その後、 避 難 先の
加須で 3 年間、教員をされたそう
ですね。まず、震災当日の状況か
ら伺ってもよろしいでしょうか？

佐藤　3月 11日の地震が起きたと
きは、ちょうど帰りの会で「さような
ら」をする時間帯でした。私は 6 年
生の担任をしていて、児童達が下校し
た後にワックスがけをする予定でいま
した。児童の机や椅子等の教室の荷
物を廊下へ出して、さようならをして
から、職員でワックスをかけるという
流れです。いつもだったら、「早く机
を出して」などの声をかけるのですが、
なぜかあの日は「急がせてもしょうが

双葉郡双葉南小学校で 6 年生の担任を勤めていた、佐藤大志先生。震災翌日には自宅が
ある双葉町から避難を開始。その後、さいたまスーパーアリーナに避難した双葉町の子ども
達のため、しばらく家族と離れて暮らすことになることを覚悟しながら、単身で埼玉へと向か
いました。避難先が加須へ移った後も、双葉町民と共に避難生活を送り、加須市立騎西小
学校に 3 年間勤務をして子ども達をケア。震災の経験は先生に大きな影響を与え、子ども
達との向き合い方にも変化をもたらしたといいます。3.11 の記憶をどのように次の世代へ伝
えていこうとしているのか、当時の状況とともにお話を伺いました。

覚悟を決めて向かった、
さいたまスーパーアリーナで
の避難生活

双葉町出身、小学校教頭。
2011年 3月 の震災発生
時は双葉町立双葉南小
学校に勤務。2021年度
インタビュー時は、双葉
町立双葉南 小学校勤務。
趣味はスポーツ観戦（特
に陸上競技）。
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ないな」と思いながら、帰る準備を
する子ども達を見ていました。
　そうしたら、2 時 46 分に地震が起
きたのです。私のクラスは、まだ机が
教室の中にあったため、とにかく机の
下へと潜らせました。ほかのクラスは
ワックスがけに備えて机や椅子を廊
下に出してしまっていたため、教室の
中央にみんなで集まったそうです。た
またまですが、不思議ですよね。廊
下ではスピーカーが落ちてきたりして
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ーこれまでと異なる形での教育活
動となりましたが、先生が心掛けて
いたことや気に留めていたことはあり
ますか？

佐藤　以前はよく子どもを怒っていた
のですが、怒らなくなりました。震災
の後からです。例えば、待つことも大
事なのではないかと思うようになりま
したね。言いたくないことについて、
無理に話 をさせることもないだろ
うとか、話せないのであれば話せる
まで待ってあげようとか。以前より、
励ますような言葉掛けが多くなったこ
となども、すごく変わったと自分では
思います。
　うまく表現できないのですが、寄り
添ってあげることを心掛けていました
ね。問題行動を起こしてしまうような
子どももいましたが、以前であれば、
怒って何とかしようというような部分
があったと思います。でも、たとえ怒っ
たとしても、なぜそうしてしまったの
かという理由を聞くようになりました。
あとは、子どもと一緒に行動をしてみ
るとか、その後どうするのか見守ると
か。また、保護者にきちんと見ていて
あげてほしいとお願いに行く際も、そ
こでコミュニケーションが取れれば、
次に何か問題行動が起きたときにも
連携しやすいと考えるようになりまし
た。コミュニケーションで繋がるとい
うのは、震災前の自分の中にはあま
りなかったかもしれません。

ー震災の経験が、そういった変化
を先生にもたらしたのですね。その変
化は先生の中で大きなことですか？

佐藤　大きいです。今も、子どもを待
つようにしています。待つことで、子

どもができるようになるのであれば、
待とうと思っています。「できるとこ
ろまで頑張ってみよう」というよう
な声掛けも、できるようになりま
した。それを当たり前のようにでき
る先生も、沢山いらっしゃるのかも
しれませんけれども。
　長く教員をしていると、昔の教え
子の子どもを教えるというようなこと
もあるのではないかと思うのですが、
そういった時には、以前の私を知っ
ている保護者は「先生、全然違う」
と感じるかもしれません（笑）。
　話が少し戻りますが、私が埼玉に
残った理由の一つに、「知っている
人がいると安心するのではないか」
という思いがありました。避難先で
教員が様変わりしてしまうと、保護
者の方もやや戸惑うのではないかと
思ったのです。環境に慣れてきたとこ
ろで、また新しい先生になってしまう
というのは、話しにくさが出るのでは
ないかと。私が残ったことによって、
他の先生には話しにくいことを話した
り、聞きにくい話を聞けたりしたので
はないかと感じています。
　埼玉での 3 年間、仕事上で特別
に大変だったことや苦労を感じたこ
とはありません。ただ、他人の子ど
もの面倒を見ることはできたけれど、
自分の子どもに対してはどうだっただ
ろうとか、そういう葛藤はありました。
仕事に関しての不満はなく、埼玉の
先生達も一生懸命に接してくれまし
た。ただ、自分達の生活を少し犠牲
にしている部分があったようには思い
ます。

ー埼玉の先生方も、避難をしてき
た子ども達を受け入れるにあたり、
体制づくり等でご苦労があったと思

うのですが、双葉の先生方とはどの
ようなコミュニケーションをとってや
り取りされていたのでしょうか？

佐藤　非常に大変だったろうと思い
ます。3 月 31 日まで、さいたまスー
パーアリーナにいた世帯もあったわけ
ですから、騎西小にしてみれば、入
学式までの 4・5 日の間に机と椅子
を 100 ずつ、プラス教室と先生を
確保しなきゃいけない状況でしょう？  
私が教頭の立場だったとして、それを
やってくれと言われたら、多分できな
いですよ。机・椅子だけの問題じゃな
い、教科書から何から全て揃えない
といけない。それを受け入れてくれた
騎西小には、本当に感謝しかないです。
　入学するまでのわずか 4・5 日しか
ない中、騎西小の先生が旧騎西高校
の避難所まで来て、入学説明会を開
いてくれました。そこで、教員がお互
いに挨拶して、色 と々連絡を取り合う
ようになりました。実際に私達が騎
西小での勤務を始めたのは、5 月の
連休明けからです。震災という状況
下だったため、県同士が協定を結び、
特別に私のような福島の教員が埼玉
でも勤務できるよう併任教員になりま
した。4月から5月の連休までの間は、
子ども達の送り迎えということで、毎
日避難所となった旧騎西高校から騎
西小まで集団登校で連れて行ってい
ました。短い時間ですが、そのときに
埼玉の先生達と会話をするということ
もありましたね。

ー双葉の先生が加須の先生に被
災体験を伝えるなど、先生同士で
震災について話し合うことはありま
したか？

パーアリーナにいたのでしょうか？

佐藤　さいたまスーパーアリーナは、
3 月 31 日までに明け渡さなくては
いけないと決まっていました。その
ため、私がいたのは 1 週間程度に
なります。3 月 30・31 日の 2 日間
で旧騎西高校に移動することになっ
ていました。最後の町民がバスに
乗って出た後、私と教頭で、全ての町
民が移動したことを確認しましたね。

ー最初に、さいたまスーパーア
リーナに到着された時は、どのよう
な印象でしたか？

佐藤　表現するのが難しいですね。
まず、廊下や階段の下など、あらゆ
るところに段ボールを敷いて人が寝
ているわけです。その光景を見たとき
に「置いて帰れない」と 思ってしま
いました。この人達を置いて帰れな
いなって。川俣の避難所とはちょっ
と様子が違っていました。恐らく、
人数も多かったのでしょう。1000
人を超えていたのではないかと思い
ます。とにかく、なんて言ったらい
いのか 表 現 に迷 いますが、 酷 い
状況というのか……そんな印象は
ありましたね。
　また、私自身も段ボール布団で寝
泊まりをしました。そうした理由のひ
とつは、良いか悪いかは別として、「先
生方がいない」という町民の言葉を
耳にしたことです。全くいないわけで
はなくて、来ることのできる先生方は
来てくれていました。でも、先生方
にも家族がいますから、夕方になる
と家族の元に帰る。いわゆる寝泊ま
りはしない。日中はいるけれど、夜
はいないと。そういう言葉が耳に入っ

たとき、「私はしばらく家族のところ
には戻れない」という覚悟を決めて
来ましたから、じゃあ、私はここで
寝泊まりしますと。短い期間でした
けど、常駐していました。

ーさいたまスーパーアリーナでの
子ども達の様子はどうでしたか？ 
1 週間程の生活で、先生はどんな
ことを感じましたか？

佐藤　子ども達は、もう自由になっ
てしまっていて。朝も昼も夜もなく、
ご飯の時間以外は決まっていません
から。スーパーアリーナの外にも自由
に行き来できる状況だったので、そ
こは心配で、子ども達の様子を確認
するために、定期的に館内をぐるぐ
る見回るようなことをしていました。
　ボランティアの方達によるイベン
トもあり、イベントに参加している町
民の方もいましたし、必要な物の買
い出しに出かける方もいました。だか
ら、ボランティアの方も含めて、外と
の出入りは激しかったですね。
　支援物資もたくさんあったんです
よ。困らないぐらいたくさん。だから、
避難する上で物質的に困ることは少
なかったのですが、何か虚しい気持
ちだけがありましたね。私にとって避
難生活の中では、さいたまスーパーア
リーナが一番苦しかった。川俣の避
難所に物資はそれほどありませんでし
たが、川俣ではそんなに苦しさを感じ
なかったのです。でも、物もいっぱい
ある、人もいっぱいいる、寝泊まりに
も困ってはいない、だけど、スーパー
アリーナでの生活は虚しかった。そ
れは、「何もできないから」だったの
かもしれません。何もできないという
のは、自分が頑張ったところでどうに

もならないとか、そういうことだった
のではないかと思います。

ー旧騎西高校に避難所が移って
以 降、子ども達の学習環境を整え
ていくような動きは、いつからどの
ように始まったのでしょうか？

佐藤　4 月から、加須市の騎西小学
校に、双葉町の子ども 100 人が通い
始めました。しかし、小学校から下
校した後、避難所で勉強するのが難
しいのです。教室には何十世帯、体
育館のワンフロアには何百世帯が段
ボールで区切られた空間で生活をし
ている。そのような環境下で「勉強
しなさい」ということは困難ですから、
授業が終わった後に小学校の図書
室を借りて勉強会を開くことにしまし
た。勉強会といっても、宿題をやらせ
るとかそういったことなのですが、私
達双葉の教員が子ども達の面倒をみ
て、それから下校させることを始めた
のです。
　また、学校から避難所に帰ってくる
と、生活が乱れてしまいがちでした。
夜も寝ないで遊んでしまうようなこと
が、小学生でも中学生でも高校生で
も起きていたので、子ども達の学習室
を用意してもらいました。時間を区切
り、例えば 6 時から 8 時までは小学
生と中学生、夜の 8 時から 10 時ま
では高校生が使うというような、学習
の場所と時間を設けました。

震災後の考え方の変 化
子どもの 言 葉 を 待 つように
なった

双葉町
佐藤大志 先 生
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こって欲しくはありませんが、もしも
起こった時に、教員が何をしなくて
はいけないのかということを、具体
的に残したいと考えています。

ー主にどういったことを伝えて
いかなくてはならないと考えてい
らっしゃいますか？

佐藤　いつもこれだけは伝えなくては
と思っているのは、感謝の気持ちで
す。ものすごく助けていただき、支援
を沢山受けてきました。それを伝え
なくてはと思っています。今の子ども
達は、そういう気持ちが薄れてきて
いるのかもしれません。例えば、今
でも時々、支援物資が届くのですよ。
数は、めっきり少なくなってきてはい
ます。でも、その支援物資を、本当
に感謝の気持ちを持ってもらってい
るかといえば、どうなんだろうという
部分がありますよね。それは子ども
だけではなく大人もそうです。支援し
てもらうことが、当たり前になってし
まっているのではないかと感じます。
　生活はだんだん元に戻ってきてい
るというか、震災前と変わらない形
で生活ができるようになってきていま
す。すると、だんだんと感謝の気持
ちが薄れてくるのですよね、記憶が
薄れていくのと共に。あの日、体一
つで逃げたはずなのに、命からがら
逃げたはずなのに、それを忘れてし
まった感じが、何となくするのです。
　でも、自分一人では絶対にここま
では来ていない、誰もが助けてもらっ
てここまで来たはずです。そうでなけ
れば、とてもじゃないけれど学校なん
て始まりませんでしたし、再開なんて
できなかったと思います。だから、そ
こを伝えていかなくてはならないと考

ですね。保護者の話を聞くと、今も
悩みがあり不安がある。聞いてあげ
たものの中に、もしかしたら、解決
できることがあるかもしれないし、解
決が難しくとも聞くだけで安心しても
らえることがあるかもしれない。常
にこちらから歩み寄るというか、そ
れをずっと心掛けています。何でも
いいから悩みを話してほしい、何か
あったら話してください、というスタ
イルでいます。

ー震災の記憶が子ども達も含めて
なくなっていく中、ご自身の経験をこ
れからの若い教員の方々に伝えてい
きたいとは思いますか？

佐藤　当初はこうした取材を断ってい
ました。でも、次第に考え方が変わり、

「自分が経験したことや知っているこ
とを、話さなくては伝わらないのでは
ないか」と思い始めた時期がありまし
た。だから、極力、こうした取材依頼
があったら答えるようにしています。
　 考え 方 に変 化 が 生まれたのは、
2011 年 度の途中からです。 最 初、
自分のことを話すのは嫌でした。避難
直後は自分の中で受け入れることがで
きなかったのだと思います。でも、だ
んだん自分の記憶も薄れ、聞かれて
も答えられなくなってしまっている自
分もいて。そういうことが、取材を受
けてみようと思ったきっかけでした。
話しているうちに思い出すということ
があるのですよね。
　何せ、こんな大災害で、県を跨い
で教員をやることになったというのは、
私達が初めてのことですから。今後、
有事があった時のベースにもなるだろ
うと言われていますので、伝えていき
たいと考えています。「万が一」は起

えています。当たり前だと思っては駄
目なのです。学校があることも、学
校に子どもがいることも当たり前など
ではない、そうではなかったのだと。
学校がなくなってしまうかもしれない
と感じた経験を伝えていかなくてはな
らないと思っています。

2022 年1月27日
（ 聞き手／久保田彩乃、千葉偉才也）

佐藤　埼玉の先生方は気を遣って、
あまり聞いてこられませんでした。私
も聞かれたら答えるような形で、自ら
進んで話すことはなかったと思います。
ただ、こうしてこの取材を受けている
趣旨もそうだと思いますが、だんだん
と忘れられてしまうじゃないですか。
私の記憶も既に曖昧な部分もありま
すから、なんとか伝えていかなけれ
ばと思い、小学校で 3.11 集会とい
うのを行いました。放射線に関する
ことや自分達はこういう経験をして、
今ここにいるのだという話を初めて
全校生徒の前でしました。
　現在もそうした集会を行ってい
るのかは分かりませんが、私が加
須の騎西小に在籍していた 2011
度からの 3 年間は、毎年実施して
いました。初年度は地震や津波を
中心に、実際の 3.11 当日の話を
していたと思います。2 年目以 降
は、プラスアルファで放射線教育
を入れました。「放射線」「放射能」
の情報が色々と入るようになってき
ていて、全国的にもニュースで取
り上げられたり、さらにあまりいい
話題ではないようなこともありまし

た。それで、福島県の子が他県に
行ったらいじめられたというような
ニュースもあったため、そんなこと
はないのだと、自然界にだって放
射能はあるという話などを、集会
で取り上げました。

ー子ども達に原発事故について語
るというのは、難しくありませんでし
たか？ また、どういったケアをされ
たのでしょうか？

佐藤　子ども達が原発に関する話題
を嫌がっているという話を、直接聞く
ことはありませんでしたが、子ども達
と面談したスクールカウンセラーから
報告を受けることはありました。家族
に原発関係者がいるので、心配をか
けたくないという話だとか。
　先ほど話した放課後の学習会の目
的には、勉強をさせるということだけ
ではなく、「教室では話せない、実
は話しにくいというような話題を、話
せる場にする」ということもありまし
た。担任の先生は福島の先生ではな
いので、図書室へ勉強に来た時、担

任の先生に話せないことを話す。だか
ら、勉強ばかりをさせていたわけでは
なく、トランプやナノブロック等を置い
て遊ばせたりもしていて、そういう中で
ぽろぽろと話し出す子どももいました
ね。だから、勉強しながらおしゃべり
ができるような場にしていました。

ー震災後、先生は生徒のケアを中
心に取り組んできたそうですが、3.11
というのは、先生の教員としての人生
にどんな影響がありましたか？

佐藤　「子ども達のケアをしたい」と
いう気持ちは、年を追うごとに強くな
りました。学力も大事だとは思います
が、現在も、話を聞いてあげることに
力を入れようと思ってやっています。
　3.11 以降、子どもに寄り添う姿
勢を大事にしたいと思ってきました。
子どもだけではなく保護者に対しても

震災の記憶を伝える「学校」も
「学校に子どもがいること」も
当たり前ではない

双葉町
佐藤大志 先 生
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段差ができたりして、水道管も破
裂。校舎の中も結構な被害があり
ました。

ーその準備の様子を教えてくだ
さい。

松本　双葉町内の何カ所かが避難
所になりましたが、おそらく町から「双
葉中学校も避難所に」という指示が
あって、先生方で手分けして教室の
掃除をしたり、避難準備・運営の準
備をし始めました。係なんてありませ
んので、それぞれが「受付やります」

「教室片付けます」と申し出て、な
んとか避難所を設営しました。そこ
に近くの町民が 700人ほど、徒歩や
自家用車で避難してきました。私は
駐車場係だったので、そのままずっ
と外で火を焚いたりしながら駐車場
にいました。
　そしてその日の夜 9 時頃に町内放
送が入って、「原発から放射能が漏
れた可能性がありますので、全員屋
内に退避してください」という内容の
アナウンスがありました。
　私自身のことについて言えば、楢
葉町の自宅の家族とは連絡がとれて
いませんでした。自宅は海から近く、
津波の警報もあり、自宅の電話も携
帯電話も通じません。テレビを見る
と、速報で「楢葉町の海側の家 20 ～
30 軒が流された」というテロップも
あって、「あぁ自分の家はもうなくなっ
たな」とか、「家族はもしかしたら死ん
だのかな」なんて思いながら避難所
の運営をしたのを覚えています。

ーご自分の家族の状況も分からな
い中、先生方は非常に過酷な精神

状態の中で、避難所運営をされて
いたのですね。

松本　初日は、他の先生方とそのま
ま徹夜で避難所を運営しました。そ
して翌朝 5 時過ぎ、校長先生から臨
時打ち合わせの招集がかかって、職
員室に集まりました。そこで校長先生
から「子ども達の安否の確認を」と
いうお話があったのですが、その時
点で「もしかすると津波で家が流され
ているかもしれない」という先生が、
私も含めて 2、3人いたんです。自分
の家族の安否も、家が流されている
かどうかも分からない中、「生徒達の
安否ももちろん大事だけれど、先に家
族の安否を確認させてほしい」と進言
した先生がいらっしゃいました。その
言葉を受けて、5 時半過ぎ頃から先
生方もそれぞれ帰宅しました。
　私は楢葉出身の先生方と一緒に、
3 人で一つの車に乗って学校を出まし
たが、道路も隆起していましたし、普
段だったら 30 分で通れる道に 1 時
間半かかりました。その時に同乗して
いた男の先生は、「大熊の熊町小学
校に勤めている奥さんと連絡が取れ
なくて、小学校に行ったらもう誰もい
ないし、奥さんの行方がわからない」
という状態。もう 一人いた養護の先
生は、「自分の子どもがどこに避難し
たかがわからない」という状態。私
達は、避難所などを巡りながら、自
分達の家に戻りました。
　そしてその帰り道で私の携帯のメー
ルが復活して、それまでに妻から送ら
れたメールが一気に届きました。その
メールを読んで、「家族は J ビレッジ
に避難している」ということがわかりま
した。私は家まで送ってもらった後、
自分の車で J ビレッジまで行き、朝 8
時頃に家族と再会できました。

ー 12 日の朝 8 時頃に、ようやく
ご家族と再会できたのですね。

松本　再会はできたのですが、また
津波が来るかもしれないということ
で、子どもの着替えや荷物を取りに再
び自宅へ妻と戻りました。我が家はギ
リギリ、津波の被害からは免れたの
ですが、うちから海側にあった家はも
う全て壊滅状態となっていました。
　9 時過ぎに J ビレッジに戻ると、
父親が慌てて、「今すぐ南の方へ逃
げるように言われた」と言うのです。
放射能漏れがありそうだという情報
が町に入ったようで、そこから家族
6 人でいわき市にある妻の実家へ避
難し、12、13、14 日の夜に泊めて
もらいました。
　ところが、14 日の夜、宮城の女
川原発に勤めている友人が、私に電
話をくれました。双葉郡では東電関
係に勤めている人が多く、友人もそ
の一人でした。その友人が、「東電
関係の人達も、逃げられる人は東電・
原発から10キロ以上は離れたとこ
ろに逃げているから、できれば遠く
に逃げた方がいい」とアドバイスをく
れました。ただ、避難している妻の
実家の家族にも突然それで避難する
とは言えないので、家族会議を開い
て、「こういう状況で原発も危ないと
いうから、一晩様子を見て何かあっ
たら東京の親戚のところへ逃げよう」
という話をしました。
　14 日の夜は一晩寝ないでテレビを
見ていましたが、朝 8 時頃にニュー
スを見たら、建屋の水素爆発の様子
が出てきました。そのときは水素爆
発とかは分かりませんでしたが、映像
を見て「これはまずい」と直感しまし
た。東京の親戚のところへ皆で逃げ
るため、そこでまず私達、松本家が

ー震災当時、双葉中学校 3 年生
の担任をされていたと伺いました。
まずは、震災当日の学校の様子を
教えてください。

松本　3 月 11 日は福島県内全ての
中学校が卒業式でしたので、どの学

校も似たような状況だったと思いま
す。午前中の卒業式が穏やかに済み、
地震が起きた時間帯は 1、2 年生が
部活動をしていて、体育館にいた私
も大きな揺れを感じました。とにか
く「子ども達を体育館から外に逃が
さなくては」と思いましたが、男子
はなんとか逃げたものの、女子は皆
で一塊になったまま、足がすくんでし
まって動けない。一人ずつ剥がして、
なんとか外に出しました。外に出て

震災時、双葉郡の双葉町立双葉中学校 3 年生の担任だった松本涼一先生。先生は震災
後、以前から続けていた英語教育の勉強会のご縁で、週末に全国各地を飛び回り、英語
授業の研究発表とともに震災の体験を発表する活動を続けてきました。そうした場で先生は
必ず、「ふるさととは何か」という問いかけを提示し続けています。その「ふるさと」の問いか
けをするようになったのは、浪江町から避難してきたある男子生徒の一言がきっかけでした。
先生が震災を通じ、教員として学んだこと、いま若い世代に伝えたいことを伺いました。

家 族 の 安 否 が 分 からない
中、学校で迎えた朝

楢葉町出身、小学校教頭。
教 科 は 英 語。2011年 3
月の震災発生時は双葉
町立双葉中学校に勤務。
2021年度インタビュー
時は、楢葉北小学校勤務。
趣味はコーヒー、多肉栽
培、スパイスカレー作り。
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からも余震が続いていて、駐車場の
車はバウンドし、すぐ側にあったプー
ルの水は風呂桶を揺らしたようにボ
チャンボチャンと溢れていました。
　その日、午前中は天気がよかった
のですが、午後から天気が崩れてき
て、とても寒くなりました。校舎の
耐震工事はしていましたが、まだ余
震が大きかったので、しばらくはブ
ルーシートを敷いて、1、2年生達と外
で避難を続けました。校庭は隆起、
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するようになってから、とても身近に
感じられるようになりました。
　双葉町が役場機能をいわき市に移
転し、私も仮説の双葉中学校で勤務
するようになってからも、教育委員会
や町役場とはすごく密接に繋がって、
そちらと連携した事業は、前よりも企
画するようになりました。子ども達は
町の中で育っているというか、「町の
人材なんだな」ということを、以前よ
り強く思うようになりましたね。

ーこの時期に接した生徒の中で、
特に印象に残っている子はいますか？

松本　騎西中2年目で1年生の担任
だった時、浪江から来た男子が私のク
ラスにいました。津波で家が流され、
原発もあって戻れない状態で、普段
はほとんど喋らない静かな子でした。
　ある道徳の時間に「ふるさとって何
だろうね」という授業を一時間行いま
した。それは「双葉の子達のことを、
埼玉の子にわかって欲しい」という思
いがあったからです。それでふるさと
の定義を全員で考えていたとき、その
男子が「住んでいる所が、ふるさとに
なるんじゃないですか」というような
ことを書いて、考えさせられたことがあ
りました。「生まれ育ったところがふ
るさと」だと、それまで思っていまし
たが、「ふるさとに住めなくなったら、
ふるさとってどうなんだろうな」、「ふ
るさとってどういうことなんだろう」と
考えるようになりました。楢葉町も
2015 年 10 月に避難指示が解除に

　生徒指導委員会の中でどうするか
という話は、私としてはお願いするし
かないですし、実際にそこに割って
入って「これやったのは誰だ」などと
いうことはなかなかできないことでし
たが、できるだけ学年・学級で問題
解決をしていただくようにお願いをし
ていました。

ー学校の中での問題のほかに、避
難所の中での問題もありましたか？

松本　ありました。避難所といっても
元々は学校のスペースなので、普通の
教室に何家族もいるような状態でし
た。教室にパーティションなどの仕切
りもなく、プライバシーが全くない。「お
じさんのいびきで眠れないから、学校
に来て保健室で寝る」とか、女子の
着替えの問題があったり。そうした生
活のストレスが、子ども達の学校での
ストレスにも繋がっていると感じまし
た。避難所の大人の目の届かないと
ころで、中学生だけではなく卒業生が
出てきて、トラブルがあったり。煙草
が見つかったこともありました。そう
いった部分も、町の問題として取り組
んでいました。

ー町の問題として取り組んだのは、
松本先生が立場上、入らなければな
らなかったからでしょうか？

松本　埼玉で中学校に勤務し始めた
のは 5 月になってからでしたので、4
月いっぱい、5 月の途中までは避難
所にいて、教育委員会所属の立場で
子ども達の情報を仕入れたり、避難
所の中をぐるぐる回って様子を見たり
ということをしていました。その中で

は、やはりいろいろな問題が出てきて。
私が騎西中学校に勤務し始めてから
も問題がなくならないので、勤務終
了後、夕方とか夜に「出動」というん
でしょうかね。避難民、町民方から「あ
そこで誰々が煙草吸っていたよ」と言
われて、見回りしたり。そういったこ
ともありました。

ーそういう時、単純に「コラ、何やっ
てるんだ！」とも言えない状況もある
と思うのですが、松本先生はどのよ
うに子ども達と向き合ったのですか？

松本　よかったのは、震災当時は双
葉中に赴任して 2 年目だったので、
卒業生のこともある程度知っていたと
いうことです。知っている子が悩みを
抱えたり問題を抱えたりして……のこ
とだったので、問題行動があったとき
だけではなく、普段から会って喋った
りしていました。それで防げたわけで
はないですけれども、そういった子ど
も達との関係がありましたし、地域の
人達の中にも知っている人が何人も
いたので、その意味では私も役に立
てたのかなと思います。

ー震災前も教員をされてきて、松
本先生なりの考え方があったと思う
のですが、避難所での対応や避難先
の学校での指導を通じて、先生の考
え方が変わった点はありますか？

松本　大きく見方が変わったのは、
「町の学校なんだ」ということです。
それまでは町役場や教育委員会とは
なんとなくしか関係がありませんでし
たが、避難所となっていた元高校の
職員室が役場になり、一緒に仕事を

ひとまず東京の立川の親類宅へ逃げ
ました。その道中も、いつもだったら
2 時間くらいで行く200キロの道の
りに、12 時間かかりました。高速も
使えず、ガソリンスタンドも 1,000
円だか 2,000円だかの制限がある
中、ギリギリの状態でなんとかたど
り着きました。

ーその後しばらくは、ご家族で東
京での避難生活を続けたのですか？

松本　立川の叔母の元に家族で避
難して、そこから私だけ埼玉県まで
通ったり泊まったりする生活が始ま
りました。埼玉県のさいたまスーパー
アリーナに、双葉町が集団で避難し
ていたためです。そこでは、双葉町
の教育委員会の手伝いをしていまし
た。ちょうど 3 年生は高校入試が
終わったばかりで、その発表が震災
後だったのです。子ども達の進学先
をどうしようかと色々な打ち合わせ
をして、この先どうなるのか分から
ない中、とにかく県の教育委員会か
らの情報を待ちました。
　そしてようやく受けた県からの情
報は、「子ども達の受けた高校のほ
とんどは原発の被災地区になってし
まって、再開の見通しが立たない」
というものでした。さらに、「県とし
ては、受験した子達全員を合格とみ
なす」ということでしたので、それを
保護者に連絡し、とりあえず避難先
の行けそうな高校に相談してください
と伝えました。この時は、保護者も
大変だったと思います。
　全員が合格しているということか
ら、高校入学の要件は満たしている
ため、転入という形か何かで大体は
面談のみで入れてもらうことになり、

全員がどこかの高校には入りました。

ーそして 3 月末には、双葉町の避
難所が埼玉県加須市の騎西高校に移
りましたね。

松本　3 月 30 日、31日の 2日間か
けてだったと思いますが、1400 人
の双葉町民が、さいたまスーパーア
リーナから騎西高校に移りました。
そして双葉中学生籍の子達は、騎
西中学校に編入することになりまし
た。震災直後の 4 月に編入した子
は、1 年生から 3 年生まであわせて
70人。双葉中から騎西中に入った
教員は教頭先生と私だけでしたが、
生徒達 70 人は、元々あった騎西中
学校の学級に 3、4 人ずつ入ってい
きました。

ー騎西中学校では、どんな仕事が
担当でしたか？　今までと違う仕事も
増えたと思いますが、先生が一番気
を配っていたことは、どんなことでしょ
うか。

松本　１年目は、学校に来られなく
なってしまった子のフォローなどをし
ていました。避難所に声かけにいっ
たり。それから、精神的に不安定な
子もいたので、授業に入って様子を
見たり。2 年目は、1 年生の担任を
受け持ちました。そのクラスには、た
しか双葉の生徒が 2 人、浪江の生
徒が 1 人いました。

　気を配っていたことと言えば、とり
あえず移ってきた 70 人のことは特に
注意深く見ていました。場合によっ
ては保護者とも面談して、学校生活
に馴染めるように。
　また、双葉中から一緒に来た教頭
先生は 3 年生、私は 1、2 年生を
担当、と割り振りを決めて、私は英
語の教員なので、1、2 年生の英語
の授業には全クラス行くようにしまし
た。1、2 年 生で 12 クラス、あと
は特別支援学級などもあったので、
13、14 クラスをぐるぐる回っていま
したね。最初は双葉の子を注意して
見ていましたが、だんだんと子ども達
も慣れていったと思います。
　他にも、生徒指導の先生や管理
職が集まる「生徒指導委員会」とい
う集まりが週に１回あったので、そこ
に参加させていただいて何か問題が
ないか話を聞き、必要であれば保護
者と担任に繋いで問題解決をしよう
と努めていました。

ー実際に、何か生徒達にトラブル
が生じたこともありましたか？

松本　学校の中での問題と、避難所
の中での問題があると思います。学
校の中での問題で特に覚えている中
では、下駄箱に「原子力」とか何か
メモ書きされたものを靴箱に入れられ
た、という問題がありました。
　その問題の時にも、できるだけ「担
任の先生とその子達の信頼関係を
作っていただくように」と思っていま
した。実際、本当に騎西中の先生方
はよくしてくださり、目をかけてくださ
りました。私の立場としては、担任の
先生から聞いた上で、その子と話をし
たということです。

生徒が抱える
「学校の中での問題」と
「避難所の中での問題」

深く考えさせられた、
「ふるさとって、何だろう」
ということ

双葉町
松本涼一先 生
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と思いましたね。教育に懸ける思いが
あれば、教員としては多分どこでもやっ
ていけるんじゃないかと思いました。
　最初に勤めた学校で少し大変な思
いはしましたが（笑）、その時の経験
や思いがあるからこそ、騎西中学校
でいろいろな子達と問題にぶつかって
も、なんとかやってこられたんだと思
います。
　英語の授業にしても、指導の仕方
がちゃんとしていれば、別に埼玉に
行っても授業が変わるわけではないの
で。授業で子ども達と信頼関係を作
れば、子ども達はどんどん接してくれ
るようになるというか。それがわかっ
たので、教育に都道府県の壁はない
と思いました。

ー今回、いろいろな先生方にイ
ンタビューしたお話を冊子にまと
め、「これからの先生達」に見てい
ただきたいと考えています。だんだ
ん震災の記憶がない世代が教員に
なってきているという部分もありま
すが、松本先生が若い先生方に伝
えたいことは何でしょうか？

松本　若い先生に対しては、子ども
達の後ろにあるもの――例えば家族
や、育っている地域というものを考え
て、子ども達に接して欲しいなと思い
ますね。単純に「その土地に建物を
建てたら、それが学校」という訳では
なくて、やはりその地域の人達の願い
や思いというものは確実にあります。
　私達が「学校はこういうものだ」と
考えて、それを生徒に当てはめるので
はなく、地域の課題を発見して貢献
できるような子どもが育つ取り組みを
考えないといけないと思います。学校
を卒業した時に、地域や社会で必要

それからは、意識していろんな人にこう
いう話をするようになりました。今まで
鹿児島の中学生に話をする機会もあり
ましたし、中学生を含めてこういう話は
伝えなくてはという気持ちでいます。

ーそういったお話を各所でされる
時、大事にされているメッセージは
どんなことですか？

松本　子ども達が対象の場合だと、
「誰かと別れる時には、その別れを大
切にしなくちゃ」ということです。朝、
お母さんと喧嘩したままで学校に来
ちゃったとか。友達と喧嘩したまま学
校から帰ったという時のことですね。
あの震災の時も、もう会えない状況に
なってしまった人もいるんだよねという
話を、子ども達相手にはいろんなとこ
ろでしています。
　あとは「今、ここ」ということを、ど
こでも伝えていますね。私も単身赴任
とか他の県で働くなんて、今までは「や
れ」と言われても「やだ」と言ってい
た方なのですけども（笑）。流れ流れ
てここまできたので、「今いる場所で何
ができるかを考えよう」と、子ども達
にも先生方にも、自分の経験として伝
えています。

ーこの震災でのいろいろな経験を
通して、松本先生が得たものは何で
しょうか？

松本　「教育に、地域は関係ないな」

とされる人間になってほしいという思
いは、どんな先生も持っていると思い
ますので、外に出掛けていって、地
域の人から話してもらうようなことを、
どんどんやって欲しいですね。
　地域連携とよく言われていますが、
私の若い頃にはそういった部分に目
は向けていませんでした。今は、地
域にも目を向けていろんな事業を進め
ていくと、今まで見えなかったものが
見えてくるかなとは思います。

2021年 8 月 20日
（ 聞き手／久保田彩乃、千葉偉才也）

なって、2017 年 4 月から町内での
学校生活を再開しましたが、ふるさと
に住めるというのは当たり前のことで
はないということを、その時からはっ
きり意識するようになりましたね。

ー先生はこの時期、「併任」とい
う立場で教員をされていたと伺いま
した。「併任」とはどのような立場
ですか？

松本　「併任」は、この震災の対応
のためにできた制度です。私は福島
県教育委員会と埼玉県教育委員会と
いう二つの県の教育委員会に雇用さ
れ、「福島だけれど、埼玉の先生」と
して勤めることになりました。最初は
戸惑いましたが、先生方にもよくして
もらい、なんとか全うできました。

ー担任となると、埼玉県出身の子
ども達の担任にもなったということで
すが、その子達への接し方と、双葉・
浪江から来ている子達への接し方と
では、何か違いはありましたか？

松本　ほとんど同じですが、双葉・
浪江の子達とは地元の話もしていま
した。担任をもったのは、震災当時
に 5 年生だった子達ですので、その
時の先生の名前を出したり、どこに
住んでいたのというところから始まっ
たり。「私はとりあえず双葉中学校の
先生だよ」と、信頼関係を築けるよ
うにしていましたが、他の埼玉の子
ども達からしてみれば、私もただの
1 人の騎西中学校の先生なので、そ
れ以外のところは私も同じように接し
ていました。

ー先ほど、道徳の授業で「ふるさ
と」を考えたお話がありましたが、
震災をテーマに先生がクラスの中で
話したり、一緒に考えたりする授業
は行いましたか？

松本　多分、話はしたと思います。
その頃、私は英語教員としての発表
活動も行っていて、震災直後の 2 年
間で 50 箇所、土日を使って北海道
から沖縄までいろいろな所で発表を
してきましたが、その中では必ずこの

「ふるさと」の話題を取り上げていま
した。その材料を使って、学校でもお
そらく3 月前にやったんじゃないかな
と思います。

ーその全国各地での発表活動は、
どのような経緯や思いで始められた
のですか？

松本　もともと英語教員の学習会の団
体がありまして、震災前から発表者と
して活動をしていました。そこでは英語
教育・指導について話をするだけでし
たが、震災によって家族が東京に住む
ようになったことをきっかけに、事務局
の人から「東京にいれば、土曜の朝に
羽田空港を出て、いろいろ回って、日曜
の夜に帰ってこられるよね」と話があり
ました。避難している身ではありました
が、福島にいるよりも地理的にいろいろ
なところに行けるようになったので、余
計に派遣していただいたといいますか。
　その活動の中、姫路で、ある教頭
先生から「あなたは震災を経験してい
るのだから、震災のことをしっかり伝え
る責任があるんだよ」と言われました。

震災で学んだことは 、
「教育に、地域は関係ない」と
いうこと

双葉町
松本涼一先 生
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ーまずは 2011 年 3 月 11 日に、
何をしていたか教えてください。

門馬　双葉郡浪江町立浪江小学校
で、1 年 2 組の担任をしていました。
1 年生は 1 クラス 25 人で、3 クラス

ありました。子どもの数は、学校全
体で 600人くらいだったと思います。
地震が起きた時間にはほとんどの児
童達は下校させていましたが、うちの
クラスには児童クラブで残っている子
どもが一人いました。その日はその子
を児童クラブにはやらずに、教室で漢
字の勉強等を1 対1で見ていました。
　突然、とてつもない大きな揺れが
来たので、すぐその子を机の下に潜ら
せました。私は机を外側から押さえて。

門馬貞先生は震災当時、浪江町立浪江小学校 1 年生の担任でした。原発からの避難後に
は、自分で当面の勤務先を探すよう町から指示されるなど、先生達は困難な状況で過ごしま
した。その後、兼務先だった喜多方市の学校勤務を経て、大熊町の熊野小学校で 10 年
勤めた先生は、「自分は震災に育ててもらった」と振り返りながら、今はその経験を糧に子ど
も達と未来を考える学習を重ねています。今、熊野小で取り組んでいる「未来デザイン」をテー
マにした総合学習についても、お話を伺いました。

原発からの避難、一度目は
失敗　家族とともに知り合
いを頼った

南相馬市原町区出身、小
学 校教頭。2011年 3月
の震災発生時は浪江町
立 浪 江 小 学 校 に 勤 務。
2021年度インタビュー
時は、大熊町立大野小学
校・熊町小学校勤務。趣
味はＰＣ、読書、スキー。

門
馬 

貞
先
生

も
ん
ま
・
た
だ
し

浪
江
町

そうして、ものすごく横にシェイクさ
れるような揺れがあり、揺れがある
程度収まってハッと気がついたら、私
達は机ごと、教室の中を 3、4 メート
ルくらい移動させられていました。
　その後も余震がひっきりなしに続い
ていたので、何回か教室の中で様子
を見ながら、隣の教室にいた 1 年 3
組の先生と、「どこに避難したらいい
だろうか」、「体育館に行く？　校庭に
出る？」という相談をしました。1 年

浪
江
町
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浪江町は浜通り地方、双葉郡の最北端に位置し、南
相馬市、飯舘村、川俣町、二本松市、田村市、葛尾村、
双葉町、大熊町に隣接している。2011年3月時に
は 21434 人が暮らし、町内に浪江小学校、津島小
学校、幾世橋小学校、請戸小学校、大堀小学校、苅
野小学校、浪江東中学校、津島中学校、浪江中学
校が立地していた。震災と原発事故以降は、2011
年 8 月に避難先の二本松市にて浪江小学校と浪江
中学校が再開し、2016 年 4 月に津島小学校が再開。
2018 年 4 月には、町内で新たになみえ創成小学校・
中学校が開校した。2022 年2月時の住民登録者数
は 16163 人、町内居住者数は 1811 人。
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生の教室と 2 年生教室だけ別棟で、
ここもいつ崩れるか分からない程の揺
れだったので、とりあえずすぐ近くの
体育館に避難しました。そうしたら校
庭の方に避難する高学年の子達も見
えたので、私達も子どもを連れて校
庭に逃げました。

ー浪江小は、海岸からの距離は
どれくらいでしたか？　津波の心配
はなかったのでしょうか。

門馬　海岸からの距離は正確には
測っていませんが、車で海まで行こう
としたら 10 分、15 分はかかるかな
というくらいです。普段だったら津波
など心配しなくてもいい距離でした。
　地震があったその時には津波のこ
となど全く頭になかったのですが、子
ども達が校庭に避難した後、あまり
にも寒かったので、今度は 3 階の多
目的室に移動したのです。そうしたら、
その頃からだんだん町から学校に避
難してくる人が出てきて、「津波がそ
こまで来ているぞ」という話をされて
驚きました。「浪江東小学校の校庭
まで、津波が来たって言ってたぞ」と
いう話も聞いたのですが、浪江東か
らうちの学校までは 1 キロくらいで
す。「じゃあ本当に来るかもしれない」
ということで、一番安全そうな 3 階
に避難して、外を見ていました。あと
はテレビをつけていましたね。放送は
地震後から一切使えませんでしたが、
電気はついていました。
　最終的に、津波は浪江小までは結
局届きませんでした。後から聞いた
話によると、浪江の中では、浪江東
小を少々かすめたくらいの津波が一
番近かったようです。

ーその後、学校では、どのくらい
の時間を過ごしたのでしょうか？　ご
自宅には帰れましたか？

門馬　学校には、夜の 7 時頃までい
ました。その後は「家族の安否確認
のために、一回帰っていいよ」と言わ
れたので、原町の自宅に戻りました。
道路がものすごくグチャグチャになっ
ていたので、いつも通っていた道が
通れなくて、段差もできたりして。だ
いぶ遠回りして、いつもの倍以上の
時間をかけて帰りました。幸い家は
無事でした。
　それで、本当はその夜、「家族の安
否を確認したら、夜のうちにまた学校
に戻ってきてほしい」と言われていた
のです。そのため学校に戻ろうと夜 9
時頃に家を出発したのですが、原町
から浪江に行く時にいつも通っている
小高の道が、あるところを境に全部
真っ暗になっていました。街灯も全部
消えていて、進もうとしたものの違和
感を感じて。「これ以上進むのはまず
いな」と判断して、引き返して家に戻
りました。後から考えれば、その通
ろうとした所に実は津波が来ていて、
それで全部電気関係が消えて真っ暗
だったのでしょう。ただ、道路そのも
のはあまり損傷を受けていませんでし
た。なんとか通って一部迂回しながら、
翌朝は 7 時頃に浪江小に着きました。
　浪江小に着いたら「原発の10キロ
圏内だから避難を」という話になっ
ていて、今度は車のない先生方を乗
せて、津島という山の方に向かうこと
になりました。普通なら 20 ～ 30 分
の距離でしたが、その時の渋滞は酷
かったですね。4 ～ 6 時間くらいか
かりました。1 センチくらいずつしか
動かない大渋滞で、浪江の街中から
津島のだいぶ登りきった所までずっと

続いていました。
　結局、津島の小学校と中学校は
もういっぱいで、たしか津島の高校
に車を停められるところがあったの
で、そこで乗せている先生方を下ろ
しました。夕方になっていたと思い
ます。ようやく一段落がついたので、

「あ、もしかしたら家に帰れるかな」
と思って、私は原町の自宅にいった
ん帰ることにしました。避難する側
の車線はすごく混んでいましたが、
逆は空いていたのですーっという感
じで帰れました。

ーその日は、そのまま原町のご自
宅で過ごしたのですか？

門馬　はい。「しばらくは浪江小に立
ち入りができないから、連絡するまで
学校に来ることは考えなくていい」と
連絡があったので、そのまま家で過ご
しました。とは言っても、原発が爆発
した時でしたから、家族で避難を試
みました。
　まず一回目は失敗避難だったので
すが、白石に向かって。義理の弟が
白石の奥様と結婚されていたので、
とりあえずそのご実家を頼って、車 2
台で 2 家族で行きました。ところが、
白石は原町よりもずっとダメージが酷
くて、中通りの方がすごいことになっ
ていました。電気も水も来ていなく
て、皆が体育館に避難していました。
トイレも酷い状態でしたので、「これ
は原町に戻った方がマシだな」と。
一晩だけ駐車場かどこかに停めて、
白石で過ごしましたが、翌朝には帰っ
てきました。

ーガソリンは、大丈夫でしたか？

門馬　大丈夫でした。今から考える
と無駄に消費したなと思うのですが、
あの時は皆が必死だったので、「原
発が爆発したから、ここにはいられ
ない」と逃げたものの、結局は原町
に戻ることになってしまいました。そ
れで今度は、妻の親戚のいる鏡石に
行きました。鏡石もやはり酷かった
のですが、親戚の家に一泊させても
らいました。ただ、そこにも何泊も
できるような状態ではありませんでし
たので、次は妻の知り合いを頼って、
会津坂下町に避難しました。その時
は、私達家族 4 人と私の母が一緒
に車に乗って。そして妻のお父さんと
お母さんが、弟の車で一緒に。3 家
族が一緒に避難して、しばらくは会
津坂下のビジネスホテルに滞在して
ました。それで、その時からご縁が
あって、今までずっと会津坂下に住
んでいます。

ー避難をしている間には、何か学
校の業務はしていましたか？

門馬　いろいろ連絡も繋がらなく
なっていたので、とりあえず最初の
一週間くらいは、連絡があるまでこ
ちらからも連絡をしないようにしてい
ました。そもそも連絡をしようにも、
学校に人がいないので繋がりません
でしたしね。
　そして、ようやく学校から連絡が
来て、「避難している子ども達の消
息を、できるだけ調べてくれ」と言
われました。皆が避難していて、自
分も避難している状態で、消息を調
べるなんて普通はできないですよね。
他の先生達もなかなか連絡が取れ
ずに苦戦していました。連絡が取れ
たと思ったら、遠い子は四国に行っ

ていたし、他県にも大勢行っていま
した。

ーその後、学校が再開するまでに、
どのような道のりがありましたか？

門馬　まず「4 月１日、二本松東和
町の木幡第二小学校に、教員は集
まりなさい」と連絡がありました。
浪江町の職員が全員集まったところ
で、たしか教育長から言われたの
が、「とりあえずあなた達が仕事す
る場所は立ち入り禁止で入れなく
なった。だから、仕事する場所は、
当面の間、自分達で見つけなさい」
ということでした。
　その時は大変でした。木幡二小が
交通の便のいいところにあったらよ
かったのですが、実際には山の中に
ある廃校になった学校で、当時は携
帯も入らないような場所でした。電
話する時は車で下まで降りていって、
東和町の街中まで行って電話してい
ましたね。それで、探しなさいとは
言われたものの、先生方も被災して
いる状態でしたからね。浪江町に住
んでいる方や、双葉や大熊、富岡に
住んでいる方は、皆さんがもう自分
の家に入れない状態でした。家がな
くなってしまった先生方からしたら、
自分も被災者なので、家族の進学の
ことや住居のこと、そういった色々な
手配や手続きでいっぱいいっぱいで
したよね。
　私はたまたま会津坂下町に避難し
ていたので、そういう場所から少し

離れていました。会津はもう次の週
から授業が再開しましたから、ダメー
ジが比較的少なかったのです。そし
て自分で仕事先を見つけなくてはい
けないという話を家に持ち帰ったら、
私達が避難する時に声をかけてくだ
さった会津坂下町の妻の友人が、自
分が教員をしている学校の校長から
坂下町の教育長に話を繋いでくだ
さって、「そういうことで避難してい
るのだったら、しばらく坂下町の小
学校に勤務していいよ」と言ってくだ
さいました。
　それで私は、4 月は当時の坂下小
学校に週１回、今は閉校してしまっ
た坂下町立若宮小学校という少し小
さな学校に週 2 回、残りの 2 回は
木幡二小に通いました。木幡二小
に 2 回というのは決まっていて、浪
江町の全職員が情報交換等のために
週に 2 回は木幡二小に詰めるように
なっていました。

ー移動がかなり忙しいですね。泊
まったりはしなかったのですか？

門馬　毎日通いました。高速を使っ
て、毎日が大移動です。何が大変っ
て、木幡二小に来る 2 回が一番大
変でしたけれど。その頃にはアパート
が見つかったので、4 月からは小さく
てボロいながらもアパートで過ごせる
ようになりました。
　ただ、4月の勤務は酷かったですね。
出勤簿を自分で作って、校長先生の
所に行って、「今日は勤務したので、
ハンコをください」と言って。毎回、
今日はどこどこ……とハンコを押し
てもらって。それを毎回木幡に行っ
た時に浪江小の事務の先生に見せ
て、「こんな感じで働きました」と報

先生達も被災者という立場　
被災地の学校が再開するま
での紆余曲折

浪江町

浪江町
門馬貞先 生
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告をしました。

ー木幡二小では、どのような仕事
をしていましたか？

門馬　支援物資が全国からどんどん
届くようになってからは、その支援物
資の運搬や封開け作業のお手伝いを
したり。あとは、先生方の安否確認
や所在地をまとめたり、子ども達の
所在確認ということで、兄弟関係も
沢山いますので、その辺の情報交換
をしていましたね。
　そんなことを 4 月いっぱいやってい
ましたが、ある時、私が木幡二小に
いなかった日に、「浪江小学校の職
員の中で、5 月からのこの兼務校を
割り振ってください」と言われた、も
のすごい日があったそうです。その中
にはたまたま 2 つくらい会津の学校
があって、私ともう１人会津に避難し
ている先生に、「この人達は会津に
行っているんだから、会津に」と割
り振ってくれました。そうして喜多方
市の松山小学校に兼務させてもらう
ことになりましたが、実は初任が喜

多方だったので、私にとって喜多方
は勝手知る場所でした。少し、良かっ
たなと思いました。
　それから、私の場合、当初は兼務
という形だったはずが、5 月から正式
にその松山小に勤めることになりまし
た。その当時、4 年生の人数がいっ
ぱいで、手のかかるお子さんがいた
りもして大変だったためです。だから
その学年は本当は１クラスなのだけ
れど 2 学級扱いにして、ベテランの
先生と一緒に半分ずつ見ましょうとい
うことになりました。A 組、B 組とい
う風に分けて指導して、たまに入れ
替えてという感じで。

ーその頃には、喜多方では何事も
なかったように授業を行って、一方
で数十キロ移動すれば、避難物資を
まとめる仕事をしていたということで
すね。日ごとに仕事がガラリと変わ
りましたが、そのギャップはどうやっ
て整理していたのでしょうか？

門馬　整理はできていなかったと思う
のですが、やはり 5 月からは、教壇

に立つことで気が紛れたというか。普
段の私達の職務をすることで、震災
に関わることから一旦離れられたとい
う感じでしたね。ただ、その 11 ヶ月
間は、妻が南相馬の石神第一小学
校というところに勤務していて、石神
第一小は避難しなかったので、妻は
私や子どもとは離ればなれの生活で
した。あの当時、原町には放射線量
が 0.5 くらいの場所がいくつかあっ
たので、幼稚園生だった双子の子ど
もは私と一緒に暮らしました。
　結局、喜多方の松山小には 2011
年の 5 月から翌年 3 月まで 11 ヶ月
間勤務しましたが、長く感じました
ね、その間に色々なことがあったの
で。松山小の勤務にまるっきり専念
するわけにもいかないし、子ども 2
人を母親と会わせたかったので、車
に乗せて週末に原町まで行って日曜
日の夜に戻ってくるということをして
いました。妻の方が会津に来ること
もありましたが、本当に狭くてボロい
ところだったので、それよりは原町に
行った方がまだのびのびと生活でき
るかなと。また、津波で自分に近い
親戚が亡くなったりもしたのでその

捜索や葬儀もあったりと、色々大変
だったとは思いますね。

ー 2011 年 9 月に浪江町の学校
も二本松で再開しましたが 、先生
はそこには戻らずそのまま松山小で
2012 年 3 月まで勤務されて、その
後、会津若松市で再開した大熊町立
熊野小学校に、4 月から赴任された
のですね。熊野小は最初、どのよう
な印象でしたか？

門馬　大熊野小に内示が出てから、
「どんな学校なんだろう」と思って見
に来たことがあります。見つからない
うちにさっと帰りましたけれどね。私
が見に来た時には、廃校になってい
た旧河東第三小学校の校舎を借り受
けて 4 月から熊野小が再開して以来、
約１１ヶ月経っていましたので、ある
程度、今のような形になっていました。
初めの頃は、校庭とか花壇もものす
ごい状態だったと聞いてます。
　私はそこから 10 年間、ずっと熊野
小で教務をしていましたが、教務を持
ちながら担任というのも 2 回やりまし
た。教務の仕事について言えば、調
整が大変でした。当初は今よりも人
数が多かったので、何をやるにも場所
が足りない。今でこそ家庭科室、図
工室があるけれど、そういうのは一切
ないので、全部教室でやるしかない。
家庭科は設備がないので、携帯用の
ガスとコンロを使ったりとか。
　それから、最初の頃はやはり自分
が情緒不安定でしたね。普段はなん
てことないのですが、儀式的行事が

ダメでした。最初の 5 年くらいはずっ
と、校歌を歌うような時期になってく
ると、歌えないんですよ。なんだかグッ
と詰まってしまって。なんでかなとあ
る時考えてみたら、自分が浪江小学
校で 1、2、3 年とずっと担任をして
きて、一人ひとり可愛がってきた子ど
も達が、ちょうど卒業する年だったの
です。それを見届けてあげられなかっ
たというのが、とても悔しくて。浪江
小はそのあと半年後、夏に二本松か
どこかで「卒業証書を送る会」をや
りまして、その時は参加させてもらい
ました。でも、その時にも校歌が歌
えなかったですね。皆もそうでした。

ー 2012 年当初に熊野小にいた
子達に対しては、どのような震災学
習、地域学習をしましたか？

門馬　最初の 5 年くらいは、私と同
じく、子ども達もものすごく不安定で
した。特に高学年は震災の話を持ち
出すことが半ばタブーのような状態
で、震災の話より、こちらでの生活や
これから先の話をした方がいいという
雰囲気でした。中にはパニックという
か、気持ちがグーンと沈んでしまう子
もいたので、本当に気を遣いました
ね。そこだけは先生方もピリピリして
いたし、そういう話になると「ちょっと」
と止める時もありました。
　一方、その時の町の意向で、私が
来た年から、「放射線教育を、総合
学習で取り上げよう」ということにな
りました。小学校の子どもに放射線
教育は難しい、訳が分からないという
ことで、先生方から渋い顔をされまし
たが、先生方も一緒に勉強しましょう
と。本来、総合学習では、色々な体
験をすることや学校の外に出かけるこ

とが必要なのです。でも、出かけるわ
けにはいかない。できることと言ったら、
仮説を立てたり提言をすることくらいし
かないのですが、町の指導を受けなが
ら、放射線教育を何年かやりました。
　それからしばらくして、双葉郡で「ふ
るさと創造学」が始まりました。それ
で、「うちの学校では放射線教育をやっ
ているから、放射線教育で学んだこと
をふるさと創造学で発表するんだ」と
いうことになり、「放射線教育とふるさ
と創造学」という名前で何年か行いま
したけれど、それで放射線教育は徐々
にフェードアウトしました。難しいので、
なかなか扱い切れないところもありまし
たね。ベクレルとかシーベルトは大変な
ので、その辺は「なんで、ここにいるの
か」というきっかけ作りにして、あとは
去年まで、大熊町の郷土のことを色々
取り上げるようにしていました。

ー今年からは、内容が変わったので
すか？

門馬　はい。新しい学校を建設してい
くという目標があり、未来を向いていき
ましょうということで、今は小中学校が
一緒になって、「未来デザイン」という
総合学習に取り組んでいます。子ども
達が「幸せを求めて、何ができるのか」
を考えていく学習です。例えば食、空、
絵、音楽などについて。個々人ではな
く全体で取り組み、色々なものが並行
して行われていく形です。10 月には「未
来デザインウィーク」を設定して、一週
間色々なワークショップを入れ、家の方
にもどんどん来てもらって。「毎日、未
来デザインの勉強を楽しみましょう」と
いう一週間を開催しました。
　こういう形で開催することになったの
は、もともと　「文化祭どうするよ」と

総合学習で 取り上げた、
放射線教育の難しさ

浪江町
門馬貞先 生
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ー先生ご自身にとって、「復興」と
は何でしょうか？

門馬　人に、「復興」ってあるのでしょ
うか。気持ちの持ちようですかね。
自分の中で、今まで過去や震災のこ
としか見られなかったところから、「未
来のことに目が行くようになった」と
いう瞬間が、復興なのだと思います。　
この学校で、ずっと長く大熊町に携
わっている中で、家がなくなった町の
子ども達を教えている中で、「自分が
そんな後ろ向きな気持ちでいちゃい
けないな」ということを感じてきまし
た。色々な事情があって、どうしても
後ろ向きな気持ちになってしまって、
なかなか前を向けない先生達の代わ
りに、「少しでも自分が早めに切り替
えて前に進もう」と。それで言ったら、
自分はもう復興していると思いますけ
れど、いつ復興したかと聞かれると
難しいですね。

ー子ども達や、これからの若い先
生達に対して、先生の体験してきた
ことをどのように伝えていきたいです
か？

門馬　最終的に、自分が経験してきた
中で伝えたいのは、「気持ちの切り替
え方」ですかね。どんなにどん底となっ
たとしても、ずっとどん底でいることは
ないし、いつかはハッピーになるという
ことを伝えたいです。私自身、本当に
震災に育ててもらったなという気持ち
があります。自分が震災に遭った時点

いう話が上がっていたこともあります。
子ども達も中学生が 3 人しかいなかっ
たので、3 人だけでやるには文化祭は
苦しいです。それで、学習発表会と合
体させようかという話もしてたのですが、

「そもそも、そういう学習発表会のた
めに劇の練習をするのも、違うよね」と。
私達が目指す教育はもっと違う形だよ
ねというところから、「そういったウィー
クにしようか」という話になりました。

「何もやらないのも寂しい感じがするか
ら、じゃあ長くして、一週間やろう」と。
そしてそのウィークだけではなく、週に
1 回とか、月に 2、3 回くらい、色々な
ワークショップが入って、色々な幸せ追
求が続いているというところですね。

ー先生も生徒も、準備がとても大変
そうですね。

門馬　大変ですけれど、その一つひと
つのテーマが、「めっちゃワクワク」す
るんですよ。この間、「空」を扱った時に
は、子ども達が飛行場に行って、飛行
機を皆で作る体験をして、機体の下に
自分達が描いた絵を貼って。午後になっ
たら、その飛行機でパイロットに飛んで
もらう、というような活動をしました。
　また、「食」を扱った時には、子ども
達とお弁当を考えて、喜多方の子ども
達とも協力して、そのお弁当を売るとか。
今月も 24 日に福島県庁まで売りに出
掛けます。知事と教育長にも食べてい
ただく予定です。

で浪江小学校の1年生の担任だった
頃と今とを比べると、大熊町で色々な
ことを教えていただいて、自分も成長
させてもらいました。震災そのものも、
いい糧にはなってると思いますね。何
でもプラスに考えていきたいです。

2021年12 月16 日
（ 聞き手／久保田彩乃、千葉偉才也、筑波匡介）

ーまずは 2011年 3 月11日に、ど
こで何をしていたか教えてください。

荒　その日は卒業式でした。当時、
浪江中学校 2 年生の学年主任と吹
奏楽部の顧問をしていましたが、吹
奏楽部の子ども達に「明日は大会の

課題曲の練習をするから」という話
をして帰したところで、地震が発生し
ました。職員室でひと休みをした後、
その課題曲の楽譜を印刷していた時
です。机の下に潜りましたが、多く
の物が落ちてきました。いったん収
まったと思って中庭に行きましたが、
余震が続くうちに「ここにいては危
険だ」と思い、校庭に出ました。
　そこではたまたま近くにあった校
長先生の車のテレビが見え、「津波

荒寿子先生は震災時、浪江中学校 2 年生の学年主任でした。原発避難により、浪江町の
学校は元の校舎での再開が叶わず、4 月から二本松に学校を集約して業務を再開。その時、
先生は「何かをしなくては」という思いに駆られて、「学年だより」を作り始めます。それは
全国各地に散らばった生徒達のもとへ届けられ、温かい思いを繋ぎながら、およそ 1 年に渡っ
て作成・発信されました。「離れていても、130人全員が自分の生徒」という信念で、生徒
達を気にかけ続けた先生。先生が本当の意味で、「教え子たちは卒業した、巣立ったんだ」
と思えたのは、何年も後のことでした。

避難の夜、連なる車のヘッ
ドライトに不安が募った

南相馬市小高区出身、中
学校教諭。教科は音楽。
2011 年 3 月の震災発生
時は浪江町立浪江中学校
に勤務。2021 年度イン
タビュー時は、飯舘村立
いいたて希望の里学園勤
務。趣味はミュージカル
観賞。

荒 

寿
子
先
生

あ
ら
・
と
し
こ

浪
江
町

が」という情報が流れてきたのが
印象に残っています。そのうち、会
議室に集合がかかりましたが、そこ
で、「ペアになって生徒の家庭を訪
問し、安否確認をしてきてください」
という指示があったので、学校に残っ
て校内を確認する先生方と、外に出
て生徒の安否を確認する先生方に
分かれました。
　私ともう 1 人の先生は、大堀地
区の方に行って、生徒に会って、「あ

未来のことに目が行くように
なったことが、
自分にとっての「復 興」

浪江町
門馬貞先 生
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なたや家族は大丈夫？」「お家も大
丈夫？」と声かけをして回りました。

「この先は行けません」という地点
まで行って戻ってきましたが、崩れ
ている家を見たり、入れなかった所
もあったりして、驚きましたね。
　そして戻ってきた時には、体育館
が避難所になっていました。そこに
は野球部の子ども達が手伝いに来
ていて、いろんな物を運んでいて、
すごいなと思いました。なにせ、体
育館が卒業式のまんま。楽器もそ
こにあるし、椅子もあったり。それ
を子ども達が片づけている姿は、本
当に印象的でした。どこかで声をか
けてきたのか、先生が声をかけたの
か、何があったのかよく分かりませ
んが、私達が体育館に着いた時に
は既にストーブや保健室の毛布が
運ばれていました。

ー浪江中学校は、海からどのくら
い離れていたのでしょうか？

荒　海からずいぶん離れているので、
津波は全くありませんでした。その日
も私達はまた会議室に集まりました
が、家庭のある先生方もいるという
ことで、「帰っていい」という話にな
りました。私は小高だったので、自
分の車は校庭に置いて、小高の先生
と一緒に帰りました。やはり怖いし、
どうなってるか分からないし。

ー原発が爆発した話はいつ頃、
聞きましたか？

荒　12 日の朝 6 時だったか、「浪江
も避難しなさい」となりました。私も
個人的に家族と避難しました。小高

の区役所の避難所でおむすびをいっ
ぱい作っていた頃に、何回目かの爆
発の話を聞きました。文科省にいる
従兄弟からも「爆発したから、避難
しなさい」という話は聞いていて、一
応私達がそこから離れたのが 13 日の
夜だったかと思います。

ー避 難はどういうルートで、ど
こに向かいましたか？

荒　「とりあえず避難を」と従兄弟か
ら言われたこともあり、すぐに帰れる
と思ったのです。あさはかでしたよ。
貴重品は持っていましたが、本当に 2、
3 日で帰れると思っていたのでとりあ
えずの物を持って、車 2 台で、川俣
を抜けて福島の方に行きました。そ
の時のことで今でも忘れられないの
が、車。夜だったので、ライトがすご
く連なって。車のライトを見ているう
ちに、「これ、どうなっちゃうのかな」
という怖さが募りました。
　そうして福島市の妹のところに避難
をさせてもらっているうち、「3 月 31
日に、浪江の小中高の先生方はここ
に集まってください」という話があっ
たので、私のアパートが決まる 4 月
の頭までそちらにいました。

ー 3 月 末 に 集 ま る ま で に は、
学 校 や 生 徒 達と連 絡 は 取ってい
ましたか？

荒　取りました。安否確認をしなさ
いという学校からの指示が学年主任
にあったので、私から担任に連絡を
入れて、全 4 クラスで 130 人くらい
の確認をしました。担任の先生はク
ラスの生徒一人ひとりを確認して、私

に結果を報告するというやりとりです。
「全員、確認しました！」と連絡が来
た時は、やはりもうほっとするしかな
いですよね。4 人いた担任の先生の
うち、女の先生が一人いたのですが、
電話が来た時にはもう泣きながら。
全員確認できたことを管理職の方に
報告した時には、安心しました。そこ
からがまた大変ですけれどね。

ーではそこからの話ですが、4 月
に浪江町の学校が、二本松で集約
したのですよね。

荒　４月１日、二本松の東和中学校
に招集され、今後の勤務方針につ
いての話があり、廃校になった学校

（木幡第二小学校）で仕事をする
ことになりました。4 月からの仕事
は安否確認と、卒業した 3 年生の
進学先へ送る書類の準備です。そ
の他にも「何かせねばいけない」と
思って、学年だよりを出したいと校
長先生にお願いして了解を得て、私
が第 1号を発行したのも4月でした。
　5 月には勤務先が発令され、他
の二人の先生と一緒に、東和中学
校で兼務することになりました。私
は音楽の教員だったので音楽の授
業にも兼務で入り、授業をさせてい
ただいたり。あとは、授業が空いて
いる時に避難所めぐりをしていまし
たね。

ー学 年だよりというのは、3 月

11 日当時に受け持っていた 2 年生
向け、つまり 4 月からの 3 年生向
けのものですよね。どのような内容
でしたか？

荒　まず第 1 号としては、その時の
担任の先生と、卒業式で送辞を読
んだ次期生徒会長に原稿を書いても
らいました。住所確認は担任の先生
にしてもらっていたので、北は青森、
南は沖縄。全員に郵送しました。届
かなくて戻ってきてしまったこともな
かったですね。
　各地の子ども達に届いた頃、今
度は生徒会長にメールで色々なメッ
セージが入りました。それで生徒会
長が、「こんなメッセージが入ってい
ます」と私に教えてくれて。それをど
うしても共有したかったので、5 月に
は第 2 号を出しました。
　その後は、もうすぐ 2 学期が始
まるという 8 月と、進路が決まる時
期 の 9 月に。8 月 25 日に 針 道 で
浪江中が開校したので、そのお知ら
せも兼ねながら出しました。最後は
2012 年の 3 月に、卒業に合わせて
記念文集という形で送って、締めくく
りましたね。

ー先生は、どのような思いで学年
だよりに取り組んでいたのですか？

荒　「思いを共有したいな」という
気持ちと、「何かできないかな」と
いう気持ちです。彼らには 2 年間
の思い出はあっても、ここでの最後
の学年の思い出は何もないですよ
ね。それぞれの学校で文集を作っ
たり、卒業アルバムを購入したりと
いうのはあっても。3 年目に色々な
所に行った子ども達は、そこで楽し

い思い出を作れたとは思いますが、
やはり「ここでの 2 年間の思い出
を、何かの力にしてもらえればな」
と思っていました。
　文章の他にも、学校に残っている
データの中から写真を集めたり、2
年生の時に文化祭でやった劇や合唱
を DVD にして。それらをセットにし
て送りました。

ー学年だよりや文集、写真や DVD
のセットについて、受け取った生徒達
から何か反応はありましたか？

荒　特にそういうものはなかった
です。でもなんでしょう。それを期
待してやっているわけではないの
で。彼らが大きくなってふと読みた
くなった時、読み返してみようかな
と思った時に、「自分はあの時そう
だったんだ」と振り返ることができる

「思い出みたいなもの」であってほ
しかった。特にありがとうございま
したとか感謝というのは、要りませ
んでした。何かになればなと思って
いました。

ー先ほど、5 月の学年だよりには、
生徒からのコメントを掲載したとあり
ましたが、どのような内容でしたか？

荒　掲載したのは、5 月と 8 月かな
と思います。コメントが沢山集まっ
たのは、生徒会長の子が何かしてく
れたからだと思いますが、それを最
近読んだら、「みんなで頑張ろうよ」
というコメントが沢山ありまして。こ
の子たちは、14 歳・15 歳の時に
皆で励まし合っていたんですよね。
絶対に浪江に戻ろうよとか、会おう

よというコメントがありました。辛い
とか寂しいとかという言葉がなかっ
たとは言えませんが、「みんな、頑
張ろうよ！」というコメントが沢山
あって、すごいなと思いました。

ーその生 徒 会 長さんを含めて、
今でも連絡を取るような教え子は
いますか？

荒　その生徒会長の子は、今は南
相馬市の市役所に勤めています。た
またま仕事の用事があって連絡を取
りましたが、その時には元気ですと
話していました。彼女は文集に「人
の役に立つ仕事につきたい」、「医療
関係か福祉・保育関係のことをやり
たい」と書いていたので、目標を達
成したのかなと思います。
　彼女は、浪江中が針道に仮設校
舎を設置した時に、浪江に戻ってき
た子です。開校した学校に戻ってき
た子は数少ないですけれど、その子
達も色々考えてのことだったんじゃな
いかなと思います。そこでは私は浪
江中学校の職員として、戻ってきた
子ども達との 1 年間でしたが、でも
私の中ではやはり 130 人全員が生
徒でした。浪江中で卒業できなくて
も、浪江の子。その子ども達に繋げ
てくれたのが、彼女だったと思います。
　あの頃は、子どももそうですけれ
ど、大人もすごく心を痛めていた時
期でした。あの春は、桜を見ても綺
麗とは感じませんでしたからね。やっ
と彼らが私の中から卒業したんだと
思ったのが、彼らの成人式。普通だっ
たら卒業させて、中学から巣立つので
区切りになります。でも、区切れな
かったですね。だからやっと成人式で、

「あぁ、卒業させた」と思いました。

学 校だより に 込 めた 思 い　
「離れていても、130人全 員
が自分の生徒」

浪江町
荒 寿子 先 生
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ー先程、震災が子ども達に与え
た負の影響のようなものを聞かせ
ていただきましたが、逆に「震災が
あったからこその、子ども達の成長」
は 3 年間の中で見られましたか。

荒　中学のその 3 年間では、感じ
られませんでした。やはり中学生な
ので、そんなに簡単に全部を受け
入れて、納得して生活するなんてあ
りえません。ただ、彼らが卒業して
高校に行き、成人式に来た時に、
穏やかな表 情でいる姿を見たら、
私の方がボロボロと涙してしまうく
らいでした。子ども達から「先生、
先生、大丈夫だよ、よしよし」みた
いな感じでやられて（笑）。二文字
で「成長」と表現するのも変ですが、
皆に会えた時、「子ども達はなんて
大人になったんだろう」と思いまし
た。中学校の時の色々な苦労とか、
その後の苦労があって、今ここにい
るのかなというのは感じましたね。

ー 2011年の 9月に浪江中が針
道の仮設校舎で再開した時は、どの
ような気持ちでしたか？

荒　浪江中学校という名前の学校
があるという安心感はありました。
それに、そこに通うために転校して
きた子達は、4月から8 月までの間
どこか中学校にいて、転校してきた
わけですよね。だから、「私達もここ
で踏ん張らなきゃだめだな」という
のはありました。
　でも私の中では、その子ども達
だけではなくて、「 他の学 校にい
る子達も、やっぱり自分の生徒だ」
という気持ちをずっと引きずってい
ましたね。その中で、浪江中学校
に転校してきて、一緒に時間を過
ごせる子達への思いは、ひとしお
だったと感じます。

ー仮設校舎になってから、先生
の中で子ども達への接し方や指導
のやり方、考え方に変化はありまし
たか？

荒　どうでしょうね。 その 時 は、
時 間に追われていましたからね。
子ども達がどうしているのかなとい
うことが、いつも頭の片隅にあって
の日々でした。学校が辛いという
話も聞こえてきましたし、その子達
はまだ仮設住宅に住んでいたんで
すよね。体育館での生活は大体終
えていたかなというくらいで。だか
らある子は、受験勉強をするのに

机がないと言っていました。どう
やって勉強しているのと聞いたら、
部屋も狭いから台所で。本来なら
自分の家にいて、そこに自分の部
屋があって。そこでできたことが、
できないんですよね。それを見て話
を聞いてるから、浪江中で仕事を
しつつも、虚しさしか感じられない
一年でした。
　そして、私達は子どもあっての仕
事なので、「それがなかったら自分
はどうなってたか」というのはある
かもしれません。教員の仕事とい
うのは生徒との関わりがあり、教え
る・一緒に学ぶということが重要で
す。でも、もしそれがなかったら、
あの時私はどうなってたかなと思い
ます。あの一年間は、「子ども達が
いたからこそ頑張れた」というのは
あるかもしれません。

ー荒先生は、仮設の浪江中には
何年間、勤務されていましたか？ 
やはり年度を経るごとに、子ども
達 の 様 子 は 変 わっていったので
しょうか。

荒　針道の仮設校舎には、2015
年まで 4 年間勤務しました。私がい
た頃については、「そんなに簡単に、
子ども達って変わらない」と思いま
す。私が感じる限りでは、その年々
を子ども達は精一杯生きていた。学
校生活おいて、色々なことに挑戦し
ていたような感じはしますね。

ー震 災 や避 難 があったことで、
例 え ば 不 登 校 になってしまった
り、精神的に落ち込んでしまう子
はいましたか？

荒　いましたね。転校で行ったり来
たりした子や、荒れてしまった子が
いました。「もし元の学校だったら。
色々な部活で、先輩と後輩の関係
の中で学んでいったら、こうではな
かったかな」という子はいます。地
震があったことに責任転換するわけ
ではないですが、「普通の生活で普
通の学校だったら、同じ学校生活
を送っていたら、この子はもっと楽
しく学校生活を送れたかな」とか
は思います。ただ、その子たちも成
人しているのでね。成人式に行った
時は、皆元気にしていました。子ど
もって強いなとは思いますね。

ーもともと浪江中では、1 年生か
ら 3 年生まで担任の先生は持ち上
がりだったのでしょうか？

荒　持 ち 上 がりでした。 だ か ら
2011 年度の 3 月の卒業式の前に、
浪江中学校の卒業証書が欲しいとい
う声が教育委員会に随分届いたそう
なのです。親御さんたちというより、
子ども達から。でも、それはできな
いことでした。管理職の人達も悩み
ますよね。
　そうしたら卒業式の日、何人か
が「一緒に卒業式を迎えたい」と、
それぞれの学校の制服を着て保護
者席に列席したのです。「証書はも
らえないけれども、浪江中学校の
校歌が歌いたい」と。その光景が
新聞に載った切り抜きを今でも持っ
ていますが、何とも言えない感動を
覚えました。そういう子達がいるだ
けでも、この学年を持ててよかった
なと思います。皆が色々なところに
行ったけれど、持ててよかったなと
いうのは私の中にあります。

「自分たちが 浪 江 のために
できること」を 考えて実 践 、
そして伝える学習

ー 2012 年度からは、中学校 1
年生として仮設に入学した子達を、
荒先生も主任として担当されていま
すよね。仮設校舎での最初の入学
生と向き合うにあたって、そこには
気持ちの切り替えというものがあり
ましたか？

荒　そういう気持ちでは接していまし
た。ここからがスタートだということ
になるから、当たり前ですよね。先
生方のメンバーも変わりますし。そ
の中でふるさと学習というのがあった
ので、ふるさとのことを学び、（少々）
中身の濃い「3 年間のふるさと学習」
をさせていただきました。

ーふるさと学習は、具体的にどの
ような内容でしたか？

荒　簡単にいうと、1 年生の時は「地

域を知る」ということで、針道と浪江
を取り上げて、「今いるところ」と「い
るべきところ」を調べたはずです。2
年生の時は職場体験をしたので、そ
の時は浪江で仕事をされていた人が
二本松で開業しているような所を探し
たり、職場体験をさせたりしました。
　3 年生の時は、「自分たちが浪江の
ためにできることは何か」というテー
マで行いましたね。浪江で仕事をして
いた人で今二本松にいる人のお話を
聞いたり、仮設に行ってそこの人の話
を聞いたり、あとは色々なお祭りに一
緒に参加させてもらったり。それだけ
ではなくて、「じゃあ自分たちができる
ことは何か」と、一つ子ども達が考え
たのが、「簡単に座ったままできる体
操」でした。仮設にいると運動しない
ですよね。だから簡単に座ったままで
きる体操を、おじいちゃん・おばあちゃ
んでもできるようなものにして。美空
ひばりさんの『川の流れのように』に
合わせて。それも図式化して貼って、
仮設に訪問してやって見せて、皆でや
りましょうということもやったりして。
仮設にいる人達や二本松で仕事をし
ている人に自分達も寄り添って、自分

浪江町
荒 寿子 先 生

仮設校舎での初年度、
虚しさの中でも
「子ども達がいたから」
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当したのがふるさと学習のメディア
班でした。メディア班の子ども達は
劇、ドラマを作りました。飯館に戻
るか・戻らないかという、ちょっと
シリアスなテーマで。3 年目、つま
り縦割りになった 2 年目は、「自分
たちで何かできないか」ということ
で、メディア班で映像を作りました。
4 つくらいのグループに分れて、飯
館のコマーシャル、それから飯館の
ことをミュージカル風に表現したも
の。飯館のことを知ってもらうため・
伝えるためのものを作りました。

ー 最後に、荒先生の教員生活の
中で、震災とはどういうものでした
か？ 

荒　教師として「やるべきこと」や「生
徒との関わり」について、より一層
考えを深めていくきっかけになりまし
た。震災後、私にとっては日々の生
活を、生徒達と歩みを共にしていく
中で「できることは何か？」「何をど
のように導き、今を乗り越えていく
か」。また、「生きていくために大切
なことは」を、教職に就く立場から
考えるようになりました。
　その時々に関わった多くの人との
出会いは、私自身の教職という仕事
の幅を広げ、それまで以上に生徒に
寄り添い、一緒に考えていくというス
タンスになりました。だからこそ、言
葉の重みを感じ、「この時だから伝え
るべきこと」を大切にしています。
　長い教員生活において、私にとっ
て「 生 徒 」とは、私 自身を人として
成長に繋げてくれる存在だったと
思います。

達にできることはというテーマで進
めましたが、すごく充実したもので
した。

ー震災前にも、総合学習はありま
したよね。総合学習とは、全く違う
ものですか？

荒　違いますね。前の時は、大きな
テーマがあったとしても、1 人 1 研
究でした。でも今 回、 浪 江中学 校
で 3 年間やった取り組みは、個々の
テーマであっても、全員が目的は同
じ。自分達が浪江のためにできるこ
とは何か。寄り添うこと。デイサー
ビスや仮設に行って、そこにいる方々
と触れあったり。
　あとは、「なみえ焼きそば」の B1
グランプリが郡山であった時に、ぜひ
ともこちらも参加させてくださいとい
うことを商工会議所にお願いして。皆
でイベントに参加、お手伝いさせても
らったなんて経験もあります。その経
験を踏まえて、感じたことを自分たち
でまとめ、発表させてもらったりもし
ましたね。

ーそういった経験は今、どのように
役立っていますか？ 

荒　2015 年 4 月に浪江中学校から
飯館村立飯舘中学校（現在のいいた
て希望の里学園）に赴任しました。
私が飯館に来たときは、飯館中のふ
るさと学習は各 学 年で行っていて、
中学 1 年生は伝統芸の田植踊り、2
年生は紙芝居、3 年生は味噌作りを
やっていたのです。
　それが少し変わって、縦割りにな
りました。飯館 2 年目の時に私が担

2021年12月 14 日
（ 聞き手／久保田彩乃、千葉偉才也）

浪江町
荒 寿子 先 生

葛
尾
村

葛尾村は浜通り地方の内陸部に位置し、田村市、
二本松市、浪江町に隣接している。2011 年 3 月
時には 1567人が暮らし、村内に葛尾小学校と葛
尾中学校が立地していた。震災と原発事故以降は、
会津坂下町や柳津町、三春町などへの避難を経て、
2013 年 4 月に避難先の三春町において小中学校
が再開。2018 年 4 月には、村内での教育活動を
再開した。2022年 2月時の住民登録者数は1332
人 、町内居住者数は448人。
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て、「海が黄色くなってる」と言って
いたことを憶えています。今思えば、
それが津波だったのかなと思います。
　小学校に次女を迎えに行った後
は、自宅に家内と娘達を降ろして、「家
族 3 人で富岡にいなさい」と話しま
した。その時には、津波には全く気
づかなくて。とりあえず、大きな地震
があったので、私は勤務先の福浦小
に戻ることだけを考えていました。そ
れで、さらに 35 線を走りに走って、
双葉を抜け、小高にある福浦小まで
何とかたどり着きました。学校に着
いたら、もう校庭に地域の人々が集
まって、地震等による被害について
話し合っていました。

ー福浦小が、地域の避難所となっ
ていたのですね。

日下　当時、福浦小の児童は 100
名程度でしたが、私が福浦小に着
いた時には子ども達もまだ学校にい
ましたし、保護者もほぼ全員いまし
た。思い思いに、焚き火などをして
いたような記憶があります。
　私はとりあえず職員室に戻って、
現場確認を始めました。校舎は耐
震工事直後で新しかったですが、停
電で電気もなかったので、理科主任
がロウソクを出してきて、灯している
ような状態でしたね。トイレの水も
出ませんので、トイレの水のために、
プールからバケツリレーして、皆で
運んだりもしました。それから、各
教室は全て開放していましたので、
それぞれのご家族で、2 階・3 階ま
で上がっていただいて。机はどけて、
そこに雑魚寝するような形で、皆が
休んでるような状態でした。

ー福浦小の立地は、かなり海に
近かったですよね。

日下　はい。「浦」とついているくらい
ですから、かつては水面より低かった
ような土地にありました。私は渋滞に
はまりながらも、無我夢中でなんと
か富岡町から福浦小まで戻ってくる
ことができましたが、夜の 9 時、10
時頃に集まってきた地域の方達の姿
を見ると、上半身まで泥だらけになっ
ていました。どこかに突っ込んだのか
なというくらい。そういう方達を見て、

「よく自分は無事にたどり着けたな」
と思いましたが、実は私自身には全
く津波の記憶はないのです。
　一夜明け、次の日に見たら、福浦
小の周りが水浸しになっていたので、
その時に「津波が来たのか」という
実感が湧き上がりました。学校自体
に津波の被害はなく、子どもを学校
から帰すこともしませんでしたので、
誰も亡くなったりはしませんでした。

ー避難所となった福浦小では、ど
のような業務をしましたか？

日下　11 日の夜は、炊き出しに行っ
て来たのかな。おにぎりなどを貰っ
たのかなと思うのですが、あまり記
憶がありません。12 日の午前中に
は福浦小にも炊き出しが来て、おに
ぎりや味噌汁を配りました。配り終
わってから、「原発が危ない。ここに
いては駄目だ」という判断になって、
原発からより遠い位置にある小高中
学校に皆は避難を始めました。
　そして、残った私達が校庭のドラ
ム缶などを片付けていた時です。直
下型の地震みたいなものが、どーん
と来ました。その時は「なんだろう」

と思っていましたが、後で小高中に
合流してからニュースで知らされたの
は、原発の建屋の爆発だったらしい
ということでした。建屋が爆発を起
こして、それが本当に地震、直下型
でどーんと浮き上がるような形になっ
ていたと。それで今度は、「小高にも
いられないな」ということで、南相
馬の石神第一小学校に避難をしまし
た。そしてさらにそこから、原町第
一小学校に移って、校長と寝泊まり
をしました。

ー富岡町のご家族とは、別々に避
難したということですね。

日下　家族とはもう、そこから 3 日
間くらいは離れ離れでしたね。家族
はまず川内に逃げて、川内も安全な
ところじゃないとなって船引に逃げ
て、その後、東白川の方へ知人を頼っ
て行ったようです。そして最終的に
は平田村の知人のところに戻ってき
て会えました。実家の母や父も一緒
でした。

ー先生はご家族と合流するまでは
ずっと、校長先生と行動を共にして
避難していたのですね。

日下　そうですね。2、3 日間は、
原町一小で、校長先生と一緒に寝
泊まりをしていました。原町一小は
体育館が耐震工事でリニューアルし
たばかりで、まだ全く使っていない
状態だったのですが、いきなり避難
所になってしまいました。
　避難している間は、色々なところ
に電話を掛けて子ども達の安否の確
認をしていましたが、やはりなかな

ーまずは 2011年 3 月 11 日に所
属していた学校と、当日何をして
いたかについて教えてください。

日下　当時は、南相馬市の福浦小

学校で教頭をしていました。3 月 11
日はちょうど長女の中学校の卒業式
だったので、年休を取って、双葉郡
広野町の広野中学校の卒業式に列
席していました。私達の自宅は富岡
町にありましたが、私の勤務先の都
合と、長女の進学のタイミングの兼
ね合いで、長女だけは家内の実家の
ある広野町の中学校に進学させてい
ました。
　地震が起きたのは、卒業式が終

日下雄一郎先生は震災当時、南相馬市立福浦小学校の教頭でした。3 月 11 日はご家族
の卒業式のために休暇を取っていましたが、地震発生後には家族を自宅に残して、急いで
小学校に戻ります。津波の被害を受け、泥だらけになった住民が小学校に避難してきた翌日、
原発が爆発。避難を余儀なくされ、福浦を離れることになりました。仮設校舎での学校再開
までには多くの先生達が、県からの兼務辞令に困惑したようです。管理職という立場で迎え
た震災と、その後の仮設校舎での学校再開。日下先生が歩んだ 10 年間の思いを辿りました。

津波被害を受けた福浦　
夜に避難してきた地域の方
達の姿は、上半身まで泥だ
らけだった

新 地 町 出 身、小 学 校 教
頭。2011年3月の 震 災
発生時は南相馬市立福浦
小学校に勤 務。2011年
8月から葛尾町立葛尾小
学 校 に 勤 務 。2021 年
度 イ ン タ ビ ュ ー 時 は、
双葉町立双葉北小学校
勤務。趣味はマラソン。
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わって、広野駅の駅前で家内とお菓
子を買っていた時です。その頃は結
構大きな車に乗っていたのですが、
駐車場に停めていたその車が 20 セ
ンチぐらい宙に浮いてるのを見て、
びっくりしました。また同時に、何
もできないなと思いました。そして、
次女が通っている富岡町の富岡第
二小学校に向かいましたが、その道
中、県道 35 号線という山側の道を
戻っていった時、長女が海の方を見

葛尾村
日下雄一郎 先 生
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日下　はい。三春ダムの周辺に 5 つ
ぐらいある 集落をスクールバ スが
回っていたので、子ども達は、三春
町立の岩江小学校や岩江中学校に
通うことができました。私もそのバス
に乗って、何をやるわけでもないです
が、1 年 8 ヶ月間、送迎にあたって
ました。
　最初にスクールバスに添乗した時
は、「誰この人」という感じでしたね

（笑）。子ども達は私のことを、本当
に送り迎えだけのバスガイドみたい
な形で考えていたのかなと思います。
毎日顔を合わせていると、気心が知
れ、乱暴な言葉遣いをしたりわがま
まな行動をとるようになったりして、
その子の性格がだんだんわかるよう
になり、それはそれで良かったと思い
ます。
　コンビニ エンスストアの 跡地に
あった事務所 は、教育委員会が三
春ダムの周辺 に移った時、一緒に
移動しました。そして、「今度は、村
で学校を立ち上げるんだ」というこ
とで、学校再開に向けての準備を始
めました。

ーそうして 2013 年 4 月に、三春
町にある要田中学校で、仮設の小
学校・中学校が開校しました。先
生はそこで何年間勤務しましたか？

日下　葛尾小には 3 年間勤務しま
したが、仮設校舎で実際に教育活
動ができたのは、１年間だけでした。
要田中は三春の学校の中でもデザイ
ンがすごく素敵な学校でしたが、子
ども達はそんなに多くは戻っては来
ませんでした。
　それで、クラスを複式学級のよう
な形にして、一つの学級をパーテー

ションで二つに分けて授業を行いま
した。教育活動を行うために、建物
をどういう風に活用するかというとこ
ろから話し合いました。

ー震災が起きてから、子ども達と
向き合うという、いわゆる学校の先
生としての業務ができなかった期間が
ありました。先生にとって、それはど
のような経験でしたか？

日下　単身赴任でいわきから行きま
したが、「何しに来てんだろうな」と
いう気持ちがありましたね。当時は
ダム湖畔の中にあった葛尾幼稚園の
副園長でもあって、園児がいるダム
周辺の線量計を定点観測するのが私
の日課でした。小一時間を掛けて、
10 箇所くらいを線量計で測る作業
です。粛 と々こなすしかないな、とい
う気持ちでした。

ーそういった経験は、教員として
の今の日下先生の考え方に、どのよ
うな影響を与えてますか？

日下　村内の学校を選んで戻ってき
た子ども達のことを、「本当に一人ひ
とり、大切にしていかなきゃいけない
な」ということを感じるようになりまし
た。大切にするというのは、何でも優
しくするということではなくて、その
子のために本当に親身になって思いや
るというか。そういうことが求められ
るんだろうな、と思いました。こうい
う事態になったのであれば、「目の前
にいる子どもをじっくり見て、個別に
あたっていかなきゃ駄目なんだろうな」
という思いにはなりましたね。

ー先生は今、いわき市の双葉町立
双葉北小学校で教頭をされています
ね。葛尾小を開校させた経験で、何
かご自分の役に立っている部分はあ
りますか？

日下　そんなに大それたことではな
いですが、環境的に似ているという
ことでは、スクールバスがあります。
今も双葉の子ども達は皆、いわき市
内からスクールバスで一斉に便乗し
て学校に来ています。5 台のスクー
ルバスに乗って学校に来るところは、
当時の葛尾と同じです。子ども達が
一斉に来て、さよならする時にも一
斉にざっといなくなってしまう。「今
日は学校でどのようなことを楽しんで
もらおうか」「子ども達にどのような
ことを体験させようか」ということを
先生方と話し合いながら、仕事して
います。

ーコンビニの職員室もそうだったと
思いますが、葛尾の勤務の中で、特
に印象的だったことは何でしょうか？

日下　当時、避難 したからというこ
とでは あ りませ んが、避 難 後間も
なく中学校の教頭先生が、がんでお
亡くなりになったことがありました。
また、中学校の校長先生が、「具合
が悪いんだ」と言って病院に行かれ
たんですけれども、病院の待合室で
倒れて、結局、脳溢血で亡くなられ
たということもありました。やはり、
とてもご苦労されたのだと思います。

か繋がらなかったですね。3 月いっ
ぱいは、そういった連絡のやりとり
をしていました。
　また、3 月に実施するはずだった
卒業式は、式としての形は取れませ
んでした。福浦小では、各家庭に
卒業証書を送るというような形を取
らせてもらいました。

ー で は、4 月からは、どのような
業務をしていましたか？

日下　4 月からは、残った子ども達
と小学校を再開しました。本当に数
えるくらいしか人数はいませんでした
が、同じように被害を受けた高平小・
大甕小などの子ども達と南相馬の八
沢小学校に集まって、一緒に学校生
活を始めました。それこそ、家庭科
室や階段の下を職員室にしながら、
5 つか 6 つくらいの学校が集まって。
南相馬市にバスを手配していただい
て、かき集めて来るような形でやっ
ていましたね。
　そして 5 月か 6 月頃には、私に辞
令が出ました。元々は、内示で「4
月から葛尾」と出てたのですが、この
ような事態ですから、すんなりはい
きませんでした。それで私は、福浦
地区から外れて、いわきに行きまし
た。いわきの文化センターに詰めて、

「いわきの学校で兼務をしている双
葉郡の先生達が、今どんな状況か」
を、管理職として見回ることとなりま
した。小学校にも中学校にも行って、
今困ってることはないかとか聞いた
り。相双から避難した子ども達を世

話するのはもちろんその兼務の先生
なのですが、8月までの約3ヶ月間は、

「先生方にご苦労がないかどうか」
というようなことを聞いて回ったりし
ましたね。
　その時はまだ、家族が一緒にいる
ことがままならない方もいましたか
ら、「ご家族と一緒になれるといい
ね」と、声を掛けたりしていました。
それから、いわき市内に来ている双
葉郡の子ども達を見回るために、各
学校を訪問していました。

ー実際に回ってみて、どうでしたか？

日下　正解というのがなくて、本当に
混迷していた事態でした。未曾有のこ
とだったので、教育委員会もどうやっ
たらいいのか分からなくて、皆が手探
りだったのではないかと思います。
　混迷していたと言えば、この時の
辞令に関してもそうでした。県から辞
令を言い渡されたので、いわき市の教
育委員会に行き、「私は、これこれこ
ういう理由で、相双管内から送られて
きた者です」と挨拶をしたら、「聞いて
いないです」と言われまして。それで
行き場所がなくて、つらい思いをしま
した。「あなたの居場所はないですよ」
と言われているような感じがしました
ね。ただの行き違いだったのでしょう
けれども、正式なやり取りがあったの
かどうかは、本当に混迷していたので
分かりません。本当にぽっと行って、
そう言われた時には、何が起きている
のかさっぱり分からなかったです。

ーその頃、先生はどこからいわき
まで通勤していたのでしょうか？

日下　平田村で家族と合流した後、
しばらく会津に避難していましたが、
新年度を迎えるにあたり、いわきにア
パートを借りました。長女がいわきの
高校に入ることが決まっていたので、
家族でいわき市に住むことにしました。
　8 月には私は葛尾小学校に赴任す
ることになったので、そこから家族は
いわきのアパートに。私は船引のア
パートに単身赴任という形でした。

ー葛尾小学校は、どこでどのよう
に再開したのでしょうか？

日下　葛 尾 村は 原 発 事 故の影 響
で全村避難をしていて、避難先は
転々としていたのですが、最終的
には三春に避難していました。学
校は村が要請して、区域外就学と
いう形で、三春の学校に子ども達
を入れてもらっていました。一方、
葛尾小自体は、名前を存続させる
ために、288 号沿いのコンビニエ
ンスストア跡地に事務所を置きま
した。そこには小学校の先生だけ
ではなく、中学校、幼稚園の先生
方も含めて、主に管理職 7、8 名
がそこに詰めて、事務整理をして
いましたね。管理職でない先生方
については、その頃にはすでに兼
務辞令が出されて、各地の学校に
散らばっていました。

ー子ども達は、避難所からスクー
ルバスで通学したのですか？

県の辞令に混迷
「居場所はない」と感じた

三春町での学校再開へ　
“子どもを大切にすること”
の意義を実感

言い渡す側と受け入 れる側、
双方が 抱えた「兼務」辞令の
難しさ

葛尾村
日下雄一郎 先 生
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日下　今こうやってオンラインなどで
教育もどんどん変わりつつあります
が、目の前の子どもから目をそらさず
に、じっくりその子どもや保護者と向
き合うことが、学校の体制として必
要だと思います。それをなくしてしまっ
たら、学校の存在価値は失われてし
まうとさえ思います。コロナ禍で現
在やむなくオンライン授業に取り組ま
ざるを得ない事態になっていますが、
子どもとじっくり向き合い、そこから
思いやりの精神や人の痛みが分かる
子どもを育てていかなければならない
と思います。
　教員としてのあるべき姿というのは、
今ハッキリは言えませんが、若い先生
方にはそれを絶えず模索していってほ
しいと思います。特にこういう変革期
にあたり、「別に学校に集まる必要は
ないんじゃないか」という風潮もある
中、改めて学校の存在価値を考えてい
く姿勢を持ってほしいと思います。

2022 年1 月 27日
（ 聞き手／久保田彩乃、千葉偉才也）

私は 8 月という途中の段階から葛尾
小に入りましたが、その数か月前の
春、校長先生が先生方に兼務辞令を
言い渡した時は、喧々囂々だったとい
う話を聞きました。その時には、相
当なご苦労をされたのだと思います。

ー私達も、他の先生方から兼務
辞令の難しさについてお話を聞くこ
とがよくあります。今、日下先生が
おっしゃっていたような、兼務辞令
を言い渡す側の、ある意味で県教
育委員会との間に挟まれた中間に
いる管理職の先生方の心労は、や
はり大きかったのですね。

日下　大きかったと思います。通常
の人事だったら本人の希望も考慮さ
れますが、今回は校長先生が本当に
何もないような状態で、「どこどこに
行きなさい」と、先生方に言わなく
てはいけなかったわけですから。詰
め寄られて大変だったなんていう話
は、後からよく聞かされましたね。
今振り返ってみても、兼務で良かっ
たという話は、あまり聞いたことが

なかったです。結局、兼務を受ける
学校にとってはお荷物みたいな存在
だったと思います。

ー兼務して良かったと思えたケー
スがあるとしたら、どのような立場
にいられた先生達でしょうか？

日下　うちの家内は、良かったと思
える例外なケースだと思います。双
葉郡の学校から、いわき市内の学
校に兼務させてもらって、理科の専
科を持たせてもらったと言っていまし
た。通常、理科は準備が必要だから、
大変な科目です。そこに、兼務の家
内が入ることになったそうです。じっ
くり教材研究ができますし、「あの時
に私、理科に開眼したんだ」みたい
なことを言っていました。専科専属
でやっていますから、「子ども達も、
理科が好きになった」と言ってもらっ
たこともあったようです。

ー少し羨ましいなと思いました
か？

日下　そうですね。でもやはり、職員
室での居場所はなかったとも言ってい
ました。

ー最後の質問になりますが、これか
ら先、震災の経験がない先生達も増
えてきます。日下先生ご自身の経験を、
これからの世代の先生達に伝えていき
たいと思いますか？

日下　もちろんです。双葉地区の教頭
会でも、この 10 年間の状態や取り組
みの様子を研究集録に収めました。「双
葉郡の小中学校は震災・事故後の 10
年間、こんな風な経過を辿ってきたん
だよ」と伝えるものです。
　管理職もどんどん新しくなっていきま
す。双葉の先生だけではなくて、県内
からの先生達も管理職として入ってきて
います。ですから、双葉郡のことをそう
いう先生方に知ってもらう必要性を感
じます。

ー特に伝えていきたいのは、どう
いったことでしょうか？

葛尾村
日下雄一郎 先 生
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色々な大事な物を踏んでしまいなが
ら、3 階の市長部局まで下りて行き
ました。集まってからは、市長の「津
波がどこまで来るかな」という言葉が
印象に残っています。そして、それぞ
れの担当部署を点検し、市民の誘導
をするようにという指示がありました。

ー教育委員会の方々は、どのよう
な点検をしていったのでしょうか？

佐藤　我々は学校を回ろうということ
なり、僕は当時の学校教育課長と一
緒に行動しました。当時、山側が山
崩れしたという情報があったので、ま
ず一番近くの中村第一小学校を見に
行きました。ちょうど中村一小は、「耐
震がもう駄目で危ない」ということで
校舎を建て替えて 2 週間くらいの新
築でしたので、全く問題ありませんで
した。
　ところが、街中にある中学校に行っ
たら、物が倒れたり破損していたりし
てかなり厳しい状況でした。大体 3
時 15 分頃だったので、子ども達は帰
宅させていましたが、「大津波警報が
出ているので、もしかしたらここに避
難される方が大勢来るかもしれない。
準備をお願いします」と校長にお話し
しました。
　その後、一回役場に戻って屋上に
上がってみたら、普段は見えない海と
いうか、海岸線が見えたのです。こ
れはおかしいということでもう一回下
りて、また学校回りをしたのですが、
海の方面へ学校回りに行った方々が
戻って来ませんでした。多分その頃だ
と思うんですが、大津波が 1 波では
なく、何波も来たはずなので、その
対応をしていたのだと思います。幸い
にして教育委員会関係では、外に出

た方は全員戻ってきましたけれども、
多分、他の部署でお二人が戻って来
なかったと思います。

ーその津波で、海沿いの学校はど
のくらい被災したのでしょうか？

佐藤　海沿いの学校には、実際に津
波で流された学校はありませんでし
た。ちゃぷちゃぷという感じで校庭ま
で海水が来た所はありましたが、校
舎内まで水が浸水してきた学校はな
いと思います。ただ、一番海側の磯
部中学校など海の方の中学校では、
亡くなった方がおられます。ちょうど
中学校が卒業式で、磯部中でも式が
終わった後に子どもは返していたので
すが、地震が起きた後には、学校が
高台にあるので住民が避難してきてい
ました。しかし、家に戻った方々も何
人かおられて。それから、誘導に当たっ
ていた消防団の方が亡くなられたり。
全部で多分、相馬市は 400 何十人の
方が亡くなられたと思います。その中
には当然、子どもも何人かはいました。
　そして地震の影響で、完全に連絡
系統は寸断していました。携帯も通じ
ないし、直通の電話も海の方には通
じません。ただもう、後から考えたら
当たり前ですが、電線も何もぐちゃぐ
ちゃですから。当然、向こうは停電も
しているし、電話も通じる状況ではな
かったですね。
　また、どこの自治体でも非常変災
があった場合は、その部署によって動
く役割が決まっています。教育委員
会は支援物資担当ということで大枠
で括られていて、避難所設営などは
福祉部門が担当、というように決まっ
ていました。
　それで教育委員会は避難所で必要

となる物資を確保しなくてはというこ
とで、いったん市役所に戻り、私とあ
と何人かで、スーパーのヨークベニマ
ルや当時のジャスコに向かいました。
主にはベニマルですね。ベニマルに町
のスクールバスで行って、パンなど、
避難を想定した物資を確保する業務
に当たりました。この尋常ではない事
態に、店の人も途中からは「もう全
部持って行っていいです」と。とにか
く食べられそうなものを全部スクール
バスに積んで戻った頃、住民の避難
が始まっていました。先程お話しした
新築の中村一小は、「あそこは新築し
たばっかりだから」と避難してきた方
が多かったので、そこに配って、それ
以外の所にも配り歩きました。
　だんだん暗くなってきた時に、「海
の方からまだ人が来ていない、中
村二中に避難している方が何人かい
る」という情報が入って、そのスクー
ルバスに乗って中村第二中学校に向
かったのですが、途中からもう津波
が来ていたので、バスではたどり着く
ことはできませんでした。津波で流れ
てきた車も、垂直に立っていますし。
やはりその時点ではもう「尋常じゃ
ないな」というのはあって、臭いも、
油の臭いというか嗅いだことのないよ
うなヘドロの臭いがまん延していまし
た。そこからは本当にズボズボ泥の中
に入って向かい、避難していた方々を
スクールバスに乗せて、近くの避難所
に送り届けた後、我々は市役所に泊
まりました。

ー夜中も日が明けてからも、余震
は続いていました。役場の庁舎も大
変古いというお話でしたが、そこを
拠点に業務を続けたのですね。

ーまずは 3 月 11 日、震災が起き
た時にどこで何をしていたかを教えて
ください。

佐藤　当時は、相馬市教育委員会の
学校教育課で、課長補佐兼指導主事
という立場にいました。3 月 11 日の

震災当日は中学校の卒業式で、僕は
途中人事で教育委員会に入ったもの
ですから、その時に教諭でいた向陽
中学校の卒業式に教育委員の方の随
行で出向き、参列しました。その後
に市役所へ戻って、午後 2 時 46 分
を迎えました。
　教育委員会は、相馬市の庁舎の最
上階の 6 階にありました。大変古い
庁舎で免震や制震ではなかったため
に、本当にものすごい揺れで。僕の

震災当時、佐藤武先生は相馬市教育委員会の指導主事でした。地震直後から市内の学校
の状況を見て回り、安否確認を続ける一方、避難所の支援物資担当としても奔走。その後
は全村避難となった葛尾村の葛尾中学校の教頭として、避難先の一つである三春町に、葛
尾中学校三春校を開校させました。さらに 5 年後に校長として戻った時には、同校を閉校、
葛尾村へ帰還させる役割を担うめぐり合わせもありました。先生が少人数教育の中で、子ど
も達に身に着けてほしいと願った力とは、どのようなものなのか。震災を経てより強く思うよ
うになったという「教育の持つ力」について、お話を聞きました。

いつ崩れてもおかしくない
庁舎で、連日の激務

本宮市（旧安達郡白沢村）
出身、中学校校長。教科は
美 術。2011年3月の 震 災
発生時は相馬市教育委員
会に勤務。2012年4月か
ら葛尾町立葛尾中学校に
勤務。2021年 度インタ
ビュー時は、新地町立尚
栄中学校勤務。趣味は映
画鑑賞と散歩。

佐
藤 

武
先
生

さ
と
う
・
た
け
し

葛
尾
村

所からちょうど教育長室が見えて、ご
年配の教育長が転んでしまっているの
が目に入り、「大丈夫ですか」と叫ん
だのですが、ロッカーや文書棚が全
部倒れてきました。机の下に入ってか
らも揺れは長かったですが、その揺
れが収まった段階で市長から、「これ
からの対応を考えるため、課長補佐
以上は市長室に来るように」という連
絡がありました。その時には、6 階の
庁舎の物は本当に散乱状態でしたね。

葛尾村
佐藤 武 先 生
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葉 郡の葛 尾 中 学 校に赴 任したそ
うですが、当時はどのような状況
でしたか？

佐藤　葛尾村に赴任が決まった時に
は、葛尾村は全村避難をしていたた
め、村自体に入れませんでした。葛
尾村の学校は全部休校していて、全
国各地の避難先の学校で、子ども達
は区域外就学。我々としては、翌年
の 2013 年 4 月 1 日の学校再開に
向けてその準備を進めるということ
で、一年間がその準備期間というこ
とになりました。その準備期間に当
たったのは、三春町の役場に小学校
と中学校が一緒になっていたのでそ
れぞれの校長と、小学校の教頭、さ
らに私が中学校の教頭として赴任。
それ以外の先生方は全部、兼務とい
う形で色々な学校に散っていました
ね。だからその 4 人の管理職と小学
校の事務職員 1 名の 5 名で学校再
開の準備をしようということで始まり
ました。まずは「場所をどこにしよう
か」ということでしたが、葛尾村とし
てはちょうどその時、役場が今の三
春町にまとまってあったのです。その
役場のまとまりの中に入っていって、
村長や役場のそれなりの立場の方々
もいたので、そこで学校再開を目指
しました。
　その時には、まだ学校をどこにす
るかということも決まっていませんで
した。最初のもくろみとしては、そこ
から一番近い旧桜中学校の校舎を考
えていましたが、そこが何かの事情
で無理だということになりました。7
月、8 月頃になって、当時、要田中
学校という学校がもうすぐ閉校になる
という話を聞き、その校舎はどうかと
話が進みました。三春町と葛尾村で
交渉して、快くOK をいただきました。

ー子どもがいる世帯に学校再開の
通知を出したのは、いつ頃でしたか？

佐藤　まずは大 体 夏 休み頃から、
どんな学校にしたいかといった学校
の基本方針づくりが始まったので、
おそらく夏休みが終わった辺りか
ら、全世帯にアンケートを取り始め
たと思います。
　実は 7 月 2 日に校長先生が突然
心筋梗塞で亡くなってしまって、代わ
りの校長先生が来るまで一応、僕が
校長の職務代理者となっていました。
ちょうどその時期というのは、どんな
学校にするかといったことを模索して
いた時期でした。その時期を過ぎる
と、今度は「こんな学校にしたいか
ら予算を要求します」と、村が国と交
渉するのですが、9 月 1 日に新しい
校長先生が来るまでやりましたね。

ー実際に、どのような学校にして
いきたいという話し合いがあったの
でしょうか？

佐藤　これまでの葛尾中の良さを引
き継ぎたいと思いながらも、「やはり
同じ学校を作ったのでは、多分厳し
いだろう」という考えもありました。
子ども達はもう色々な学校に行って
いますから、そういう子達が「来て
良かったな」と言えるような学校に
したいと。「少人数の学校にしかでき
ないことをする学校にしよう」という
ことで、例えば修学旅行は2 年に一
回は海外研修にしようとか。
　あとは緊急事態の時でも、どこの
県や国に行っても、実力が発揮でき
る子というのは、「物を持っている子
ではなく、学力が付いている子だ」と
いうことで、そういった力を付けさせ

たいと考えていました。その方法の
一つとして、例えば学校が終わった
後には学校内に「村営塾」を開こう
とか。そういうことを協議していき、
村の方でも大体こちらから要望した
ことは OK してくれました。
　それから、今は当たり前になって
いますけれども、ICT を学校の基本
にしようと。これもこちらで要望した
ら、あの当時は iPad もあまり知っ
ている人もいなかったのですが、あ
る程度入れてもらえたり。ICT 支援
員もいないと、それが運営できない
だろうということで、そういう要望も
全て通りました。当時からすれば、
かなり先進的なことに OK をもらっ
ていましたね。

ー開校当初、生徒は何人集まりま
したか？

佐藤　5 名です。途中で 1 人転校し
てきて 6 名になり、その次の年から
8 人、11 人、12 人と増えました。
子ども達は少なかったですが、村の
方々などからは、「村の人口が少なく
なったのは原発のせいもあったけれ
ど、やがて迎える事態だった。早まっ
ただけだ」と声も結構あったのです。
結局は葛尾や双葉郡のような少人
数の学校、少人数の教育というもの
が、やがて日本国内では多くの学校
で直面する現実となります。それこ
そ何年か早く経験しているだけだと
いうことです。だから、葛尾の時も
先生方にも言っていたし、ここでも
言っているのですが、少人数という
のは日本では避けられない状況で、
ここが「先行事例」になりうるだろ
うと思いました。

佐藤　余震が山程あったので、もう
市役所自体がいつ崩れてもおかしく
ない状態でしたが、やはりそこで情
報を待ったり、対応するしかないの
で、教育長も含めてそこで全員が過
ごしました。食べ物も多分、なかっ
たと思います。
　次の日からは教育委員会は安否確
認と、支援物資が担当でしたので、
そちらの手配をしました。支援物資
担当については普通は教育委員会の
総務課あたりでやるのですが、総務
課の主だった人達の自宅が津波の被
害に遭っていて、教育委員会の中で
もご家族が流されたりした方が何人
かいました。僕の家は少し海から離
れていたので、「じゃあ私の方で、あ
る時期までやります」と、支援物資
のまとめをやっていました。
　多分、2 日目の夜だったと思うの
ですが、最初に届いたのは自衛隊と、
協定している流山市からの大量の水
でした。それも夜中、1 時とか 2 時
頃に届いたのですが、本当に嬉しかっ
たですよね。ただ、水って重いのです。
その頃はまだ避難のバタバタで、機
械を使うということもシステム化され
ていないので、夜中に残っている人を
庁内放送で呼んで、どんどん手作業
で重い水をトラックから下ろして、積
み上げて。やがて、フォークリフトで
運ぶパレットを準備して、そこの上に
上げていく作業になりました。あとは
そのパレットごと、色々運ぶという物
流の専門家の支援が入って収まりま
した。ただそのプロが来るまでは、か
なり市役所自体も大変だったと思い
ます。皆がやったことないことをやっ
ているので。そして日中は別の業務
をやっていますからね。僕らの場合、
一番は学校再開と、安否確認。最
初の部分は安否確認ですよね。電話

が通じないので各学校に問い合わせ
はするのですが、各学校でも電話通
じないので大変でした。安否確認と、
その支援物資の担当作業を 3 月のあ
る時期までやっていました。そして普
通は 4 月 6 日が学校の始業式、入
学式ですが、6 日は絶対できない。4
月 18 日に入学式や始業式をやるとい
う方針を決めました。
　また、地震発生の 2 日後あたりか
ら、どんどん原発が爆発していきまし
た。そうしたら、南相馬市の小高区
や南相馬市の一部から、区域外就
学の申請がどかっと来ました。のべ
1000人ぐらい。そちらの 対 応も、
日中はしていましたね。結局、相馬
市が一番大変だったのは、「被災地で
ありながら、南相馬等の区域外就学
も受け入れる状況」になってきたこと
でした。

ー市役所や教育委員会の方々は、
庁舎から帰れない程に多忙な日々が
続いていたのでしょうか？

佐藤　最初のうちは、私だけではな
く若い方や、ある程度の人達は家に
は帰れなかったですね。年配の方や
女性の方はそうではなかったと思いま
すが。一方、教育委員会の中でも、「家
がない人」は沢山いましたからね。
帰りたくても、浜の方の人達は家がな
い。行くところがないとなると、避難
所に行くか、あるいは親戚の家に行く
かということになるので、ずっと市役
所に泊まっていました。
　多忙さに関して言えば、僕ももう
疲れてきてしまってどうしようもなく
て、4 月 1 日に午前中 3 時間だけ休
みをもらいました。それが多分、地
震が起きて以来、最初の休みです。

それは僕だけではなくて、市役所の
人たち皆がそのような状態だった
と思います。

ー全国から色々な支援が届いたと
思いますが、それらを受け入れる支
援物資担当として過ごす中で、何か
感じたこと、考えたことはありますか？

佐藤　全国から本当に色々な物資の
支援があり、大変ありがたかったの
ですが、やはりその「物」でも「人」
の支援でも、「中途半端な支援」で
は被災地を駄目にしてしまいますね。

「中途半端な支援」には色々な意
味があると思うのですが、例えば、
仕分けされていない支援物資。この
場合、被災地ではそもそも仕分ける
人がいないのだから、はっきり言う
と、ゴミにしかならないのです。「大
切に使ってください」などという手
紙が入っていて、色々な文房具が混
ざったものというのは、それはそれ
で嬉しいですけれど、とても使いに
くいのです。支援で入ってくる人も、
色々なイベントで入ってくる人も、被
災地の人達を思って入ってくるので
しょうけれども、やはりオーナーシッ
プというか、支援されるその人の立
場で考えてくれないと、重荷にしか
ならないと感じました。

ーそれでは、震災からおよそ 1
年 後、2012 年 4 月 1 日からの
お話を伺います。教頭として、双

学校再開の準備期間は一年　
「少人数の学校にしかできない
こと」を目指した

葛尾村
佐藤 武 先 生
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くなりますよね。けれども、教育の力
というものは、そういう物を超えて、
その人本人に身に付かせるものだか
ら、「それ自体がすごい力になるな」
という風には、改めて思いました。
　子ども達にも今も言うのですが、

「何かあって逃げるときにはお金も
欲しいだろうし、物も欲しいだろうけ
れども、最悪そんなものがなくたって、
命さえあればあとは自分の知識とか
知恵さえあれば、再建は必ずできる」
という確信は持ちましたね。やはり
教育の力は大きいなと思います。　　

て精一杯応援するし、それが正しい判
断だよね」ということを何度も話しまし
た。皆で戻ろうということは一切言わ
なかったですね。
　最終的に戻ることを決めても、住
居は三春町にあった子もいました。だ
からそういった子は三春町と葛尾をス
クールバスで往復しながらの通学でし
た。そういうハンディを負いながらも
葛尾に戻ると決断した子ども達と保護
者に対しては、かなり重い責任がある
なと思いましたよね。

ー震災を経て、教育や学校に携わ
る考え方に、何か変化はありました
か？

佐藤　今までも「教育の力って、ある
程度大切だな」って思っていましたし、
大きいなと思ってはいたのですけれど
も、やはりあのような困難な状況の中
で、「変えられるの、教育しかないな」
という思いが、より強くなりましたよね。
震災の時、相馬市でほんの一時期、支
援物資担当をしていたというところもあ
るのですが、物とかの支援はやがてな

2021年12月14日
（ 聞き手／久保田彩乃、千葉偉才也）

ー葛尾村では比較的多くの方が、
三春町に避難したのでしょうか？

佐藤　三春町に行った人は多かった
と思います。葛尾村の仮設住宅は、
元の住宅の地区ごとに固められてい
たのです。そのため、ある程度コミュ
ニティーが作られながら避難できた
ので、やはりそれを組織した葛尾村
の方がとても賢かったと思います。
同じく相馬市も、元の地区ごとで避
難所や仮設住宅、その後の復興住
宅に移っていきます。阪神淡路大震
災等の色々な事例を勉強された方
が、そういう風に組織していったの
だと思います。

ーそういったコミュニティーがある
程度出来上がっていた中で、仮設の
学校が開校されることは、地域の方々
にとっても喜ばしいことでしたね。

佐藤　とても喜んでいただきました。
ただ、「子どもは別な学校にすっけど
も、よかったよね」という立場の方も
いました。あの時の保護者の考えとし
ては、もう転校させたくないというも
のも多かったと思います。それで、「う
ちの子どもは葛尾に行かせないけど
も、葛尾の学校は応援すっから」と、
何人かから言われました。結局は学
校が開校するまでに子ども達は福島
に行き、それから会津に行き、会津
でも転々としていましたから。少なく
とも 3、4 校はもう転校していますか
らね。さらにまた三春町の小学校や
中学校から、葛尾にできる学校に転
校させることを「なかなか厳しい」と
考えるのは、仕方のないことでした。

ー先生は少し時間を置いて、再
び 葛 尾 中に、 今 度は 校 長 先 生と
して赴任しますね。教頭の時、開
校の現場での指揮を執りながら始
まった学校に、また校長として戻っ
てきた形でした。校長として、学校
を三春から葛尾に帰還させたお話
を聞かせてください。

佐藤　めぐり合わせで新しい学校・
三春校を作って、今度はその学校に

「校長になって行け」と言われた時、
同時に「あなたの仕事は、開校した
学校を閉じて、村に帰還することだよ
ね」と言われました。それが、あなた
のミッションだと。本当は、僕が行く
1 年前に学校は村に戻るはずだった
のですが、何かの事情で 1 年遅れて
しまって、再びそのめぐり合わせにな
りました。
　閉校する時には、開校する時の子
ども達や保護者、三春町の方々のこ
とが、やはり思い出されました。開校
する時に、三春町の町長さんや議員
さんから、「葛尾村の方々は大変だっ
たよね。三春町は何でも協力すっから」
とお話をもらった時には、やはりあり
がたいなと思いました。それで今度は、
閉校する時にも村の方 と々議論して、
誰を来賓に呼ぼうかなんて話になった
時に、「やっぱり三春町の方々は呼ば
ないと、多分、報いられないよね」と。
そうして、三春町の方々も、当然町
長もお呼びして、閉校式をし、引っ越
しをしました。

ーやはり先生からすると、少し寂

しい気持ちでしたか？

佐藤　でも本来あるべき所に戻るの
で、寂しいというよりも、「本来の場
所で、本来の地に立とう」という気持
ちの方が大きかったと思います。本来
と言っても、中学校は中学校に戻るの
ではなく、小学校と一緒にやろうとい
う形ですが。この点についてもかなり
議論したのです。中学校は中学校で、
お金をかけて結構直していただきまし
たからね。体育館も新しくしたし、そ
ちらに戻るという選択肢もありました。
ただ、中学校としては小学生が来ない
と中学生の人数が増えないわけです。
だから、小中を同じ場所で一貫してや
るということも、葛尾の強みだろうなと
いうことで進めました。それは絶対に、
守ろうということで。
　さらに、その敷地に幼稚園も置い
て、幼小中が同じ敷地内で常に交流
しながら過ごすことで、必ずその幼稚
園の子は小学校通って中学校に入っ
てくるという流れを作りました。「9 年
間、あるいは 10 何年間を通して葛尾
の子として育てたいな」という部分は
譲れなかったですね。

ー本来の地に戻ることは、三春に
残ると決めた葛尾の方々にとっては、
少々寂しさを感じさせるものだったか
もしれませんね。

佐藤　結果的に、その最後の年に三
春の校舎で学んでいた中学 2 年生と
3 年生は、全員が葛尾村に戻りまし
た。ただ、校長としての最後の 1 年間、
先生方には「子ども達には、一緒に戻
ろうとは言わないようにしよう。あくま
でもそれは子ども達と保護者が決める
ことであって、我々は決めたことに対し

本来あるべきところで、
幼小中の一貫教育　「葛尾
の子」として育てたい

葛尾村
佐藤 武 先 生
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　先生達へのインタビューに終わりが
見えてきた頃、アメリカの作家レベッ
カ・ソルニットが述べた「災害ユート
ピア」を思い出すことが多くなりまし
た。ソルニットの指摘した、「災害後、
被災者達によって一時的な現象として
理想郷的コミュニティが創出されるこ
と」とは少し異なりますが、「災害後
の学校もまた、ユートピアだったので
はないか」という考えが浮かびます。
　なぜなら、震災と原発事故からの
10 年を振り返る今回の企画を通じ、
これまで光が当たりにくかった先生達
の体験や想いに触れることで、当時の
悲劇的な側面に触れる場面も多々あ
るだろうと想定していたにも関わらず、
その予想が覆されたからです。もちろ
ん、インタビューの中にはそうした悲
劇的な側面や内容は一定程度ありま
したが、総じて「子ども達のために学
校を再開させる」ことや「新しい学校
や教育を創れることの楽しさ」といっ
た、未来志向の想いに出会うことが
圧倒的に多かったのです。
　そして、これは一種の「教育ユート

ピア」なのではないかと、考えるよう
になりました。悲劇的な中にも、学
校を再開させていく過程での高揚感
が存在したり、振り返るとその時期が

「一番楽しかったかもしれない」とい
う率直な想いなどにも、今回のイン
タビューで出会うことができました。
本冊子が、単なる記録集としてでは
なく、「起きあがる学校」と題したの
は、そうした先生達の想いや姿勢に
影響されたからです。
　しかし、本冊子が刊行となるいま、
震災と原発事故から 11 年が経ちま
したが、被災地域の教育現場でさえ、
震災以前の学校組織・文化への回帰
が進み、「あの時」に見られた教育ユー
トピアの要素は薄れつつあると感じて
います。教育に関わる者として、その
力の働き方には一種の残念であると
いう感情が私の中にもあることは否め
ません。
　ただ、「あの時」を体験、経験し
た先生達だけではなく、多様な先生
達が今も学校現場で子ども達に向き
合っています。「あの時」に先生達が、

「どのように考え、行動してきたか」
に関心を寄せる若い先生達が、過去
に触れる際に手に取って参考にして
いただける資料の一つに本冊子がな
ればと心から願っています。
　最後に、本企画を進めるにあたり
多くの方々や団体にご協力をいただき
ました。特に、企画に関心を持って
助成をしていただいた日本財団、対
象を検討する中で助言や対象者との
調整を手伝っていただいた双葉郡教
育復興ビジョン推進協議会の清野
幸恵さん、配布に際し協力をいただ
いた福島県教育委員会義務教育課、
企画草案段階から相談に乗っていた
だきインタビューでの協力もいただい
た一般社団法人ヴォイス・オブ・フ
クシマの久保田彩乃さんには改めて
感謝を申し上げます。
　また、この企画を最終的に実施
したいと思うきっかけになったのは、
2020 年度で閉所した大熊中学校仮
設校舎での先生達との出会いであっ
たことも記し、謝辞に代えさせていた
だきます。

お
わ
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に
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行
に
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せ
て

　ある被災地で活動していた折、地元の郷土史家から言われ
たことがあります。「災害復興に関わっている人達の記録を残
すべきではないか？」。今しかできないぞとその先生は言い、
10 年経てばあの時に現場で判断した人達は引退し、20年経
てば、あの場所に立っていた人達のほとんどが引退し物語が
失われてしまうと。今回の記録では震災の直後では話しにく
かったことも、10 年経つことで話せることもあるでしょう。
どちらにせよ今しか残せない記録となったはずです。
　福島での東日本大震災の災害対応は、まだ収束したとは言
えません。現在進行形で復旧させつつ、地域の復興とは何か
を考え続けなければいけないし、災害の経験を次の世代に繋
いでいくのか、学校の先生への期待も大きくなります。
　東日本大震災は複合災害であり、その状況は多種多様で一
言では表せません。だからこそ、様々な姿、形で記録を残し、
ポリフォニック（多声的）な視点を持つことが必要です。この
記録は、東日本大震災のすべてを伝えるものではもちろんあ
りませんが、それでも大切なピースの一つとなったはずです。
　これからは東日本大震災を経験していない若い先生達が
教壇に立ちます。この記録は諸先輩が、何に悩み、苦労し、
乗り越えたのか、復興への学びや気づきを読み取れたらと
考えています。

福島県立博物館

主任学芸員　筑 波匡介

一般財団法人リテラシー・ラボ

代表理事　千葉 偉才也
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